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震災を乗り越えて更なる発展を

山本雅之　医学系研究科長・医学部長

　今回の東日本大震災を受けて、東北大学大学院医学系研究

科・医学部としての被害状況や復旧活動、そして今後の復興

構想について医学系研究科長・医学部長である山本雅之先生

にお話を伺った。

被害総額 40 億円以上

　設備の被害額は、修理等に 60 万円以上かかる見込みのも

のが約 40 億円に上り、それ以下の設備や消耗品等も含める

と、さらに増える可能性はある。ただ、学生や教職員の中で

負傷者や死亡者が 1 人も出なかったことは幸いであった。

　33 年前、ちょうど私が医学部 6 年生のときに宮城県沖地

震があった。宮城県沖地震のときには、建物が壊れたりブロッ

ク塀の下敷きになったりして、仙台市内で 30 名近い人がお

亡くなりになった。今回はそのときより大きな地震であった

が、仙台市内で建物の崩壊や塀の下敷きになったということ

で亡くなられた方はいなかった。この 33 年間で耐震補強が

進み、私たちの備えは非常に改善したといえる。

　大学としても、研究安全推進室をつくり、各分野に研究安

全担当者を配置するなど、災害対策を強化し、産業医による

安全巡視も行ってきた。この間に耐震補強の強化や安全対策

強化を進めてきたことが功を奏したと考えている。

　とはいうものの設備面での被害は決して小さくなく、特に

医学部の中で最も古い 1 号館と 3 号館では、建物に大きなひ

びが入る、エレベーターが使えなくなる、屋上の給水塔が壊

れるなど、他の建物より大きな被害が出た。加えて、一般的

なことではあるが、低層階に比べて高層階に被害が集中した。

今後は、より地震に強い研究体制作りを考えなくてはならな

いと考えている。

医学系研究科はいち早く復旧

　理学部や工学部のある青葉山キャンパスは被害が甚大であ

り、火災や崩壊の危険があるということで立ち入り禁止と

なった建物も多数あった。こういう事情もあり、大学全体と

しては、学部学生は帰省、大学院学生もなるべく帰省という

方針をとった。

　しかし、医学系研究科は大きな被害は免れ、週の明けから

復旧に向かって動き出した。ぐちゃぐちゃになってしまった

研究室の片づけは自らの手で行わねばならないと考え、一刻

も早く元通りの研究活動に戻ることを目指した。

　早速、14 日に災害対策本部を立ち上げた。まずは学生と

教職員の安否確認を最優先に行った。災害対策本部としては、

学生や教職員に対する情報発信、そして外部への広報活動を

重点的に行った。

　ライフラインが復旧していない状況ではあったが、地元に

帰省した大学院生になるべく早く仙台に戻ってきてもらい、

また、教職員には大学へ出勤して頂き、復旧作業にあたって

頂いた。ただ、震災直後は食べ物も手に入らない状況であり、

最初の 2 週間は医学系研究科災害対策本部で食料を調達し、

昼の炊き出しを行った。

　復旧に当たり最も苦労したのは、動物実験施設の維持で

あった。震災直後はガスが使えなくなったため、蒸気が来な

いので滅菌操作が行えなくなってしまった。動物飼育数を震

災前の 7 割に減らし、また筑波大学から 500 キロの滅菌大鋸

屑を支援して頂き、何とか対処した。

　お彼岸の 3 連休が明けた 22 日からは多くの研究室で研究

活動を再開することができた。医学系研究科は他の研究科と

比べて被害が少なかったこと、復旧作業が速やかに進んだこ

ともあり、東北大学の中ではいち早く復旧することができた。

自らの食べ物の確保すらままならない状況のなか、教職員の

皆さんが懸命に復旧活動をして下さったからに他ならない。

研究科の専門性を活かした支援

　大学病院では、震災直後から被災地域の病院や避難所へ向

けての支援を開始していたので、医学系研究科としては、そ

れを協力補完する形での支援活動を行った。

　沿岸地域からヘリコプターで運ばれてきたものの軽症のた

め入院とならなかった方は、大学病院近くの木町通小学校や

第二中学校の避難所に入った。そういった方を支援するため

に、研究科の医師や保健師を避難所へ派遣して健康や医療の

相談を受けるようにした。

　また、感染症の支援、PTSD の方たちの支援、さらに、高

齢者介護の問題、認知症の問題、てんかんの問題などに対し

て、医学系研究科の専門家が相談にのり、マニュアルをホー

ムページに載せて発表するなどの支援を行った。

復旧から復興へ

　東北大学は、「研究第一主義」を掲げ、素晴らしい研究成

果を次々と世界に発表してきた。その一方で、東北地方の病

院は、私たち東北大学医学部の卒業生が、地域の医療を守る

ために作ったものが多い。私たちの先輩はこのようにして東

北地方の医療を守ってきた。これもまた同窓生の方々が成し

遂げてきた立派な実績である。私たちは、地域医療を今後も

守っていかなくてはならない。

　東北地方は元来医師不足と言われているが、東北大学医学

部は地域医療の再生に向けて精一杯努力していきたい。1 つ
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のアイデアとして、高度情報化社会に対応すべく、病院組織

を作り変えて、メディカルインフォメーションを駆使した、

スマートクリニック、スマートホスピタルといったものを考

えている。新しい地域医療のモデルとなるような病院システ

ムを構築し、地域に向けて情報発信できたらと考えている。

　また、研究基盤の整備を行い、新たな研究拠点を東北大学

医学系研究科に作り、最先端の研究成果を世界に向かって発

信していくことのできる大学として復興したい。以上 2 つの

ことを、同窓生の皆さんとカを合わせて成し遂げていきたい

と考えている。

　震災後、国内のみならず全世界から支援物資を送って頂き、

また、「実験設備が復旧するまでうちで実験をさせてあげま

すよ」といった温かい申し出を多数頂いた。日本国内のみな

らず、全世界から心温かい支援をして頂いたことに感謝して

いる。

　このような温かいご支援に応えるべく、私たちはいっそう

頑張っていかなければいけないと考えている。

　医学系研究科より、震災後の大学院教育について、ご報告

させていただきます。

　今年度は、例年より約 1 ヶ月遅れて新入生を迎えました。

在校生を対象とした講義などは少しスケジュールを組み直し

ましたが、大きなカリキュラムの変更をせず教育活動を行っ

ています。

　震災後、自宅待機となる研究科が多い中、私たちの研究科

は分野長の責任において研究・診療活動を継続することとし

ました。その結果、多くの在校生が被災された方たちの救援

活動に参加し、大学院生の努力によって研究活動も非常には

やく再開することができました。外国人留学生は被災後、本

国へ帰国しましたが、彼らもほとんどが再来日し研究を再開

しています。

　震災で損害にあった研究機器もほとんど修理が終わり、以

前とかわらないレベルの研究を行っています。

　しかし、復旧への努力をここで止めることなく、大きな被

害を受けた東北地方の基幹大学として、東北地方そして日本

の医療の進むべき方向性をしっかりと見極め、その場へ指導

的に参画できる医師の育成を目標に、来年度より一層魅力的

なカリキュラム編成を展開し、また学生への経済的支援も充

実させる予定です。

　同窓会の先生方には多くの物心ともにご支援いただきまし

た。大変感謝しています。

　まだ具体的にお話しできる段階ではありませんが、東北の

地の復興には東北大学での研究の発展が必須であるという認

識があり、さまざまな復興プランの支援を受けて、大学院教

育は充実発展が期待されています。医療現場で活躍している

若手医師を大学院生として受け入れ、ともに新しい医療の開

拓を目指していきたいと思います。

　同窓の先生方にもご支援、ご助言をよろしくお願い致します。

　震災発生直後、東北大学病院は直ちに災害対策本部を立ち

上げ、迅速に震災後対応にあたった。

　幸い、仙台市内陸部は大きな被害を免れ、大学病院として

は、沿岸地域を疲弊させないよう、後方支援に集中した。今

後は、壊滅的被害を受けた沿岸地域の医療の立て直しに尽力

したい。

迅速な対応　野戦病院化を回避

　震災当日、大学病院もかなり強い揺れに繰り返し襲われた。

私たちは地震後直ちに新病棟 4 階に災害対策本部を立ち上

げ、病院全体の被害状況と安全を確かめた。幸いにも患者さ

んや職員に人的被害はなかった。建物に関しては、東西新病

棟は免震構造のためほとんど被害がなかったが、研究棟は損

傷が激しく、3 号館の検査室は使えなくなってしまった。中

央診療棟手術室は落下物が多かったが、手術は所定のところ

まで続行した。外来棟、旧管理棟、新外来棟では漏水などの

被害があった。ICUでは自動電源への切り替えが行われたが、

吸引ガスが停止し、人力で注射器を使って痰を吸い出すこと

も行った。

震災後の対応と回復に全力を尽くした

　病院には非常用電源、重油 3 日分、患者用食糧備蓄 3 日分、

薬剤備蓄があったが、不足することが予想された。震災当日、

東京にいる東北大学関係者や他の国立大学病院などに食糧、

生活用品、医療機器、医療材料の搬送を要請したところ、翌

日から沢山の支援物資が届いた。これらの支援物資は、他の

病院の支援にも利用することができた。

　周辺から多数のけが人の来院、搬送が予想されたため、ト

リアージポストを設置し救急診療を行った。地震当日、周囲

で電気が灯っていたのは、東北大学病院だけであったので、

避難民が多数来院したが、病院としての機能を維持するため

に、避難民の受け入れは全て断った。ただし、透析患者や在

宅酸素療養患者は、当院にかかっていない方でも受け入れる

ようにした。結果、これほどの大災害であったにも関わらず、

野戦病院化する事態は避けられた。

　周囲の病院機能が低下しており、化学療法、放射線療法、

手術などの治療を延期している患者が多数いると考えられた

　　多くの大学院生の入学を

　　　お待ちしております

　　 中山啓子　医科学専攻長

被災地域の後方支援に徹底

里見進　東北大学病院病院長

東北大学病院
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ため、当院では一刻も早い病院機能の回復を目指した。

　震災後 2～3 日目には電気が復旧し、透析室の検査機器を

利用して簡単な検査を行えるようになっていたが、全面的に

復旧させるために検査室を被災した 3 号館から西病棟 13 階

に移した。3 月 16 日より放射線治療、3 月 22 日より化学療法、

外来診療を再開することができた。

大学病院は「最後の砦」に

　被災地の関連病院にいた医師を通じて各地の情報が入って

くるようになると、大学病院に来る患者は想定より少なく、

石巻日赤、気仙沼市立、県南中核、大崎市民などの被災地域

の病院への支援が必要なことが分かった。震災後 3日目から、

マイクロバスに診療チームが乗り込み、物資、医薬品、食糧

を積み、連日の定期運航を始めた。東北大学病院として現地

の情報を収集・整理し、できる限りの支援をした。集めた情

報は県にも報告するようにした。今回の震災ではケガ人は少

なく津波による死者が多いことが特徴的であった。

　避難所には多数の避難民がおり、1 か月以上の長期に渡っ

て活動する医療支援チームを派遣することが必要と分かっ

た。被災地をいくつかのエリアに分け、県や自治体に対し長

期医療支援チームの派遣案を提案し、他の国立大学病院の

チームにも入っていただくことで、4 月までの医療体制を整

えた。

　東北大学はこれらの医療チームには加わらず、様々な病院

への医師の派遣や耳鼻科、眼科、精神科、感染症、てんかん

など特殊な科の診療支援を行うことにした。眼科、耳鼻科、

皮膚科の 3 科合同診療チームでは、東北大学がチャーターし

たバスで患者を集め、効率よく診療を行えるようにした。

　宮城県北部沿岸地域は壊滅的被害を受け、ほとんどの病院

が機能停止に陥ってしまい、石巻日赤や気仙沼市立病院に、

周辺からの患者さんが集中し病院機能が止まってしまうこと

が危惧された。東北大学病院ではこれらの病院からの患者さ

んを全て受け入れ、要請も全て受け入れることにした。この

ため、軽症や治療が終了した患者さんには退院していただい

て空床を作り、受け入れ態勢を整えた。前線の病院には疲弊

しない程度に頑張るよう励まし、人でも物でも必要なものを

こちらに要求するようにメッセージを出した。なお、福島原

発の放射線被曝については、万全の受け入れ態勢を準備し、

検査済み証明書の発行や除染を行えるような準備も行った

が、来院者数は 200 名程度と少なかった。

　東北大学病院は後方支援の役割にまわり、まさに医療の最

後の砦として機能できたと考えている。

食料と通信の確保　教訓として生かそう

　大学病院では普段から宮城沖地震を想定した実地および机

上の訓練を行ってきたので、スムーズに震災後対応ができ、

大きな混乱を生じるようなことは避けられた。これまでの災

害訓練の経験が活かされた。その一方で、今回の震災でいく

つかの問題点が浮き彫りとなった。

　東北大学病院ではこれまで患者分の 1,000 食、3 日分の備

蓄を保有していた。しかし、通常、勤務する職員が約 2,500

人おり、職員分を含めると、1 日で 10,000 食以上を消費する

計算になる。これまでの備蓄は患者分しかなく、十分なもの

ではなく、今後食料備蓄を拡充する必要がある。

　第 2 に災害時に利用可能な通信手段の整備が必要だ。今回

は、県から各病院に MGA 無線が配られ利用することができ

たが、衛星通信機器を備え、その使用法に習熟しておく必要

がある。また、通信手段の技術向上も望まれる。

　また、医療支援チームを、統制して、現地へ無駄なく送り

込める体制を整える必要がある。一時期多くの医療支援チー

ムが現地入りしたものの、救急治療を必要とする患者が少な

かったため、ほとんど何もせずに帰ってしまうというケース

もみられた。従来は短期間の治療チームが主体だったが、今

後は長期間の医療支援チームを効率よく派遣できるよう体制

を整える必要がある。

医師不足の深刻化を危惧

　避難所の数は徐々に減ってきているが、現地の医療支援

チームも疲弊している。長期滞在型医療支援チーム態勢が必

要で、複数の国立大学病院でチームを組み、長期にわたり支

援ができる体制を整えている。前線病院への医師派遣が落ち

着いたので、東北大学も長期派遣チームを 1～2 組作り、県

や市の医師会チームとともに宮城県医療チーム 4 組ほどで長

期の支援体制を組めるか検討を開始した。

　被災地は従来より医療過疎地域であったが、今回の震災に

より医師不足がより深刻化することを危惧している。診療所

を失った医師が自力で診療所を再開できずに、東北地方から

出ていくことがないよう支援をしていきたい。また、被災地

域で研修医が激減するということも考えられるので、何とか

してこのような事態は避けられるよう、対策を講じたい。

　被災地域の復興計画を考える段階に入ってきている。大学

病院としても、被災地域の医療が崩壊することのないよう、

今後も継続した支援を行う。復興に際して被災地域の町づく

りに参画される同窓生の方々には、今までとは全く新しい発

想で理想的な町作りを考えて頂きたい。

　3 月 11 日の震災により、沿岸部の病院は壊滅的な被害を

受けた。大学病院精神科では医局員を被災地へ派遣したり、

県内の他の病院に患者を引き取ってもらうなどした。しかし、

受け入れ先の病院が満床になるなどの混乱もあった。地域医

療の基盤が失われたことによる被害は莫大であった。もとも

と日本は入院型医療が中心であったが、その脆さが露呈して

きており、これを機に地域医療にさらにカを入れるターニン

今後も継続的な支援が必要

松岡洋夫　東北大学病院精神科教授
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グポイントに来ていると言えるかもしれない。さらに、今後

は支援者や『はさみ状格差』の患者の心のケアの対応も考え

ていく必要がある。

　

震災後の精神科としての対応

　震災直後から被災地に精神科の医局員たちを交替で派遣す

る活動を続けている。加えて他県からの医療チーム、チーム

で来られない精神科医の方には、我々のチームに入って頂き、

支援を続けている。現地での当初の医療活動は、元々精神疾

患を患っている人への治療と今回の震災によるストレスを契

機に発症した人々への治療の大きく 2 つに分けられる。4、5

月は DMAT や医療救護班に、精神科も入るようにした。震

災後 2 か月間は、東北大学病院に入院してきた方々の大半は、

もともとの精神症状が震災を契機に悪化した人で、その対応

に追われていた。沿岸部の壊滅的な被害を受けた被災地の病

院やクリニックでは医療を続けられなくなり、患者を宮城県

内の他の精神科病院などに引き取ってもらう形で対応した。

その結果、受け入れ先の病院が満床になるなどの混乱もみら

れた。従来の精神医療を支えていた基盤が失われたことによ

る影響は極めて甚大であった。

地域の保健師の活躍

　震災により多くの病院が機能麻痺に陥り、被災地の患者は

被害を免れた病院に行こうと思っても、交通手段がないため

に受診できないという状況であった。ここで、被災地で活躍

したのが保健師の方々である。各地域の精神疾患患者の情報

は、地元の保健師が把握しており、震災直後の混乱のなか、

患者の状況把握に尽カして下さった。

　予防的医療を行う精神保健は、県、各地域の保健所、市町

村が分担して行っている。地域によって、震災による被害、

震災前の精神医療の形態が大きく異なるため、福祉的、予防

的な精神保健を十分に施せない状況が、震災から 3 か月経過

した現在でも続いている。

県や民間と意見交換

　いまだに精神科的問題を抱えている方は多く、しかも精神

医療を十分に供給できていないのが現状である。心のケアに

関しては、避難所や被災地を巡回するチームを派遣しており、

精神科医、心理士、看護師などの医療スタッフが数名で医療

支援チームを組んで、精神科的なケアを行っている。

　当初は、かなりの数の心のケアチームが全国各地から駆け

つけてくれたが、一段落して引きあげ始め、現在は医療支援

チームはかなり少なくなってしまった。これからはできるだ

け自前でやっていく必要がある。

　そこで、現在は宮城県、大学病院、民間施設が中心になり、

意見交換をしながら支援活動を行っている。地区によって被

害の差やもともとの精神医療の形態が違っていたので、各地

域の保健所機能、病院機能、医療支援チームの派遣状況、と

いった情報を地域ごとに把握しながら刻々と変化するニーズ

に対応している。現在、今後の中長期的な対応策を考えてい

るところである。

これまで元気だった人も要注意

　震災直後の混乱は落ち着きつつあり、今後、精神科の立場

からは中長期的な対応が重要となってくる。

　今後は、「はさみ状格差」が問題になってくることが予想

される。「はさみ状格差」とは、早く立ち直っていける人と

立ち直れない人と、二極化していくことを指す。震災当初は、

多くの人が避難所に避難し、皆で体験を共有しており、何と

か耐えている。現在、仮設住宅に徐々に入居しはじめている

時期であるが、復旧・復興の度合いに差が出てきており、取

り残されてしまう人が出てくることが危惧される。また、家

で一人でいる時間が長くなると、悩みを話す相手もいないこ

とに加え、震災から時間が経過し、慢性期のストレス反応を

呈する方も出てくると考えられる。

　加えて、PTSD やうつ、アルコール問題、引きこもり、そ

して支援者自身の精神的問題も見過ごすことができず、精神

科的な対応が必要な問題は非常に多い。支援者には、初期は

消防署、警察官の方、また今でも役場の職員の方々の多くは

休みなく働き続けている。避難所の運営、行方不明者の捜索、

遺体の収容、など自分のことを棚に上げて、頑張っている。

しかし、こういった支援者の方々自身の中にも、家を流され

たり、親族を亡くした方も少なくなく、非常につらい状況で

あるのは間違いない。これまで支援に回っていた人々が、今

後「燃え尽き始める」ことが危惧されるが、そういった方の

ケアもしなければならない。そこで大学病院精神科では、支

援者のためのストレス外来を設置し、対応することを計画し

ている。

地域医療中心型の精神科医療の実現へ向けて

　今回の震災では、派遣された医者が短期間しか滞在しない

ために、1 人の患者さんに対して医療が一貫して継続できな

い、という問題があった。長期的に滞在できる人が対応する

のが理想的であるが、マンパワーの問題がある。

　欧米と比べると、日本は地域医療体制が未発達で、入院医

療中心であり、その脆さが露呈したと考えることもできる。

世界的な精神科医療の流れは、出来るだけ入院に頼らない、

地域医療を中心とするものとなってきている。

　我々は、去年より、精神科の地域医療を目指す精神疾患対

策基本法の制定の要請を国に対して行っている。この法律案

では、医療者側が出向くアウトリーチ型の医療、そして精神

科以外のスタッフも含めた多職種による医療チームを目指し

ている。地域医療が充実することで、病状が軽いうちに、地

域で患者を把握することができる。現状のように、重症化し

てからようやく病院に来たがために、長期の入院を余儀なく

されるといったことが減ると期待される。
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　これにより、入院設備が必要になることも少なくなり、他

の医療先進国のように、病床数を現在の数分の一ほどに抑え

られるはずである。他の医療先進国もかつては入院中心型で

あったが、地域医療基盤を整備し、地域医療を中心とした精

神科医療体制の構築に成功した。

　地域医療の基盤がもう少ししっかりとしていれば、今回の

震災後に、よりよい精神科的ケアをより多くの人々に提供で

きたはずだ。我が国も、精神疾患対策基本法の制定により、

入院型医療から地域医療中心型医療にシフトするターニング

ポイントに来ている。

学生ボランティアの活躍

　東日本大震災の爪痕は大きく誰しもがその被害の大きさに

驚き、絶望した。しかしながら復旧にむけてボランティア活

動が積極的になされた。本学でもボランティア組織が設立さ

れ、多くの学生が運営部、実動部など種々の立場で活躍した。

その学生達の活動を取材した。

　HARU は、東北大学の学生が立ち上げた組織である。組

織名である HARU は、被災地の復興への思いを込めて名付

けられた。

　主に、山元町での避難所運営補助、支援物資支援、個人宅

清掃、炊き出し等を行った。山元町への支援活動は、川内キャ

ンパスから毎日バスを運行し、ボランティア学生 40 名程度

を毎日派遣した。

　その他、気仙沼市へ衣類、および気仙沼市の小中学校へ学

用品類の物資支援、仙台市内の老人施設介護の手伝い（配膳、

掃除、物品の移動など）、東北大学図書館復旧作業、石巻地

区の瓦礫処理手伝いも行った。

全てがはじめての経験だった

　ボランティア組織を立ち上げるのも初めて、ボランティア

をするのも初めて、これほど大規模な震災も始めてでしたの

で、HARU の立ち上げから運営全てが、初めての事、誰も

経験したことのない事だったので全てに苦労しました。もち

ろん、今の HARU の形態がベストな形だとは思っていない

ですし、これから徐々にですが、修正していかなければなら

ないと思っています。全ての人が初めてだから、答えなんて

ないと割り切ってやっています。またボランティアのマッチ

ングには非常に苦労しました。多くのボランティアの依頼の

中から自分達の身の丈にあっていて、無理のないものを、無

理のない範囲で選んで行くことは大変難しいものでした。中

には自分達のできる以上のことをやろうとして失敗した例も

ありました。

今後の支援活動に関して

　これまでは外部からの要請に応えるものがほとんどでした

が、今後は様々な専門知識や経験を持った学生で企画・提案

し、より能動的なボランティア活動もしていきたいと思って

います。また、より円満な支援活動を進めるために、大学の

復興支援室に機能の一部を委託することも現在考えられてい

ます。

　私たちのボランティアには約 50 人の東北大学の学生が参

加しました。その他に、宮城教育大学や秋田大学、山形大学、

東北地方以外の全国各地の大学からも参加がありました。活

動内容としては津波の被害にあった診療所の復旧から避難所

の手伝い、医療チームのサポートなど様々でした。

　活動場所の多くが津波の被害の大きかった沿岸部であり、

現地の状況が刻一刻と変わるため、その時点で何が必要なの

かを把握することが大変でした。今回の活動の成果はテレビ

などを通じて実感することが出来ました。しかし、今後の継

続したサポートは必要です。今後、学生が継続的に現地へ行

くことは難しいかもしれません。現地へ行けなくても出来る

ことは沢山あります。みなさんも是非考えてみてください。

　私たち活動していたのは 20～25 名ほどです。登録のみで

したら 50 名近い人数の東北大生がしてくれました。活動内

容としては、被災地区の小学校で学童保育、中学校で校舎・

校庭の清掃、避難者の話し相手、気仙沼地区の離島へ物資運

搬など。小学校以外では力仕事が主でした。

　運営する際にはボランティア側も被災者であるので、頑張

りすぎて倒れるということのないように気を配りつつ被災地

の皆さんのニーズに応えるのが大変でした。

　多くの学生が、自分たちも被災者であるのにも関わらず快

くボランティアに参加し、熱心にボランティア活動に励んで

くれたことがとても感慨深かったです。被災地の方々からも

お礼を言われたり、手紙をもらったりと人の心の温かさを感

じました。同時に、震災という特殊状況下で急ごしらえのボ

ランティア組織を運営していくということがいかに大変か、

身を持って経験したように思います。その場その場で変化す

る状況に対処していかなければならないので、運営だけに徹

するわけにもいかず現地でのボランティア活動をしつつ組織

運営する、という毎日だったので、運営側本人たちが体調を

崩すこともしばしばでした。それでも震災後 1 ヶ月間近くの

東北大学地域復興プロジェクトHARU

津川靖基　広報部

ジャパンハート

藤原翔　医学科 4 年

Mets-Japan

櫻田京子　医学科 4 年
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間ボランティア組織を滞りなく運営できたのはボランティア

に参加してくれた学生や、被災地の方々の協力と励ましのお

かげです。

─ 被災地ボランティア　参加学生の体験記 ─

　この東日本大震災では、私たち東北大学生の多くが仙台に

おいて被災しました。その後の原子力発電所事故による放射

線の影響や風評被害に苦しむ友人も居り、報道されることの

ない、被災地の生の声を耳にするたびに心が痛みます。

　私たち東北学生震災復興団体 A4T （ALL FOR TOHOKU）

は、仙台から地元に避難してきた東北大学の学生が中心とな

り、東北地方の支援活動を行う団体です。

　A4T は全国各地に支部をおいて活動を進めております。

現在、青森県、秋田県、栃木県、東京都、神奈川県、大分県

に支部があります。

　A4T 東京支部は、都内における街頭募金活動を進めてき

ました。新宿駅周辺で 8 日間（3 月 25 日から 4 月 1 日）の

募金活動を行い、511 万 331 円の義援金を皆様からお預かり

しました。

　A4T では、各支部では集めた義援金の全額を一括して日

本赤十字社に寄付し、被災地復興に役立てていただこうと考

えております。

　実際に活動してみて思うことは、被災地の復興のために協

力してくださる方がこんなにもたくさんいるのだということ

です。街を通り過ぎていく人は見ず知らずの大学生に対して、

千円札や一万円札を惜しみなくいれてくださいます。

　東北大学の校舎や、仙台の街並みの様子を気にかけて下

さった方もいました。この活動のやりがいを強く感じました。

　今後、被災地の皆様の声を発信するとともに、街頭での激

励の声を被災地の方々にお届けいたします。

　南三陸町にボランティアに行くと決めたとき、私はとても

意気込んでいた。困っている人のために何をしてあげよう 

か……。それは純粋に善意のつもりであった。

　しかし、実際にボランティアに赴くと、そこに少し思い違

いがあったことに気付いた。

　懸命に生活している被災地の人々のたくましさと、そこに

隠れている大きな悲しみを目の当たりにして、自分の考えて

いた善意が実は善意に紛れた自己主張であり、それゆえ無力

であることに思い当たった。

　人々が本当に求めていたことは、何かを与えてもらうこと

ではなく、彼ら自身の生活に潜むニーズを感じ取ってくれる

ことであったと思う。

　一人の若者が頭で考える行為でなく、その場で求められる

ニーズを聴き取ることから本当の善行は始まる。震災のボラ

ンティアに限られたことではない。医療も含め、すべての社

会活動において、この体験が何かのヒントになると感じた。

　5 月 9 日、私は漢方内科のボランティアに参加した。石巻

の 2 か所の避難所でマッサージの施術を行うというものであ

る。最初に行った避難所では、私を含めた初参加の学生たち

が先生と共に、マッサージ室を訪れる方々にマッサージをし

たのだが、当初は私の施術が被災者の方に満足されているか

不安であり、会話もたどたどしかった。だが先生方のご指導

もあり、徐々に落ち着いてできるようになった。午後は別の

学校で、各自、被災者のもとを回ることになった。慣れつつ

あった私は、避難されている方々と世間話を楽しめる余裕も

でき、個人的に満足しつつあった。しかし、いざふと我に返

ると、私がマッサージを施している方々は少なくとも家を

失っているのである。中には家族を亡くした方もいるだろう

し、知人を亡くした方も多いだろう。そのような環境下に置

かれた方々に私がしていることなど、どれほどの助けになっ

ているのか。しかしそれでも、現にボランティア活動に精を

出している先生方のように、今できる確実なことをしっかり

為していくことが大事なのではないかと思った。今後も行き

詰ることは大いに起きうる。その際は今回の経験を糧にして

いきたいと実感した GW 最終日であった。

　私は春休みの問いくつかの団体でボランティア活動に参加

させていただいていたのですが、新学期が始まった後も何か

出来る範囲でボランティア活動を続けていきたいと思い、土

日を利用して日本社会情報学会（JSIS-BJK）災害情報支援

チームの「思い出サルベージ」という活動に参加してきまし

た。被災地では多くの命が失われるとともに、思い出の詰まっ

た写真やアルバムが流出して泥をかぶってしまいました。そ

うした写真やアルバムを洗浄し、持ち主を探すとともにデジ

タルデータ化して保存していこうというのが「思い出サル

ベージ」の活動です。私は写真が趣味ということもあり、本

活動への参加を決めました。周りの人達が医療ボランティア

や家屋の片付けに従事する中、写真を救うことにどれだけの

意味があるのだろうか、という気持ちも最初はありました。

しかし結婚式の集合写真や、子供の成長記録のアルバムなど

目の前のことから確実に

榊一臣　医学科 4 年

人々の温かい支援に心打たれる

石田啓之　岩瀬遼　医学科 3 年

思い違いに気づく

谷山禎彦　医学科 5 年

思い出サルベージ

武田一也　医学科 5 年
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を丁寧に洗浄して記録する中で、こうした思い出の保存が、

復興に向けて地域の人々が歩んでいく中で必ず支えになるだ

ろうと思いました。これからも定期的に活動に参加し、被災

者の方々に少しでも多くの思い出を届けていきたいと思いま

す。

　GW 期間に、大学病院の往診ボランティア（眼科、糖尿

病代謝科、漢方内科）に同行しました。眼科では眼科往診用

のバスでの診察や処方、糖尿病代謝科では処方や生活指導、

漢方内科では避難所の方々のマッサージを行いました。

　多くの避難所や住宅を訪問しましたが、震災から 1 か月以

上たっても水道や電気を使えなかったり、満足に食事を取れ

ない所も多く、不安で眠れない夜が続くなど、厳しい生活を

強いられていました。

　「目の前で津波に飲み込まれていく女の子を見たがどうす

ることもできず、まさに地獄絵図だった」「私は 3 回津波に

飲み込まれたが、これがそのときついた重油のシミだよ」と

いった声。3 月 11 日の時間割が書かれたままの小学校の黒

板。津波到達の時間のまま止まっている時計……これらは、

ニュースや新聞で見聞きするよりもはるかに強く私に訴えか

けてきました。

　そんな中で、元気な笑い声をあげながらドッヂボールをし

ている子供たちの姿、空手の発表会をする子供たちへの人々

の温かい視線がとても印象に残っています。

　避難所の皆さんが先生方の姿を目にした時の安心した様子

と、先生方が避難されている方の気持ちに寄り添いながら的

確に対処していく様子を目の当たりにしたことで、医師にな

ることの素晴らしさと責任の重さを再確認する機会となりま

した。

　実家にいた私が 4 月に仙台に戻ったとき、自分はもっとこ

の震災に関わっていきたいと考えた。そして、被災者の方々

の気持ちを少しでも理解したいと思った。

　東北大の全学的なボランティアサークル HARU が結成さ

れたと知り、すぐに参加することにした。

　主に宮城南部に位置する山元町に行くことになり、結局十

数回足を運ぶことになった。

　被災地は震災後 1 ヶ月が経過していたとはいえ悲惨なもの

だった。町民の方々の会話の中で、亡くなった方の話が出て

くると心が痛んだ。

　しかし、町民の方々は皆明るくこちらがむしろ心が救われ

たし、思いがけずボランティア活動を通して他学部の友人も

多くできた。

　確かに震災で失ってしまったものは数え切れない。だが、

新しい絆が結ばれつつある。この絆が東北復興の一つの原動

力となることを私は願っているし、また自分もその一助とな

るよう医学の道に精進していきたい。

　3 月 11 日の地震後、気仙沼市立病院では院内の患者はも

ちろんのこと周辺市民の治療、健康維持のために奔走してき

た。しかし、その活動はテレビや新聞ではあまり取り上げら

れてこなかった。幾多の困難が立ちふさがる中どのようにし

て市民を守りぬいたのか、現場では何が起こっていたのかを

知るため、我々編集委員は気仙沼へ赴き、実際に活動してき

た医師に話を聞いた。

30 分で患者受け入れ態勢完成

　病院内の医師たちは、地震が発生してすぐに病棟患者の安

否確認を行い気仙沼市立病院集団災害マニュアルに従って救

急室前にテントを作成しトリアージポストとした。トリアー

ジポストとは医師や救急救命士などがいち早く負傷者の重傷

度・緊急度判断する場所であり、大規模災害・多数傷病者発

生時において欠かせないものである。

　地震発生後約 30 分後にはこの体制が完成していた。これ

ほどまでにスムーズな体制構築ができたのは、年 1 回程度

行っていた机上トリアージ訓練や平成 19 年に実施した病院

全体のトリアージ訓練の成果と言える。その後も病院スタッ

フは休むことなく、津波を逃れて病院に避難してきた市民を

さらに高台にある避難所へと誘導し、今後搬送されてくると

予想される大量の患者対応の準備を進めた。

食料と電力の確保に奔走

　震災後直面した大きな問題は食料、電力不足であった。

　食料は数日分の備蓄しか病院内に残っていなかったため、

12 日に NHK の取材を受けて全国に食べ物の寄付を呼び掛

けた。すると、県内外の民間人からコメや保存食品が次々と

寄付された。2～3 週間後には国や県の本格的な支援が始ま

り、食料が尽きるという最悪の事態には陥らなかった。

　電力は、病院内に 2 機ある自家発電装置によって賄われて

いたが、それを動かすための重油の不足が懸念された。幸運

にも、市内のガソリン販売会社が各ガソリンスタンドや壊れ

た重油輸送車から重油を抜き取り病院に移転してくれた。さ

らに、病院スタッフが宮城県災害対策本部にも掛け合い、重

点的に重油を補填してもらう確約を得た。

医師を志す原点を再確認

槙野絵里子　医学科 5 年

新たな絆が結ばれる

板垣皓大　医学科 3 年

困難に立ち向かった災害医療の最前線

成田徳雄　気仙沼市立病院

気仙沼市立病院
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　病院長の遠藤渉先生は「国や県の支援が始まるまでの民間

の協力がなかったら病院は立ち行かなかった。」と、善意で

寄付をしてくれた人々への感謝の気持ちを表した。

慢性透析患者の広域搬送

　震災後、気仙沼・本吉地域における透析医療機関は気仙沼

市立病院だけとなっていた。近隣の病院は倒壊したところも

あったために、透析患者が次々と気仙沼市立病院へ流入し続

けており、十分な医療行為を行うには透析患者の県外搬送が

必妾となった。慣れた環境の気仙沼市立病院から見知らぬ土

地の病院への搬送のため、拒絶する患者もいた。しかし、こ

の搬送は患者を見捨てるというものではなく、今までの治療

水準を保つために必要であり、患者自身の健康のためなのだ

と医師たちは熱心に事情を説明した。阪神淡路大震災の事例

で、医療水準が以前のように保てないにもかかわらず病院内

にとどまり続けた患者は、他の環境の整った病院に移転した

患者と比べて、健康水準に明らかな差が出ていたことを気仙

沼市立病院の医師たちは知っていた。そのため患者への説明

に、より一層の熱が入った。その成果もあってかほとんどの

患者が県外搬送を了承した。

　この搬送に関しては多くの団体の協力があった。12 日か

ら現地入りしていた東京 DMAT（東京都の病院の救急医療

チーム）や各種医療救護班、東北大学、自衛隊などである。

3 月 19 日に気仙沼市立病院から東北大 DMAT が同乗したバ

スで東北大学へ移送した。東北大学を Staging base（搬送時

の休憩地点での患者のメディカルチェックや安定化を行う場

所または機関）とすることで長旅に備えた。3 月 22、23 日

の 2 回に分けて航空自衛隊松島基地から千歳空港までを県庁

災害対策本部の DMAT 同乗の下、自衛隊機による広域搬送

を行った。3 月 25 日には松戸までは東京 DMAT 同乗の下バ

ス搬送を行った。多くの関係団体の総指揮にあたっていた災

害医療コーディネーターの成田徳雄先生は、「自分の仕事は、

様々な情報をグループで共有したうえで各団体の専門性を生

かせるように環境を整えることだった。Staging base の役割

を引き受けていただいた東北大学をはじめ、関係者には感謝

の気持ちでいっぱいです。」と、謙虚に語ってくれた。

まことの人はもとより　賢愚得失の境にあらざるなり

　成田先生は震災中、多くの団体が共同して最大限の成果を

生み出すために Network centric operation（NCO）という考

え方を導入した。これは、活動するグループを上意下達で単

一の指揮系統で統制するのではなく、現場の各団体、個人の

自律性を重視し、情報収集・伝達を速やかに行い、情報・任

務の共有とともに多様なリソースを自由に組み合わせ、設定

した目標のために現場で自律的な Network を形成しながら調

整・運用を行っていくやり方である。この方法により、柔軟

かつ迅速な対応が可能になった。成田先生も「真の意味での

チーム医療ができた」と手応えを口にした。病院スタッフは、

以上にあげた以外にも在宅患者への往診、心のケア、インフ

ルエンザ対策など様々な活動をしていた。人も物資も十分で

ない状況下でそれだけの活動をしていたのは驚きである。今

回の取材を通して一つの言葉を思いだした。

　「まことの人はもとより賢愚得失の境にあらざるなり。」

　意味は、「本当に立派な人というのは、世の中の評判や利

益などを気にする境地にはいない（ので、世間の人たちには

気付かれない）。」（吉田兼辞灯、「徒然一早、38 段」より抜粋）

　気仙沼市立病院のスタッフの方は自分の家族の安否確認も

できず、とても冷静でいられないような状況下の中で働き続

けていた。それにもかかわらず、自分たちの功績を声高に叫

ぶこともなく、協力してくれた人々への感謝の気持ちにあふ

れていた。もちろん大の大人は自慢話などを大々的にはしな

いだろう。しかし、誰しも心の中では自分の善行を誇らしく

思ったり、その善行の話が広まることで自分の株が上がるこ

とを期待する気持ちをもったりするだろう。ここの病院のス

タッフの話を聞いていると、そんな風に考えていた自分の未

熟さに気付かされた。彼らはただただ自分の職務を全うした

だけだという涼しい顔なのだ。

　昔ドラマや映画で憧れた、天才的でかっこいい医者は現実

ではいないのだな、と年を重ねるにつれてわかってくる。し

かし医学部に入って膨大な量の知識を得るためにはある程度

努力しなくてはならない。その努力をし続けるために何らか

の目標や近づきたい人物がいたらなぁとも思う。この気仙沼

病院の人たちは派手なかっこよさはないけれど、いや、派手

さがない分憧れとして、今の自分には到底届かない現実的な

存在として立ち現われてくる。いつか自分もあんなふうにな

れたらなと、幼少時にドラマや映画の主人公に憧れた気持ち

が今再び蘇ってきた。やはり、医者は素晴らしい職業だ、そ

う思わせてくれる先生方が身近にいて、お話を伺えることだ

けでも医学部に入ったのは間違いではなかった、と感じるこ

とができた。

孤立した病院

　津波で壊滅的な被害を受けた沿岸部ではほぼ相互中央との

連絡が不可能となり、最寄りの都市・仙台にすら情報発信で

きない状態となった。私も故郷・気仙沼の家族と連絡が取れ

ず、その捜索を含め医局の気仙沼派遣として単独で動く許可

を得て 3 日目（14 日）に気仙沼入りした。独力で向かうこ

とはできず、仙台中の各 DMAT 本部に交渉して道案内人と

して乗せて頂いた。沿岸を走る道路は津波によって寸断さ

れ、山道を通るルートのみがそれぞれの港町の生命線であっ

た。市内にたどり着くと海の香り、火災の焦げた臭いがたち

こめ、見はらすと市街や山の向こう、離島の大島などにも

煙が上がっていた。気仙沼市立病院は 14 日まで DMAT 等・

故郷のニーズに応えるために

大沢伸一郎　脳神経外科
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外部からの応援はなく、やっと各々の判断で 3 チームが到着

したばかりだった。病院では指呼の間にある市街地の情報す

らなく、受診患者の話で道路が交通可能なことを推測するの

みであった。避難所の情報もその所在以外は分からず、市立

病院は地域の医療拠点にも関わらず市内の医療ニーズの情報

が入っていなかった。

　市立病院は眼下の市街が全て浸水し、職員の 1/3 が家を失

い、施設は停電して救援もない中で丸 3 日を耐え抜き、その

乱れぬ働きぶりは他県から駆けつけた救護班が感嘆してい

た。同門の脳外科・成田先生が災害医療のリーダーを務めて

おられ、その指示で私は DMAT の道案内役として、市内を

回って避難所の地図を作るのが仕事となった。リアス式海岸

の地形は凹凸があって元々道路が複雑に絡んでおり、さらに

震災のため到る処で通行止めとなっていた。各避難所へ全

国からの DMAT の方々が飛び回り、また新しい道を見つけ

ては地図を拡げることを繰り返し、気づけば 1 週間余りの時

間はあっという間に過ぎていった。ある時には母校や生家が

津波に呑まれたのを目の当たりにして呆然と立ちつくし、避

難所で親戚や同級生に会えては抱き合い、苦境の中でも何と

か助け合って生きようとする人たちの姿には救護に当たった

我々が逆に何かをもらった思いだった。

おしかけ医療とニーズ把握

　このような災害にあっては、通信網が破壊された上に現地

の職場は多忙を極め、現場のニーズは後方拠点に伝えられる

余裕がない。被災地は救援を選り好みしているのではなく、

何が必要かを伝える事すらできないでいるのである。そのた

めこちらから「おしかけ」で駆けつける必要がある。現地は

何もかもが足りず、自分で探せば無限のニーズが出てくる。

自己完結型で働いてくれる人材を、被災地は今でも待ってい

るのではないだろうか。

自分の役割

　私は計 2 回気仙沼へ派遣されたが、その後は大学院生とし

て研究生活に戻った。一時期は即時には役に立たない自分の

職・立場を疎ましく感じる事もあったが、今は自分の立場で

努力して成果を出す事が故郷をカづけると思い励んでいる。

　最後に、大変な中でも私を送り出して下さった脳外科の冨

永教授はじめ医局の方々に謝意を表し、稿を閉じたいと思う。

　震災後、薬が手に入らず困る患者が多数現れることが想定

された。交通インフラも壊滅的被害を受けたことから、公の

支援を待っていては間に合わないと考え、自ら被災地へ精神

科治療薬を搬送できるよう、薬の調達、搬送を行いました。

　精神科治療薬の被災地への提供を、被災直後に自分自身に

できることとして公の支援が始まる前に行いました。3 月 17

日から日本神経精神薬理学会、日本生物学的精神医学会の後

援により製薬メーカーや医療機関に緊急支援医薬品として向

精神薬の提供をお願いしたところ、11 の製薬企業、医療施

設から向精神薬を合計、約 75 万錠の提供の申し出をいただ

きました。3 月 24 日朝には中サイズの段ボール箱 100 個分

の向精神薬が、東北大学東京分室に設営された医学部震災支

援室が自ら手配された物資輸送ルートにより医学部に届きま

したが、大学病院の薬剤部に入りきらず医学部のセミナー室

で、保管・管理することとしました。薬の仕分け等の管理は

東北薬科大学からのべ 20 人以上の薬剤師免許をお持ちの教

員の先生方の協力が不可欠でした。24 日当日にはご要望の

あった福島県立医大精神科、仙台市精神保健福祉総合セン

ターにお届けすることができましたが、どの地域に向精神薬

が必要とされているかについての情報を得ることがとても困

難でした。そこで、翌 25 日には宮城県東部では基幹施設で

ある石巻赤十字病院、気仙沼市立病院にお送りすることにし

ました。

　宮城県では 3 月末頃には薬の卸業者からの販路が回復して

きましたが、岩手県・福島県沿岸部の精神病院で向精神薬が

不足しているとの情報を得ましたので、3 月 29 日には岩手

医大、翌 3 月 30 日には福島県立医大に搬送しました。宮城

県内であれば搬送の手段はあったのですが県外へは手配でき

なかったので、私自身の車に積み込み東北自動車道経由で岩

手医大、福島県立医大にお届けしました。事前に、宮城県か

ら緊急車両の指定を受けていたことが幸いしました。

　緊急支援医薬品は公の支援ルートとして厚労省が日本製薬

工業会（製薬協）に指示して被災地に届ける手はずになって

いたそうです。しかし、向精神薬については岩手県、宮城県、

福島県の精神科医療（こころのケアー）チームには残念なが

ら届いていませんでした。大規模災害時の緊急支援医薬品支

援には医薬品の集積、仕分け、搬送等の後方支援（ロジスティ

クス）のみならず、被災地の支援基幹病院、医療チームとの

連携が欠かせないことを痛感しました。

3 科合同診療バス　被災地を回る　眼科・皮膚科・耳鼻科

　東北大学は被災地の南三陸町、女川町で不足している眼科、

耳鼻科、皮膚科の診療を行うため、4 月 1 日から 5 月末日ま

で、毎週金曜日に 3 科合同の無料巡回診療を行った。この間

の 4月 7日には大きな余震があったため、翌 8日は中止となっ

た。艮陵新聞からも 2 名の学生が参加した。

　医師、看護師、視能訓練士、学生など約 15 名で朝 7 時半に、

バスで東北大学病院を出発した。三陸道は被災地に向かう車

で混雑しており、移動にかなりの時間を費やした。道路以外

の場所には瓦礫が残り、元の町並みを想像することができな

精神科治療薬の被災地への提供

曽良一郎　精神・神経生物学分野教授

読者からの寄稿
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いほどに破壊された瓦礫の町を目の当たりにし、改めて津波

の恐ろしさを実感した。帰りのバスで眼科准教授の中澤徹先

生にお話を伺うことができた。

　この巡回診療は、地元の自治体に負担をかけないことを原

則として、東北大学病院が準備し、費用もすべて負担した。

　移動時間がかかるため、効率よく患者さんを診察するため

には医師が各地の避難所を回るよりも避難所の患者さんを診

療場所に集める方が良いと考え、5 台のマイクロバスを用意

し、避難所から患者さんの送迎を行った。

　このバスにかかるガソリン代などの費用 100 万円の一部

は、中澤先生の知人の眼科医が紹介してくれた大分県湯布院

温泉観光協会の協力による寄付で賄われている。

　南三陸町では、4 月半ばまで活動していたイスラエル国防

軍の医療支援チームが建設し、残してくれた 6 棟のプレハブ

診療所を使用した公立志津川病院で診察を行った。

　女川町では、眼科は米マイアミ大のバスコム・パルマー眼

研究所が無償で貸与してくれた Vision Van という全長 11 m、

12 t の大型バスを使用して診察を行った。これは 2005 年に

ルイジアナ州を襲ったハリケーン・カトリーナの際に活躍し

た、眼科検査機器を搭載した動く眼科診療室ともいえるもの

である。

　このプロジェクトは慶応大坪田一男教授の尽力と、ロシア

の航空会社の無償フライトなどの協力で実現した。仙台空港

再開翌日の 14 日には Vision Van が到着し、翌 15 日から女川

町で活躍している。

　Vision Van は岩手と宮城を行き来して、被災地の眼科診療

に役立てられている。（この契約期間は 3 ヶ月間だが、わが

国でも、日本版 Vision Van を作ろうというプロジェクトが立

ち上がった。）

　耳鼻科、皮膚科は女川町総合体育館に設置された救護所で

診察を行った。

　眼科では緑内障、白内障、アレルギー性結膜炎などの治療

を行った。

　医師の話では、コンタクトレンズの予備やケア用品がない

ために、使用期限を越えて使い捨てコンタクトレンズを使い

続けている人も多く、角膜感染症の危険性があるとのこと

だった。眼鏡を失くして困っていた人には、支援活動に参加

している眼鏡店が無償で提供した。

　耳鼻科では耳鳴やアレルギー性鼻炎など、皮膚科では東北

大学の医師の他に日本皮膚科学会から派遣された県外の医師

も加わって、脂漏性皮膚炎、アトピー性皮膚炎などの治療を

行った。

　震災後、初めて診察を受ける患者さんがまだまだ多かった。

これらの科の疾患はただちに命にかかわるものではないが、

不便な被災地の生活が長期化するにつれて、必要性が高まっ

てくると考えられる。

被災地での検案

　震災直後には文字通り虚脱状態で何もする気になれなかっ

たが、週明けの 14 日からは医学部の災害対策会議や、病院

の対策会議に加わり、『今できることをしなくては！』と思

えるようになった。教授会の席で、法医学の舟山先生から、

沿岸地方の検案に協力いただけないか、という提案があり、

すぐに連絡したところ、どうぞご参加下さい、ということに

なった。

　3 月 18 日 (金) の朝に県警で打合せ会議があり、そのまま

女川方面ヘマイクロバスで向かう。三陸道は突貫工事で再開

にこぎつけたので、まだまだ橋のつなぎめや路肩の脱落など

あり、地震のパワーに圧倒される。途中のパーキングでは各

地からの支援部隊が詰めかけていて心強かった。石巻では、

くるまが降っている、状態。万石浦から女川に入ると風景が

一変。特に女川湾に向かう谷の部分は全てのものが津波で攫

われ、文字通り壊滅的な被害。何度映像を見てもこの状況は

実際に訪れてみないと分からない。

　検案は女川体育館から石巻の旧青果市場に移動して行われ

た。ふきっさらしの広い建物の中に、450 体ものご遺体が収

容されている様はこれも体験しないとわからない。宮城県警

の職員が絶対的に不足している。全体の律速段階であるご遺

体の状況記録（デジカメ撮影を含む）をはじめ、全ての業務

を他県からの応援の警察官の方々が黙々とすすめている。し

かし、作業の進展スピードよりも、ご遺体が運ばれてくる速

度の方がはるかに上回っている。身元が判明するのがざっと

見た範囲では 3 分の 2 の方々で、残りは歯科のチームが歯の

チャートを取る。これも大変な作業だ。（このために歯科の

チームが、医科のチームの倍以上の人数となっていた）。更

に必要な場合に心臓血の採取を私たちが行った。幸い DNA

鑑定のための試料は、心臓血で可能で、爪床からの DNA 鑑

定が必要なご遺体には巡り会わなかった。とにかく底冷えの

する作業で、ずらっと並んだご遺体の状況が目について離れ

ない。（たまたま石巻で亡くなった知人が同じ場所に収容さ

れたと聞いて、複雑な心境である）。

　未曾有の災害で、必要な作業に、ご遺体への畏敬の念を失

わずに粛々と進められている作業があることに敬意を表する

とともに、自然を相手に人間のしてきたことのはかなさを痛

感させられた。この経験を何らかの形で残りの人生に生かす

ことが亡くなられた方々の思いをつなぐことになると肝に銘

じた。

復興コンサート in 大学病院

　大規模災害時には普段あまり意識しないことを強制的に意

識させられる。世の中や人生における芸術の意味や価値とい

うこともその一つ。多くの芸術家が、自分の非力さを痛感し、

未曾有の大災害を乗り越えて復興へ

高橋　明　神経病態制御学分野教授
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何のために芸術をするのだろうと、自問自答したことだろう。

　仙台が世界に誇るオーケストラである、仙台フィルハーモ

ニー管弦楽団は、幸い団員に死傷者なく、全員無事であった

が、公演会場を失い、音楽が日常生活に必要不可欠でないゆ

えに、最初に切り捨てられるのではないか、という危機的状

態に陥った。たまたま近くにそのような団員の方々がおられ

たので、その対応に注目していた。

　震災から 2 週間の 3 月 26 日に、オーケストラ発祥の地と

いわれる見瑞寺でのコンサートを皮切りに、自らの演奏で被

災地、被災者を励まし、同時に聴衆からエネルギーとパワー

を受け取るという、「音楽の力による復興センター」の活動

がはじまった。小生はこのような非常時に芸術が力を発揮で

きるのか多少の心許なさを感じていたところだった。もとも

と仙台フィルは草の根の音楽活動を県内くまなく巡回演奏す

るという形で展開する中からできあがってきた歴史と伝統を

持っていて、それが今回の外に出て行く活動につながったの

だと思う。こういう部分にもとても共感できた。以後 http://

www.sendaiphill.jp/news/report.html 掲げられているような多

彩な復興コンサートを展開。アエルでの昼休みコンサートに

はほぼ毎日足を運んだ。

　この演奏を、震災を乗り越えようと日々奮闘している大学、

病院、職員、患者さん、皆様に是非楽しんでもらいたいと思っ

て、病院長に相談したところすぐに手配していただいて、5

月 14 日（土）に、大学病院旧外来棟 1 階待合ホールで、管

弦楽九重奏の復興コンサートが実現した。病院長、事務、看

護部、教室員会、その他多くの方々にこの場を借りてお礼申

し上げる。演奏を聴いていて、音楽の力を直接感じるととも

に、団員の方から、『こうしてコンサートをすることは、聴

衆の方を励ますと同時に演奏する私たちが勇気とパワーをも

らっているんです』という言葉に胸が熱くなった。

○　日本人学生

無傷 軽傷 重症

その他
（行方不
明、死亡

等）

自宅

自宅外
（学寮、Ｕ
Ｈ、アパー
ト、下宿

全壊 一部損壊 被災なし
震災前と
同じ

実家、親
戚、友人、
知人宅

避難所
震災前と
同じ

実家、親
戚、友人、
知人宅

避難所 転居 通学可能
交通機関
が復旧す
れば可能

通学は困
難、できな

い

医学部・医学系研究科 1,997 455 1,087 6 91 1151 698 640 2 1,208 10 12 1,177 52 5

計 5

※　短期滞在の学生は除くことから、学籍管理を行っている学生のみを調査対象とします。

⑤授業開始後の住居

別添

④現在の住居等 ⑥通学見込み

震災による学生の被災状況等

　　　　　　　　　　状況
所属

②震災前の住居 ③震災前の住居の被災状況①怪我等の状況

○　外国人留学生

無傷 軽傷 重症

その他
（行方不
明、死亡

等）

自宅

自宅外
（学寮、Ｕ
Ｈ、アパー
ト、下宿

全壊 一部損壊 被災なし
震災前と
同じ

実家、親
戚、友人、
知人宅

避難所
震災前と
同じ

実家、親
戚、友人、
知人宅

避難所 転居 通学可能
交通機関
が復旧す
れば可能

通学は困
難、できな

い

医学部・医学系研究科 82 8 53 14 43 28 32 49 7 1 49 8

※　短期滞在の学生は除くことから、学籍管理を行っている学生のみを調査対象とします。

⑤授業開始後の住居

別添

④現在の住居等 ⑥通学見込み

震災による学生の被災状況等

　　　　　　　　　　状況
所属

②震災前の住居 ③震災前の住居の被災状況①怪我等の状況

主な資料

震災による学生の被災状況
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:0

0
～

1
2
:3

0
 

藤
原

・
李

休
憩

（
6
0
分

）

休
憩

（
1
5
分

）

1
5
:1

5
～

1
6
:4

5

1
9

法
医

学
「
予

期
せ

ぬ
死

、
そ

の
死

因
は

・
・
・
」

「
危

険
！

階
段

か
ら

の
転

落
」

「
飲

み
す

ぎ
か

ら
の

頭
痛

!?
そ

の
正

体
は

…
」

早
坂

・
横

川

3
月

1
1
日

（
金

）

時
間

N
o
.

学
籍

番
号

氏
名

分
野

タ
イ

ト
ル

座
長

2
5

A
8
M

B
1
0
6
3

中
野

智
太

分
子

病
理

学
膵

が
ん

に
お

け
る

G
e
m

c
it
ab

in
e
耐

性
獲

得
機

構
の

解
明

2
6

A
8
M

B
1
0
7
2

平
沼

和
希

子
分

子
病

理
学

G
e
n
e
ra

ti
o
n
 o

f 
iP

S
C

s 
fr

o
m

 S
C

A
1
0
 p

at
ie

n
t 

fi
br

o
bl

as
ts

2
7

A
8
M

B
1
0
4
9

鈴
木

雄
介

遺
伝

子
導

入
神

経
軸

索
伸

長
阻

害
因

子
N

o
go

に
よ

る
細

胞
傷

害
性

T
細

胞
の

制
御

の
可

能
性

に
関

す
る

研
究

A
8
M

B
1
0
6
1

中
田

貴
史

A
8
M

B
1
0
7
4

深
野

賢
太

朗

A
8
M

B
1
0
8
4

宮
崎

健
人

2
9

A
8
M

B
1
0
4
7

庄
司

裕
美

子
神

経
化

学
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

に
お

け
る

記
憶

障
害

3
0

A
8
M

B
1
0
9
0

山
口

祐
樹

生
体

防
御

学
樹

状
細

胞
の

新
た

な
サ

ブ
セ

ッ
ト

と
そ

の
性

質

1
0
:3

0
～

1
0
:4

5

3
1

A
8
M

b1
0
0
5

池
田

喬
司

血
液

病
理

学
R

e
la

ti
o
n
 w

it
h
 G

A
T
A

 a
n
d 

H
e
pc

id
in

 ～
慢

性
炎

症
に

よ
る

貧
血

の
治

療
へ

～

A
8
M

B
1
0
2
0

河
村

祐
貴

A
8
M

B
1
0
9
9

吉
田

雅
晴

3
3

A
9
M

B
1
0
2
6

大
谷

祐
介

微
生

物
学

フ
ィ

リ
ピ

ン
に

お
け

る
日

本
脳

炎
ウ

イ
ル

ス
の

遺
伝

学
的

解
析

3
4

A
9
M

B
1
0
0
1

青
木

健
剛

微
生

物
学

フ
ィ

リ
ピ

ン
に

お
け

る
ブ

タ
か

ら
検

出
さ

れ
た

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス

3
5

A
8
M

B
1
0
9
7

横
川

裕
大

微
生

物
学

フ
ィ

リ
ピ

ン
・
レ

イ
テ

島
に

お
け

る
In

fl
u
e
n
za

 l
ik

e
 i
lln

e
ss

(I
L
I)
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

3
6

A
8
M

B
1
0
3
3

櫻
田

京
子

微
生

物
学

フ
ィ

リ
ピ

ン
に

お
け

る
成

人
重

症
肺

炎
患

者
か

ら
の

呼
吸

器
感

染
ウ

イ
ル

ス
の

網
羅

的
検

出

1
2
:1

5
～

1
3
:1

5

A
8
M

B
1
0
0
3

秋
山

真
澄

A
8
M

B
1
0
1
5

大
村

征
司

A
8
M

B
1
0
5
2

竹
内

章
夫

A
8
M

B
1
0
6
0

中
島

康
介

A
8
M

B
1
0
2
8

後
藤

和
香

子

A
8
M

B
1
0
3
9

佐
野

倫
子

3
9

A
8
M

B
1
0
5
8

冨
田

真
吾

発
生

発
達

神
経

科
学

塩
酸

サ
ル

ポ
グ

レ
ラ

ー
ト

の
投

与
が

空
間

作
業

記
憶

と
成

体
に

お
け

る
神

経
新

生
に

与
え

る
影

響

1
4
:0

0
～

1
4
:1

5

1
4
:1

5
～

1
4
:3

0
フ

リ
ー

時
間

1
4
:3

0
～

1
5
:0

0
ポ

ス
タ

ー
前

半

1
5
:0

0
～

1
5
:3

0
ポ

ス
タ

ー
後

半

1
5
:3

0
～

1
6
:0

0

1
6
:0

0
～

1
6
:3

0

休
憩

（
6
0
分

）

9
:0

0
～

1
0
:3

0
 

佐
藤

（
公

）
・
渋

谷
2
8

運
動

学
サ

ッ
カ

ー
の

イ
ン

ス
テ

ッ
プ

キ
ッ

ク
に

お
け

る
左

右
の

差

休
憩

（
1
5
分

）

佐
藤

（
公

）
・
渋

谷

3
2

微
生

物
学

タ
ミ

フ
ル

と
発

熱
が

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
増

殖
に

及
ぼ

す
影

響

1
3
:1

5
～

1
4
:0

0

3
7

病
態

臓
器

構
築

敗
血

症
と

 そ
の

症
例

か
ら

み
る

考
察

佐
藤

（
公

）
・
渋

谷

3
8

病
理

診
断

学
肺

扁
平

上
皮

癌
の

鑑
別

に
お

け
る

免
疫

組
織

染
色

の
問

題
点

1
0
:4

5
～

1
2
:1

5
 

休
憩

（
1
5
分

）

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
【
臨

床
中

講
堂

】

休
憩

（
3
0
分

）

表
彰

式
・
閉

会
式

注
意

事
項

　
発

表
時

間
は

進
行

に
よ

っ
て

前
後

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
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N
o
.

学
籍

番
号

氏
名

分
野

タ
イ

ト
ル

1
A

8
M

B
1
0
4
8
鈴

木
雄

一
朗

免
疫

学
マ

ウ
ス

造
血

幹
細

胞
の

サ
イ

ト
カ

イ
ン

に
よ

る
Ｂ

細
胞

へ
の

分
化

誘
導

2
A

8
M

B
1
0
0
2

青
山

幸
弘

分
子

生
物

学
鉄

芽
球

性
貧

血
の

原
因

遺
伝

子

3
A

8
M

B
1
0
3
0

齋
藤

達
生

体
シ

ス
テ

ム
生

理
学

順
序

動
作

課
題

遂
行

中
に

お
け

る
背

側
運

動
前

野
の

活
動

4
A

8
M

B
1
1
0
1

渡
辺

翼
分

子
生

物
学

赤
芽

球
特

異
的

ア
ミ

ノ
レ

ブ
リ

ン
酸

合
成

酵
素

 (
A

L
A

S
-
E
) 
の

翻
訳

後
修

飾
機

構
の

解
明

5
A

8
M

B
1
0
2
3

栗
山

恭
明

生
物

化
学

色
の

三
原

色
を

レ
ポ

ー
タ

ー
遺

伝
子

に
応

用
し

て
み

た

6
A

8
M

B
1
0
5
6

田
中

祥
朗

病
理

形
態

学
T
h
1
/
T
h
2
免

疫
で

誘
導

さ
れ

る
2
種

の
好

酸
球

の
違

い
に

つ
い

て

7
A

8
M

B
1
0
2
7

後
藤

悠
輔

神
経

化
学

リ
コ

ン
ビ

ナ
ン

ト
プ

リ
オ

ン
蛋

白
質

の
大

腸
菌

で
の

合
成

～
防

御
型

プ
リ

オ
ン

蛋
白

質
の

大
規

模
調

製
の

た
め

に
～

8
A

8
M

B
1
0
8
2

松
山

詩
菜

精
神

・
神

経
生

物
学

統
合

失
調

症
の

発
症

機
序

解
明

に
む

け
た

ア
プ

ロ
ー

チ

9
A

8
M

B
1
0
3
1
斎

藤
雄

太
郎

生
体

シ
ス

テ
ム

生
理

学
P

re
-
c
u
e
d 

m
u
lt
i-

ta
c
ti
c
s課

題
に

お
け

る
内

側
前

頭
皮

質
領

野
間

の
神

経
活

動
の

違
い

1
0

A
8
M

B
1
0
1
4

大
嶺

開
人

生
体

防
御

学
マ

ー
モ

セ
ッ

ト
を

用
い

た
N

K
G

2
D

実
験

系
の

確
立

1
1

A
8
M

B
1
0
8
9

山
口

直
樹

精
神

・
神

経
生

物
学

S
E
R

T
欠

損
マ

ウ
ス

の
側

坐
核

に
お

け
る

中
型

有
棘

細
胞

の
形

態
解

析

1
2

A
8
M

B
1
0
4
6
下

田
楓

美
子

血
液

病
理

学
再

生
不

良
性

貧
血

に
関

わ
る

転
写

因
子

1
3

A
8
M

B
1
0
5
0

砂
川

祥
頌

神
経

機
能

情
報

（
生

命
科

学
研

究
科

）
Ｍ

ａ
ｔｒ

ｉｘ
の

硬
さ

と
細

胞
の

分
化

の
関

係

1
4

A
8
M

B
1
0
9
9

吉
田

雅
晴

微
生

物
学

J
o
in

t 
pr

o
ba

bi
lit

y法
に

よ
る

ア
メ

リ
カ

で
の

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

(H
1
N

1
)2

0
0
9
の

早
期

検
知

1
5

A
6
M

B
1
0
5
9

高
橋

祥
也

精
神

・
神

経
生

物
学

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ロ
ン

α
と

う
つ

病

1
6

A
9
M

B
1
0
0
3

浅
井

寛
之

神
経

化
学

ヒ
ツ

ジ
胎

仔
を

用
い

た
人

工
胎

盤
の

基
礎

的
検

討

1
7

A
8
M

B
1
0
2
4

小
林

天
生

物
化

学
転

写
因

子
B

ac
h
1
の

リ
ン

酸
化

修
飾

機
構

２
．

ポ
ス

タ
ー

発
表

者
一

覧
平

成
22

年
度

   
第

3年
次

授
業

時
間

配
当

表
曜

日
・

時
限

月
日

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

1
2

3
4

5
6

3/
29

～
4/

2
1

4/
5

4/
9

※
1

週
数

木
金

水

病
学

医
化

学
医

化
学

医
化

学

週
数

月
火

春
季

休
業

病
学

1
4/

5
～

4/
9

※
1

2
4/

12
～

4/
16

※
2

3
4/

19
～

4/
23

3
4

4/
26

～
4/

30
4

5
5/

3
～

5/
7

5
6

5/
10

～
5/

14
6

7
5/

17
～

5/
21

7
8

5/
24

～
5/

28
8

9
5/

31
～

6/
4

9
10

6/
7

～
6/

11
10

微
生

物
学

公
衆

衛
生

学
（

第
２

）

医
化

学
実

習

病
理

学
Ⅱ

(
第

２
・

顕
実

)

医
化

学
実

習
医

化
学

実
習

病
理

学
Ⅱ

（
第

２
・

顕
実

）
微

生
物

学
（

第
２

）

病
Ⅱ

小
ﾃ
ｽ
ﾄ

医
学

専
門

英
語

１

公
衆

衛
生

学

生
体

実
ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ

公
衆

衛
生

病
理

学
Ⅱ

健
康

診
断

医 学

公
衆

衛
生

学
（

第
２

）

生
体

機
能

学
実

習

新
任

教
授

講
演

病
理

学
Ⅱ

（
第

２
・

顕
実

）

医
化

学
実

 
 
習

（
第

２
・

化
学

系
実

）

病
理

学
Ⅱ

薬
理

学
Ⅱ

（
第

２
）

医
化

学
実

 
 
習

（
第

２
・

化
学

系
実

）

薬
理

学
Ⅱ

（
第

２
）

こ
ど

も
の

日
公

衆
衛

生
薬

理
学

Ⅱ
昭

和
の

日

医
化

学
実

 
 
習

（
第

２
・

化
学

系
実

）

薬
理

学
Ⅱ

み
ど

り
の

日
憲

法
記

念
日

医
学

専
門

英
語

１

病
理

学
Ⅱ

（
第

２
・

顕
実

）

微
生

物
学

（
第

２
）

病
理

学
Ⅱ

微
生

物
学

微
生

物
学

医
　

の
倫

理
学

10
6/

7
6/

11
10

11
6/

14
～

6/
18

11
12

6/
21

～
6/

25
12

13
6/

28
～

7/
2

13
14

7/
5

～
7/

9
14

15
7/

12
～

7/
16

15
16

7/
19

～
7/

23
試

験
・

補
講

期
間

16
17

7/
26

～
7/

30
17

18
8/

2
～

8/
6

18
19

8/
9

～
8/

13
夏

季
休

業
19

公
衛

本
試

微
生

物
学

（
第

２
）

薬
理

学
Ⅱ

（
第

２
）

微
生

物
学

（
第

２
）

（
第

）

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス

生
体

機
能

学
実

習
予

備

海
の

日

衛
生

学
（

第
２

）

学 専 門 英 語 １

病
Ⅱ

小
ﾃ
ｽ
ﾄ

公
衆

衛
生

学
（

第
２

）

生
体

機
能

学
実

習
（

第
２

・
生

理
学

）
法

医
学

（
第

２
）

病
理

学
Ⅱ

（
第

２
・

顕
実

）
衛

生
学

（
第

２
）

病
理

学
Ⅱ

倫
理

学
（

第
２

）

20
8/

16
～

8/
20

20
21

8/
23

～
8/

27
試

験
・

補
講

期
間

21
22

8/
30

～
9/

3
22

23
9/

6
～

9/
10

23
24

9/
13

～
9/

17
試

24
25

9/
20

～
9/

24
25

26
9/

27
～

10
/1

26
27

10
/4

～
10

/8
試

験
・

補
講

期
間

27
28

10
/1

1
～

10
/1

5
28

29
10

/1
8

10
/2

2
基

礎
医

学
チ

ト
リ

ア
ル

29

微
生

物
学

（
第

２
）

病
理

学
Ⅱ

微
生

物
学

(
第

２
）

体
育

の
日

医
学

心
理

学
（

第
２

）

微
生

物
学

（
第

２
）

医
学

祭
準

備

衛
生

学
（

第
２

）

医
学

心
理

学
（

第
２

）

敬
老

の
日

薬
理

Ⅱ
本

試

衛
生

学
（

第
２

）

微
生

物
学

（
第

２
）

病
理

学
Ⅱ

（
第

２
・

顕
実

）

衛
生

学
（

第
２

）

秋
分

の
日

病
理

学
Ⅱ

（
第

２
・

顕
実

）

本
試

験
：

微
生

物
、

病
理

、
衛

生

再
試

験
：

薬
理

、
微

生
物

、
病

理
、

衛
生

再
試

験
：

公
衆

衛
生

29
10

/1
8

～
10

/2
2

基
礎

医
学

チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
29

30
10

/2
5

～
10

/2
9

発
表

会
30

31
11

/1
～

11
/5

31
32

11
/8

～
11

/1
2

32
33

11
/1

5
～

11
/1

9
33

34
11

/2
2

～
11

/2
6

34
35

11
/2

9
～

12
/3

35
36

12
/6

～
12

/1
0

36
37

12
/1

3
～

12
/1

7
37

38
12

/2
0

～
12

/2
4

38

勤
労

感
謝

の
日

合
同

慰
霊

祭

文
化

の
日

基
礎

医
学

修
練

天
皇

誕
生

日

医
学

祭
準

備

38
12

/2
0

12
/2

4
38

39
12

/2
7

～
12

/3
1

39
40

1/
3

～
1/

7
40

41
1/

10
～

1/
14

41
42

1/
17

～
1/

21
42

43
1/

24
～

1/
28

43
44

1/
31

～
2/

4
44

45
2/

7
～

2/
11

45
46

2/
14

～
2/

18
46

47
2/

21
～

2/
25

前
期

日
程

入
試

47

成
人

の
日

基
礎

医
学

修
練

冬
季

休
業

天
皇

誕
生

日

建
国

記
念

の
日

退
職

最
終

講
義

48
2/

28
～

3/
4

48
49

3/
7

～
3/

11
49

50
3/

14
～

3/
18

50
51

3/
21

～
3/

25
51

52
3/

28
～

4/
1

52

○
※

 
4
月

5
日

（
月

）
9
：

3
0
か

ら
医

学
専

門
英

語
１

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
・

基
礎

医
学

修
練

説
明

会
を

行
う

。
（

第
2
講

義
室

）

  
  
  
特

別
授

業
：
「
IT

教
育

、
守

秘
義

務
等

」
　

4
月

1
2
日

（
月

）
　

8
：
5
0
～

9
：
5
0
　

４
号

館
６

階
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

室

○
　

1時
限

8:
50

～
9:

50
  2

時
限

10
:0

0～
11

:0
0 

 3
時

限
11

:1
0～

12
:1

0 
 4

時
限

13
:1

0～
14

:1
0 

 5
時

限
14

:2
0～

15
:2

0 
 6

時
限

15
:3

0～
16

:3
0

基
礎

修
練

　
お

よ
び

　
発

表
会

春
分

の
日

春
季

休
業

○
　

休
講

（
予

定
）

(
1
)
新

任
教

授
記

念
講

演
会

　
5
月

1
4
日

（
金

）
午

後
(
2
)
定

期
健

康
診

断
 
 
5
月

1
1
日

（
火

）
午

前

(
3
)
医

学
祭

準
備

 
 
 
1
0
月

2
2
日

（
金

）
午

後
(
4
)
合

同
慰

霊
祭

 
 
 
1
0
月

2
6
日

（
火

）
午

後

(
5
)
退

職
教

授
最

終
講

義
　

2
月

1
8
日

（
金

）
午

後

○
　

学
部

入
試

(
1
)
学

部
入

試
（

A
O
Ⅲ

期
）

未
定

2
月

7
日

～
1
1
日

頃
(
2
)
学

部
入

試
（

前
期

日
程

）
　

2
月

2
5
日

（
金

）
・

2
6
日

（
土

）
　

○
医

学
祭

　
1
0
月

2
3
日

(
土

）
～

1
0
月

2
4
日

（
日

）

○
　

（
　

　
）
内

は
講

義
室

又
は

実
習

室
を

示
す

。
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


震
災
後

震
災
後

震
災
後

震
災
後

の ののの
学
生
状
況
把
握

学
生
状
況
把
握

学
生
状
況
把
握

学
生
状
況
把
握

に ににに
向 向向向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
 

  
 
本
ア
ン
ケ
ー
ト
は

以
下
の


点
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
す

。
こ

れ
に

同
意

し
た

学
生

諸
君

に
記

入

を
お

願
い

し
ま

す
。
但
し
，
同
意

で
き
な
か
っ
た
場
合

で
も
体
調
の
異
常
や
，
そ
の
他
震
災
に
関
連
す
る

問
題

な
ど
が
出
た
場
合

は
，
厚
生
委
員
会

，
教
務

，
医
学
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
遠
慮

な
く
相
談

し
て

下
さ
い
。
ま
た
，

 
“回

答
し

た
く
な

い
”
 
部

分
は

無
回

答
で

結
構

で
す

。


１
. 

東
日

本
大

震
災

及
び

こ
れ

に
関

連
し

た
事

項
に

よ
っ

て
，
学

生
諸

君
に

身
体

・
精

神
的

・経
済

的
に

何
ら

か
の

問
題

が
生

じ
て

い
な

い
か

，
ま

た
は

こ
れ

か
ら

生
じ

得
な

い
か

を
早

期
に

発
見

し
，
希

望
者

に
は

 
（設

問
1
1
. 

参
照

） 
必

要
に

応
じ

て
こ

れ
に

対
応

す
る

，
ま

た
は

諸
君

に
対

応
の

た
め

の
情

報
を

提
供

す
る

。
 

２
. 

こ
の

様
な

震
災

が
，
学

生
諸

君
に

今
後

ど
の

様
な

影
響

を
与

え
る

の
か

を
把

握
す

る
た

め
の

基
礎

資

料
と

し
て

用
い

，
今

後
，
同

様
の

災
害

が
起

こ
っ

た
場

合
の

望
ま

し
い

対
応

策
を

考
え

る
資

料
と

す
る

＊
。
 

＊
公
開
資
料

・
学
会
発
表
等
に
用
い
る
場
合

，
情
報
に
関
す
る
匿
名
性

は
必
ず
守
り
ま
す

。


・
上

記
の

目
的

を
理

解
し

，
 

 
 
 
a
. 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

記
入

に
同

意
し

ま
す

。
 
 
 
 
 
ｂ
. 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

記
入

に
同

意
し

ま
せ

ん
。
 

。
。
。
。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。


・
以

下
の

設
問

に
は

，
上

記
に

お
い

て
 
a
. 

を
選

択
し

た
場

合
の

み
に

記
入

し
て

下
さ

い
。
 

学
年

：
 
 
 
 
年
，
学
籍
番
号

：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

，
名
前
：
 
 
 
 
 
 
 
 


 １
）
東
日
本
大
震
災

を
受
け
た
場
所

に
つ
い
て
記
入

し
て
下
さ
い
。


 

本

学
の
講
義
棟

 
 

大

学
病
院

 
 


地
域
の
病
院
（
場
所
：

 
 
 
 
）
 

自

宅


 

郷

里
に
戻
っ
て
い
た
（
県
名
：
 
 
 
 
 

）
 
 


そ
の

他
（
具
体
的

に
：
 
 
 
 
 
 
 
）

２
）
上
記
に
お
い
て

，
被
災
時
の
状
況
を
記
入
し
て

下
さ
い
。
（
複
数
選
択
可
）


 

建

物
が
半
壊
以
上
で
あ
っ
た

 
 

家

屋
内
の
備
品
・
家
具
の
み
が

被
災
 
 


自
分

に
外
傷


 
な
ど
の
人
的

な
被
災
が
あ
っ
た
。
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）


 

自

分
以
外
に
人
的
被
災
が
あ
っ
た
（
具
体
的

に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

ほ

と
ん
ど

被
災
は
無
か
っ
た

。
 

そ

の
他
（
具
体
的

に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

３
）
家
族
や
自
分
に
近
い
方
の
被
災
状
況

に
つ
い
て

。
（
複
数
選
択
可

）


 

人

的
な
被
災
が
あ
っ
た
（
被
災
を
受
け
た

方
は
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

，


 
ど
の

様
な
被
災
か
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ）


 

家

屋
等
に
被
災
が
あ
っ
た
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 


 


家
計

を
支
え
る
手
段
に
障
害

が
生
じ
た
（
具
体
的
に
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）


 

被

災
は
無
か
っ
た
。



４
）
被
災
後

か
ら
今
日

ま
で
の
生
活

に
つ
い
て
記
入

し
て
下
さ
い
。


 

ほ

と
ん
ど
家
族

と
一
緒
に
い
た
（
県
名
：
 
 
 
 

）
 

ほ

と
ん
ど

一
人
で
過
ご
し
た


 


ほ
と

ん
ど
友
人
と
一
緒
に
い
た
 
 

そ

の
他
（
具
体
的
に
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）


５
）
被
災
か
ら

，
今
日
ま
で
に
今
回

の
震
災
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
か
。


 

参

加
し
た
 
 

参

加
し
な
か
っ
た


注
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
で
き
な
く
て
も

，
そ
の

事
で
諸
君

に
不
利
益

を
与
え
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
上

記
の

設
問

で
a
. 

と
答

え
た

方
に

尋
ね

ま
す

。
 

６
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
た
場
所

に
つ
い
て
答
え
て
下
さ
い
。


 

津

波
の
被
災
地

（
岩
手
，
宮
城
，
福
島
の
沿
岸
等
）



大
学
病
院

 
 


津
波
被
災
地

の


 
医
療
機
関

 
 

津

波
被
災
地

だ
が
医
療
機
関
以
外
（
具
体
的

に
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 


 

そ

の
他
（
具
体
的

に
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）


７
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

内
容
に
関
し
て
答
え
て
下
さ
い
。


 

瓦

礫
の
除
去
な
ど
 
 

避

難
所
・
避
難
場
所
の
運
営
（
衣
食
住
の
補
助
な
ど
）


 


救
援
物
資

の
仕
分

け
・
配
布

な
ど
 
 

医

療
補
助

 
 

そ

の
他
（
具
体
的

に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）


８
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
期
間
に
つ
い
て

答
え
て
下
さ
い
。


 

数

日
以
内
 
 



週
間
前
後
 
 


週
間
前
後

 
 

こ

れ
以
上


・
以

下
は

全
員

へ
の

質
問

で
す

。
 
“
回

答
し

た
く
な

い
”
部

分
は

無
回

答
で

結
構

で
す

。
 
 


９
）
現
在
の
体
調
（
そ
の
１
）
に
つ
い
て

答
え
て
下
さ
い
。
 

 
a
.
 
頭
痛
，
腹
痛
，
吐
き
気
，
下
痢
，
便
秘
，
め
ま
い
等
の
症
状
が
持
続
的

ま
た
は
時
々
あ
る
 

 
（
有
す
る
症
状

に
○
，
他
の
症
状
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
 

 
b
.
 
特
に
異
常

は
感
じ
て
い
な
い
 

1
0
）
現
在
の
体
調
（
そ
の
２
）
に
つ
い
て
答
え
て

下
さ
い
。
（
複
数
回
答
可

）
 

 
a
.
 
震
災
に
関
連
し
て

，
思
い
出
し
た
く
な
い

記
憶
が
時
々
出
て
く
る

，
悪
夢
を
見
る
 

 
b
.
 
急
に
不
安

や
恐
怖
を
覚
え
る

事
が
あ
る
 

 
c
.
 
震
災
後
に
特
定
の
所
に
行
け
な
く
な
っ
た
 

 
d
.
 
震
災
時
の
体
験
で
思
い
出
せ
な
い

事
，
考
え
る
の
を

避
け
て
い
る

事
な
ど
が
あ
る
 

 
e
.
 
不
眠
が
続
い
て
い
る
，
少
し
の
物
音

な
ど
で
す
ぐ
に
覚
醒

す
る
 

 
f
.
 
自
分
を
責
め
る
よ
う
な

考
え
が
浮
か
ぶ
（
自
分
は
何
も
で
き
な
い
等
）
 

 
g
.
 
否
定
的
な
考
え
方
が
増
え
た

（
誰
も
私
を
助
け
ら
れ
な
い
，
何
を
し
て
も
意
味
が
無
い
等
）
 

 
h
.
 
特
に
（
上
記
の
様
な
）
異
常

は
感
じ
て
い
な
い
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
1
1
）
 
体

調
や

経
済

的
事

情
な

ど
で

（そ
の

他
で

も
結

構
で

す
）
，
何

ら
か

の
相

談
を

希
望

し
ま

す
か

。
 

 
a
.
 
相
談
を
希
望
す
る

 
 
b
.
 
既
に
相
談
し
て
い
る
 
 
c
.
 
希
望
し
な
い
 

1
2
）
現
在
困

っ
て
い
る

事
等
が
あ
れ
ば
，
自
由
記
載
欄
に
記
載
し
て
下
さ
い
。
 

[
自
由
記
入
欄

] 

 

               

 
 

震
災

後
の

学
生

状
況

把
握

に
向

け
た

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
 fo

r s
tu

de
nt

s 
to

 u
nd

er
st

an
d 

th
e 

si
tu

at
io

n 
af

te
r t

he
 T

he
 G

re
at

 E
as

t J
ap

an
 

E a
rt

hq
ua

ke
  

 ＊
記

入
し

た
ア

ン
ケ
ー

ト
は

，
綴

じ
ら

れ
て

い
る

５
ペ

ー
ジ

ま
で

を
教

務
係

に
提

出
し

て
下

さ
い

。
 

* 
Pl

ea
se

 fi
ll 

an
d 

en
cl

os
e 

pa
ge

s 
1 

th
ro

ug
h 

5 
in

 a
n 

en
ve

lo
pe

 a
nd

 p
os

t i
n 

th
e 

bo
x 

at
 th

e 
St

ud
en

t A
ffa

ir
s 

O
ffi

ce
 (K

yo
um

us
hi

ts
u)

 o
nl

y 
w

he
n 

yo
u 

ag
re

e 
th

e 
pu

rp
os

e 
of

 th
is

 
qu

es
tio

nn
ai

re
. 

 ＊
ア

ン
ケ

ー
ト

用
紙

は
E
A
S
T
に

て
も

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

が
可

能
で

す
。
 

* 
Th

e 
qu

es
tio

nn
ai

re
 ca

n 
be

 d
ow

nl
oa

de
d 

th
ro

ug
h 

EA
ST

, t
he

 p
or

ta
l s

ys
te

m
 o

f o
ur

 m
ed

ic
al

 
sc

ho
ol

. 
 ＊

ア
ン

ケ
ー

ト
の

提
出

後
に

，
体

調
の

異
常

な
ど

が
生

じ
た

場
合

に
も

，
学

生
厚

生
委

員
会

，
教

務
，

医
学

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー
、

学
生

な
ん

で
も

相
談

室
、

学
生

相
談

所
、

相
談

し
や

す
い

窓
口

や
先

生
な

ど
に

気
軽

に
相

談
し

て
下

さ
い
。

 
* A

fte
r s

ub
m

itt
in

g 
th

e 
qu

es
tio

nn
ai

re
, e

ve
n 

if 
th

er
e 

is
 s

uc
h 

ab
no

rm
al

 co
nd

iti
on

, Y
ou

 ca
n 

as
k 

fo
r c

on
su

lta
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学
生
な
ん

で
も

相
談

室
 

 
   【
対

象
者
】

 
東

北
大

学
医
学

部
・
医

学
系

研
究
科

の
学

生
と
そ

の
家

族
 

 【
開

設
日
】

 
祝

祭
日

及
び
年

末
年
始

を
除

く
毎
週

水
曜

日
１
１

時
～

１
５
時

（
要
予

約
）
 

 【
申

込
み
】
 

予
約

は
電
話

、
電
子
メ

ー
ル

を
原
則

と
す
る

。
相
談
室

開
室
の

当
日

に
直
接

来
所

も
可

。
（

当
日
、

空
枠
が

無
い
場

合
も
あ

り
ま

す
。
）

 
 

 
 
 

Te
l：

02
2-

71
7-

85
95

（
受
付
時
間

9:
00

～
17

:0
0〔

土
日

祝
祭

日
及

び
年

末
年

始
を

除
く
〕
）
 

 
 
 
 

E
-m

ai
l：
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ud

an
@

m
ed

.to
ho

ku
.a

c.j
p 

（
受
付
時
間

9:
00

～
17

:0
0〔

土
日

祝
祭

日
及

び
年

末
年

始
を

除
く
〕
）
 

 【
開
設
場

所
】

 
星
陵

会
館
２

階
保

健
室

 
 【
相

談
員
】

  
臨
床
心

理
士

の
カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
 

 【
相
談
時

間
】

 
原
則

と
し
て

１
回

５
０
分

 
 【

注
意
事

項
】
・

 電
話

、
電
子

メ
ー

ル
で
の

相
談

は
一
切

行
い

ま
せ
ん

。
 

・
 電

子
メ
ー

ル
で

の
申
込

み
は
、
ど
の
ア

ド
レ
ス

か
ら

発
信
し

て
も

結
構

で

す
。
ま
た

、
件

名
に
は

「
学
生

相
談

」
と

記
入
し

て
く
だ

さ
い

。
 

・
 電

子
メ
ー

ル
で

の
申
込

み
に
つ

い
て
、
す
ぐ
に

返
事

を
差
し

上
げ

ら
れ
な

い
こ
と
が

あ
り

ま
す
。

 
・
 や

む
得
な

い
事

情
で
面

接
予
約

を
変

更
し
た

い
場

合
、
電

話
、
電

子
メ
ー

ル
、
直
接

来
所

の
い
ず

れ
か
の

方
法

で
そ
の

旨
を

お
伝
え

く
だ

さ
い
。

 
・
 初

め
て
の

方
は
、
予
約
時

間
の

１
０
分

前
に
星

陵
会

館
２
階

第
２

集
会
室

で
、
相
談

申
込
票

を
記

入
す
る

と
と
も

に
、
相

談
室

利
用
上

の
注

意
事
項

を
確
認
し

て
く

だ
さ
い

。
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学
生
相
談
所
 ¦ 学
生
生
活
 ¦ 教
育
・
学
生
支
援
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教
育

・
学

生
支

援

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン

教
育

学
生

生
活

学
生

生
活

案
内

学
生

生
活

Q
&
A

学
生

生
活

情
報

災
害

・
事

故

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

申
請

・
届

出
関

係

課
外

活
動

学
友

会
・
サ

ー
ク

ル

課
外

活
動

施
設

・
用

具
の

貸
出

各
種

行
事

・
イ

ベ
ン

ト

広
報

誌
「
学

友
会

」

研
修

等
施

設

川
渡

共
同

セ
ミ

ナ
ー

セ
ン

タ
ー

厚
生

施
設

厚
生

施
設

入
学

料
・
授

業
料

／
奨

学
金

授
業

料
等

納
付

額
・
方

法

授
業

料
等

免
除

奨
学

金

学
生

教
育

研
究

災
害

傷
害

保
険

（
学

研
災

）

学
生

教
育

研
究

災
害

傷
害

保
険

（
学

研
災

）

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
・
ハ

ウ
ス

、
学

寮

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
・
ハ

ウ
ス

学
寮

健
康

管
理

・
相

談
窓

口

保
健

管
理

セ
ン

タ
ー

学
生

相
談

所

E
-
m

ai
l: 

E
-
m

ai
l:g

ak
u
so

@
bu

re
au

.t
o
h
o
ku

.a
c
.jp

(受
付

の
み

)

U
R

L
: h

tt
p:

/
/
w

w
w

.u
c
c
.h

e
.t
o
h
o
ku

.a
c
.jp

/
in

de
x.

h
tm

l

さ
ま

ざ
ま

な
問

題
に

ぶ
つ

か
っ

て
悩

ん
だ

り
不

安
に

な
っ

た
と

き
,こ

こ
ろ

が
疲

れ
た

と
感

じ
た

と
き

,

そ
ん

な
と

き
気

軽
に

相
談

に
い

ら
し

て
く
だ

さ
い

。
( 詳

細
は

学
生

相
談

所
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

)

そ
の

他
ど

ん
な

こ
と

で
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
専

門
の

ス
タ

ッ
フ

〔
臨

床
心

理
士

〕
が

相
談

に
の

り
ま

す
。

必
要

に
応

じ
て

,他
の

窓
口

や
サ

ー
ビ

ス
機

関
、

専
門

家
の

方
を

紹
介

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

 

相
談

内
容

に
つ

い
て

の
秘

密
は

厳
重

に
守

ら
れ

ま
す

の
で

安
心

し
て

相
談

し
て

く
だ

さ
い

。

学
生

相
談

所
に

直
接

お
い

で
く
だ

さ
る

か
、

あ
ら

か
じ

め
電

話
で

面
談

時
間

を
予

約
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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8
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付
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n
iv

e
rs

it
y
 C

o
u
n
se

lin
g
 C

e
n
te

r)
.

F
o
r 

c
o
n
c
e
rn

s 
in

c
lu

di
n
g
 b

u
t 

n
o
t 

lim
it
e
d
 t

o
 t

h
o
se

 l
is

te
d
 a

bo
ve

, 
c
o
n
su

lt
 w

it
h
 o

u
r 

pr
o
fe

ss
io

n
al

 s
ta

ff
 (

c
lin

ic
al

P
sy

c
h
o
lo

gi
st

).

D
e
pe

n
di

n
g 

o
n
 t

h
e
 s

it
u
at

io
n
, 
w

e
 c

an
 i
n
tr

o
du

c
e
 o

th
e
r 

ad
m

in
is

tr
at

iv
e
 s

ta
ff
, 
se

rv
ic

e
s,

 a
n
d
 o

rg
an

iz
at

io
n
s 

as
 w

e
ll 

as

pr
o
fe

ss
io

n
al

 p
e
rs

o
n
n
e
l.

B
e
 a

w
ar

e
 t

h
at

 t
h
e
 c

o
n
te

n
ts

 o
f 

th
e
 c

o
n
su

lt
at

io
n
 a

re
 s

tr
ic

tl
y 

pr
o
te

c
te

d
 a

n
d
 c

o
n
fi
de

n
ti
al

, 
so

 f
e
e
l 

sa
fe

 t
o
 c

o
m

e
 t

o

c
o
n
su

lt
 w

it
h
 u

s.

Y
o
u
 c

an
 c

o
m

e
 t

o
 t

h
e
 C

o
u
n
se

lin
g
 C

e
n
te

r 
o
r 

m
ak

e
 a

n
 a

pp
o
in

tm
e
n
t 

in
 a

dv
an

c
e
 b

y
 p

h
o
n
e
.

4
1
 K

aw
au

c
h
i, 

A
o
ba

-
ku

, 
S
e
n
da

i 
9
8
0
-
8
5
7
6

P
la

c
e
: 

K
aw

au
c
h
i-

K
it
a
 C

am
pu

s 
N

e
xt

 t
o
 t

h
e
 H

e
al

th
 A

dm
in

is
tr

at
io

n
 C

e
n
te

r

P
h
o
n
e
 0

2
2
-
7
9
5
-
7
8
3
3

O
pe

n
in

g
 H

o
u
rs

: 
M

o
n
da

y
 t

o
 F

ri
da

y
 0

9
:3

0
-
1
7
:0

0
 (

c
lo

se
d
 o

n
 h

o
lid

ay
s
 a

n
d
 y

e
ar

-
e
n
d
 a

n
d
 N

e
w

 Y
e
ar

 h
o
lid

ay
s)

H
O

M
E

 C
am

pu
s 

L
if
e

 S
tu

de
n
t 

L
if
e

 U
n
iv

e
rs

it
y
 C

o
u
n
se

lin
g
 C

e
n
te

r

C
h
in

e
se

 
K
o
re

an
 

E
n
gl

is
h

 
J
ap

an
e
se

 

In
qu

ir
y

 
A

c
c
e
ss

 
S
it
e
m

ap



305第六部　資料編

学
生
咨
询
处
 | 
学
生
生
活
 | 
教
育
•学
生
支
援
 | 
东
北
大
学
 -
T
O
H
O
K
U
 U
N
IV
ER
SI
T
Y
-

ht
tp
://
w
w
w
.to
ho
ku
.a
c.
jp
/c
hi
ne
se
/s
tu
de
nt
in
fo
/s
tu
de
nt
lif
e/
06
/s
tu
de
nt
lif
e0
60
2/
[2
01
1/
05
/0
2 
9:
43
:1
3]

教
育

•学
生

支
援

信
息

教
育

学
生

生
活

学
生

生
活

指
南

学
生

通
知

学
生

生
活

指
南

有
关

学
生

证
的

注
意

事
项

课
外

活
动

学
友

会
•课

外
活

动
团

体

课
外

活
动

设
施

文
化

部

体
育

部

生
活

部
•报

道
部

准
加

盟
团

体

培
训

等
设

施

川
渡

共
同

研
究

班
中

心

入
学

费
•学

费
/奖

学
金

学
费

等

减
免

学
费

奖
学

金

Un
iv

er
si

ty
 H

ou
se

,学
生

宿
舍

Un
iv

er
si

ty
 H

ou
se

学
生

宿
舍

健
康

管
理

•咨
询

窗
口

保
健

管
理

中
心

学
生

咨
询

处

职
权

骚
扰

咨
询

来
自

学
生

生
协

会
的

通
知

学
生

生
协

消
息

学
生

生
协

新
闻

学
生

之
声

学
生

咨
询

处

E-
ma

il
: 

E-
ma

il
:g

ak
us

o@
bu

re
au

.t
oh

ok
u.

ac
.j

p 
(只

受
理

)

UR
L:

ht
tp

:/
/w

ww
.u

cc
.h

e.
to

ho
ku

.a
c.

jp
/i

nd
ex

.h
tm

l

当
遇

到
各

种
问

题
，

并
因

此
烦

恼
不

安
的

时
候

，
感

到
身

心
疲

惫
的

时
候

，
请

随
时

来
此

咨
询

。
( 详

细
信

息
请

浏
览

学
生

咨
询

处

网
页

)

等
等

其
他

什
么

都
可

以
。

有
专

业
的

工
作

人
员

（
临

床
心

理
学

家
）

为
你

咨
询

。

根
据

需
要

，
会

为
你

介
绍

其
他

部
门

、
服

务
机

关
和

专
家

。

有
关

咨
询

内
容

，
绝

对
保

密
，

敬
请

放
心

。

你
可

以
选

择
直

接
来

学
生

咨
询

处
，

也
可

以
预

先
电

话
预

约
面

谈
的

时
间

。

〒
98

0-
85

76
 仙

台
市

青
叶

区
川

内
41

地
点

 :
 川

内
北

校
园

 保
健

管
理

中
心

旁

咨
询

申
请

 :
 学

生
咨

询
处

前
台

 0
22

-7
95

-7
83

3 

咨
询

时
间

 :
 周

一
～

周
五

 上
午

9点
30

分
～

下
午

5点
 (

节
假

日
以

及
年

底
年

初
休

息
。

)

主
页

 教
育

•学
生

支
援

 学
生

生
活

 学
生

咨
询

处

中
文

 
韩

语
 
英

语
 
日

语
 

 

联
系

我
们

 
交

通
地

图
 

网
站

地
图

학
생

 상
담

소
 |

 학
생

생
활

 |
 교

육
・

학
생

지
원

 |
 토

호
쿠

대
학

-
T

O
H

O
K

U
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
-

h
tt

p
:/

/w
w

w
.t

o
h
o
k
u
.a

c
.j
p
/k

o
re

a
n
/s

tu
d
e
n
ti

n
fo

/s
tu

d
e
n
tl

if
e
/0

6
/s

tu
d
e
n
tl

if
e
0
6
0
2
/[

2
0
1
1
/0

5
/0

2
 9

:4
3
:4

5
]

교
육

・
학

생
지

원

인
포

메
이

션

교
육

학
생

생
활

학
생

생
활

 안
내

학
생

 여
러

분
께

 알
림

학
생

생
활

 안
내

학
생

증
에

 관
한

 주
의

사
항

과
외

활
동

학
우

회
・

서
클

과
외

활
동

시
설

문
화

부

체
육

부

생
활

부
 ・

보
도

부

준
 가

맹
 단

체

연
수

 등
 시

설

카
와

타
비

 공
동

세
미

나
센

터

입
학

금
・

수
업

료
/장

학
금

수
업

료
 등

수
업

료
 등

 면
제

장
학

금

유
니

버
시

티
 하

우
스

, 
기

숙
사

유
니

버
시

티
 하

우
스

기
숙

사

건
강

관
리

 ・
상

담
창

구

보
건

관
리

센
터

학
생

 상
담

소

성
희

롱
 상

담

학
생

생
활

협
의

회
에

서
 알

림

학
생

협
의

회
 소

식

학
생

협
의

회
 뉴

스

학
생

의
 목

소
리

학
생

 상
담

소

E
-
m

a
il:

 E
-
m

a
il:

g
a
k
u
s
o
@

b
u
re

a
u
.t

o
h
o
k
u
.a

c
.j
p
(접

수
만

)

U
R

L
: h

tt
p
:/

/w
w

w
.u

c
c
.h

e
.t

o
h
o
k
u
.a

c
.j
p
/i
n
d
e
x.

h
tm

l

다
양

한
 문

제
에

 부
딪

혀
 고

민
되

거
나

 불
안

할
 때

, 
정

신
적

으
로

 피
로

하
다

고
 느

꼈
을

 때
, 

이
럴

 때
 부

담
없

이
 상

담
하

러
 오

세
요

. 
( 자

세
한

 것
은

 학
생

상
담

소
 홈

페
이

지
를

 봐
 주

세
요

)

그
 외

에
도

 어
떤

 고
민

이
라

도
 괜

찮
습

니
다

. 
전

문
스

탭
〔

임
상

심
리

사
〕

이
 상

담
해

 드
립

니
다

.

필
요

에
 따

라
 다

른
 창

구
나

 서
비

스
 기

관
, 

전
문

가
를

 소
개

해
 드

릴
 수

도
 있

습
니

다
. 

상
담

내
용

에
 대

한
 비

밀
은

 엄
수

하
오

니
 안

심
하

고
 상

담
해

 주
세

요
.

학
생

상
담

소
에

 직
접

 오
시

거
나

, 
미

리
 전

화
로

 면
담

 시
간

을
 예

약
할

 수
 있

습
니

다
.

(우
)9

8
0
-
8
5
7
6
 센

다
이

시
 아

오
바

구
 카

와
우

치
 4

1

장
소

 :
 카

와
우

치
키

타
 캠

퍼
스

 보
건

관
리

센
터

옆

상
담

신
청

 :
 학

생
상

담
소

 접
수

 0
2
2
-
7
9
5
-
7
8
3
3
 

상
담

시
간

 :
 월

~
금

 오
전

 9
시

 3
0
분

 ~
오

후
 5

시
 (

축
일

 및
 연

말
연

시
는

 휴
일

입
니

다
. 

)

홈
 교

육
・

학
생

지
원

 학
생

생
활

 학
생

 상
담

소

중
국

어
 

한
국

어
 
영

어
 
일

본
어

 

문
의

 
찾

아
오

시
는

 길
 

사
이

트
 맵
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震
災

後
の

学
生

状
況

把
握

に
向

け
た

ア
ン

ケ
ー

ト
 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
 fo

r s
tu

de
nt

s 
to

 u
nd

er
st

an
d 

th
e 

si
tu

at
io

n 
af

te
r t

he
 e

ar
th

qu
ak

e 
 

 
本

ア
ン

ケ
ー

ト
は
以

下
の

2
点

を
目

的
と
し

て
実

施
し
ま

す
。

こ
れ

に
同

意
し
た
学
生

諸
君

に
記

入
を
お
願

い
し
ま
す
。
但
し

，
同

意
で

き
な

か
っ
た

場
合

で
も
体

調
の
異

常
や

，
そ

の
他

震
災

に
関
連

す
る

問
題

な
ど

が

出
た

場
合

は
，

厚
生
委

員
会

，
教

務
，

医
学

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

な
ど

に
遠

慮
な

く
相

談
し

て
下

さ
い

。
ま

た
，

 “
回

答
し
た
く
な
い
” 

部
分

は
無

回
答
で
結

構
で
す
。
 

Th
is

 q
ue

st
io

nn
ai

re
 is

 to
 u

nd
er

st
an

d 
th

e 
si

tu
at

io
n 

of
 s

tu
de

nt
s 

af
te

r t
he

 e
ar

th
qu

ak
e 

on
 

M
ar

ch
 1

1.
 P

le
as

e 
fil

l a
nd

 e
nc

lo
se

 th
e 

fo
rm

 in
 a

n 
en

ve
lo

pe
 a

nd
 p

os
t i

t i
n 

th
e 

bo
x 

at
 th

e 
St

ud
en

t A
ffa

ir
s 

O
ffi

ce
 (K

yo
um

us
hi

ts
u)

, o
nl

y 
w

he
n 

yo
u 

un
de

rs
ta

nd
 a

nd
 a

gr
ee

 th
e 

pu
rp

os
e 

of
 th

is
 q

ue
st

io
nn

ai
re

. E
ve

n 
th

ou
gh

 y
ou

 d
o 

no
t a

gr
ee

 to
 a

ns
w

er
 th

e 
qu

es
tio

nn
ai

re
, d

o 
no

t 
he

si
ta

te
 to

 te
ll 

an
d/

or
 a

sk
 u

s f
or

 h
el

p 
w

he
ne

ve
r y

ou
 h

av
e a

ny
 p

hy
si

ca
l o

r m
en

ta
l p

ro
bl

em
s. 

W
e 

ar
e 

w
ill

in
g 

to
 h

el
p 

yo
u.

 If
 th

er
e 

ar
e 

an
y 

qu
es

tio
ns

 th
at

 y
ou

 d
o 

no
t w

an
t t

o 
an

sw
er

, 
pl

ea
se

 le
av

e 
th

em
 a

s b
la

nk
s.

 P
ur

po
se

s 
of

 th
is

 q
ue

st
io

nn
ai

re
 a

re
 a

s 
fo

llo
w

s:
 

 １
. 
東

日
本

大
震

災
及

び
こ
れ

に
関

連
し
た
事
項

に
よ
っ
て
，
学

生
諸

君
に
身

体
・精

神
的

・経
済

的
に
何

ら
か
の

問
題

が
生

じ
て
い
な
い
か
，
ま
た
は
こ
れ

か
ら
生

じ
得

な
い
か
を
早

期
に
発

見
し
，
希

望
者

に
は

 （
設

問
1
1
. 
参

照
） 

必
要

に
応

じ
て
こ
れ
に
対

応
す
る
，
ま
た
は
諸

君
に
対
応

の
た
め
の
情

報
を
提

供
す
る
。
 

1
. 
H
av

e 
G
re

a
t 
E
as

t 
Ja

pa
n 

E
a
rt

h
qu

a
k
e 

an
d 

re
la

te
d 

m
at

te
rs

 i
nf

lu
en

ce
d
 o

n 
st

ud
en

ts
 a

ny
 o

f 
ph

y
si

ca
l, 

m
en

ta
l 
or

 f
in

an
ci

a
l p

ro
bl

em
s?

 If
 s

o,
 w

e 
w

is
h
 t
o 

fi
nd

 t
he

m
 e

ar
lie

r 
an

d
 h

el
p 

th
os

e 
w

ho
 w

is
h 

ou
r 

he
lp

 

(s
ee

 a
ls

o
 Q

ue
st

io
n 

1
1
) 

by
 t

re
a
tm

en
t 

an
d/

or
 p

ro
v
id

in
g
 r

el
ev

an
t 

in
fo

rm
at

io
n.

 

２
. 
こ
の
様

な
震

災
が
，
学

生
諸

君
に
今

後
ど
の
様

な
影

響
を
与

え
る
の
か
を
把

握
す
る
た
め
の
基

礎
資

料
と
し
て

用
い
，
今

後
，
同

様
の
災

害
が
起

こ
っ
た
場

合
の
望

ま
し
い
対

応
策

を
考

え
る
資

料
と
す
る

＊
。

 

2
. 
T
h
e 

co
lle

ct
ed

 i
nf

or
m

at
io

n 
w

it
h 

th
is

 q
u
es

ti
on

na
ir
e 

w
ill

 b
e 

us
ed

 t
o 

un
d
er

st
an

d
 t

he
 f

ut
ur

e 
ef

fe
ct

s 

o
n 

st
ud

en
ts

, 
an

d 
to

 u
ti
liz

e 
as

 t
he

 v
al

ua
bl

e 
in

fo
rm

at
io

n 
fo

r 
th

e 
si

m
ila

r 
di

sa
st

er
 i
n 

th
e 

fu
tu

re
. 
*
  

＊
公

開
資

料
・

学
会

発
表
等

に
用

い
る
場

合
，

情
報

に
関
す

る
匿

名
性

は
必

ず
守

り
ま

す
。

 
* 

In
 c

as
e 

of
 p

re
se

nt
at

io
ns

 a
t 

th
e 

co
nf

er
en

ce
 a

nd
/o

r 
pu

bl
ic

at
io

n,
 w

e 
w

ill
 k

ee
p 

th
e 

co
nf

id
en

tia
lit

y 
of

 th
e 

in
fo

rm
at

io
n.

  
 ・上

記
の
目

的
を
理

解
し
，

I 
un

de
rs

ta
nd

 t
h
e 

ab
ov

e 
m

en
ti
on

ed
 p

ur
po

se
, 
an

d
 

 
 
 

a
. 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記

入
に
同
意

し
ま
す
。

  
 
 

 
ｂ
. 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記

入
に
同

意
し
ま
せ
ん
。
 

a.
 I
 a

gr
ee

 t
o
 f

ill
 o

u
t 

th
e 

qu
es

ti
on

na
ir
e.

 
 

 
b
. 
I 
d
o 

no
t 

ag
re

e 
to

 f
ill

 o
ut

 t
he

 q
ue

st
io

nn
ai

re
. 

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。。
。
。
。。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。。
。
。
。
。

 
・以

下
の
設

問
に
は
，
上

記
に
お
い
て

 
a.

 を
選

択
し
た
場

合
の
み

に
記

入
し
て
下

さ
い
。
 

P
le

as
e 

fi
ll 

in
 t

he
 f

ol
lo

w
in

g 
qu

es
ti
on

s 
on

ly
 i
f 

y
ou

 c
ho

se
 “a

.” 

 
 学
年

：
 

 
 

 
年

，
学

籍
番

号
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
，

名
前

：
 

 
 

 
 

 
 
 

 
G

ra
de

：
 

 
 

 
 

St
ud

en
t I

D
 n

um
be

r：
 

 
 
 

 
 

 
N

am
e：

 
 

 
 

 
 
 

 

１
）

東
日

本
大

震
災
を

受
け

た
場

所
に

つ
い

て
記

入
し

て
下

さ
い

。
 

 
a.

 本
学
の

講
義

棟
 

 
b.

 大
学

病
院

 
 

c. 
地

域
の
病

院
（

場
所

：
 

 
 

 
）

 
d.

 自
宅

 
 

e.
 郷

里
に

戻
っ
て

い
た

（
県
名

：
 

 
 

 
 
）

 
 

f. 
そ

の
他

（
具

体
的

に
：
 

 
 

 
 

 
 
）

 
1)

 W
he

re
 w

er
e 

yo
u 

at
 th

e 
m

om
en

t o
f G

re
at

 E
as

t J
ap

an
 E

ar
th

qu
ak

e 
on

 M
ar

ch
 1

1.
 

a.
 T

he
 U

ni
ve

rs
ity

 L
ec

tu
re

 B
ui

ld
in

g 
 

 
b.

 U
ni

ve
rs

ity
 H

os
pi

ta
l 

c. 
Lo

ca
l h

os
pi

ta
ls

 (L
oc

at
io

n:
  

  
  

  
  

) 
d:

 Y
ou

r h
om

e 
e:

 H
om

et
ow

n 
(C

ou
nt

ry
 n

am
e:

  
  

  
  

  
  

) 
f: 

O
th

er
 (s

pe
ci

fy
: 

  
  

  
  

  
  

  
  

) 

２
）

上
記

に
お

い
て
，

被
災

時
の

状
況

を
記

入
し

て
下

さ
い

。
（

複
数

選
択

可
）

 
 

a.
 建

物
が

半
壊

以
上

で
あ

っ
た

 
 

b.
 家

屋
内

の
備
品

・
家

具
の

み
が

被
災

 
 

c. 
自

分
に
外

傷
 

 
な

ど
の

人
的

な
被
災

が
あ

っ
た

。（
具

体
的

に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

d.
 自

分
以

外
に

人
的
被

災
が

あ
っ

た
（

具
体

的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 
 

e.
 ほ

と
ん

ど
被
災

は
無

か
っ
た

。
 

f. 
そ

の
他
（

具
体

的
に

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）

 
2)

 T
he

 s
itu

at
io

n 
at

 th
e 

tim
e 

of
 d

is
as

te
r. 

(M
ul

tip
le

 ch
oi

ce
) 

a.
 T

he
 b

ui
ld

in
g 

w
as

 to
ta

lly
 o

r p
ar

tia
lly

 d
es

tr
oy

ed
 

b.
 O

nl
y 

th
e 

fu
rn

itu
re

 a
nd

/o
r e

qu
ip

m
en

ts
 w

er
e 

de
st

ro
ye

d 
c. 

Ph
ys

ic
al

ly
 in

ju
re

d 
(y

ou
rs

el
f).

 (s
pe

ci
fy

: 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 
d.

 S
om

eo
ne

 a
ro

un
d 

yo
u 

w
as

 in
ju

re
d.

 (s
pe

ci
fy

: 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

) 
e.

 A
lm

os
t n

o 
da

m
ag

e.
  

f. 
O

th
er

 (s
pe

ci
fy

: 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 

３
）

家
族

や
自

分
に
近

い
方

の
被

災
状

況
に

つ
い

て
。
（
複

数
選

択
可

）
 

 
a.

 人
的
な

被
災

が
あ

っ
た

（
被

災
を

受
け

た
方

は
：
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
，

 
 

ど
の

様
な

被
災

か
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ）

 
 

b.
 家

屋
等

に
被

災
が

あ
っ

た
（

具
体

的
に

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
 )

 
 

c. 
家

計
を

支
え

る
手
段

に
障

害
が

生
じ

た
（

具
体

的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

d.
 被

災
は

無
か

っ
た
。

 
3)

 S
itu

at
io

n 
of

 y
ou

r f
am

ily
, r

el
at

iv
es

, c
lo

se
 fr

ie
nd

s 
an

d 
ac

qu
ai

nt
an

ce
s.

 (M
ul

tip
le

 ch
oi

ce
) 

 a
. S

om
eo

ne
 w

as
 a

 p
hy

si
ca

lly
 in

ju
re

d.
 (r

el
at

io
ns

hi
p(

s)
:, 

 K
in

d 
of

 d
am

ag
e(

s)
: 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 b
. D

am
ag

e 
to

 h
ou

se
, e

tc
. (

sp
ec

ify
: 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 
 c

. F
in

an
ci

al
 p

ro
bl

em
s.

 (s
pe

ci
fy

: 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 d
. N

o 
da

m
ag

e.
 

４
）

被
災

後
か

ら
今
日

ま
で

の
生

活
に

つ
い

て
記

入
し

て
下

さ
い

。
 

 
a.

 ほ
と
ん

ど
家

族
と

一
緒

に
い

た
（

県
名

：
 

 
 

 
）

 
b.

 ほ
と

ん
ど

一
人

で
過

ご
し

た
 

 
c. 

ほ
と

ん
ど

友
人

と
一

緒
に

い
た

 
 

d.
 そ

の
他

（
具

体
的

に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
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 4)

 W
he

re
 w

er
e 

yo
u 

af
te

r t
he

 e
ar

th
qu

ak
e?

 
 a

. I
 w

as
 w

ith
 m

y 
fa

m
ily

 fo
r t

he
 m

os
t o

f t
im

e 
(C

ou
nt

ry
 n

am
e:
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 b
. I

 w
as

 a
lo

ne
 fo

r t
he

 m
os

t o
f t

im
e 

 c
. I

 w
as

 w
ith

 fr
ie

nd
s 

fo
r t

he
 m

os
t o

f t
im

e 
 d

. O
th

er
 (s

pe
ci

fy
: 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

５
）

被
災

か
ら

，
今
日

ま
で

に
今

回
の

震
災

に
関

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

ま
し

た
か

。
 

 
a.

 参
加
し

た
 

 
b.

 参
加

し
な

か
っ

た
 

注
）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
に

参
加

で
き

な
く

て
も

，
そ

の
事

で
諸

君
に

不
利

益
を

与
え

る
事

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

5)
 F

ro
m

 th
e 

di
sa

st
er

, d
id

 y
ou

 p
ar

tic
ip

at
e 

in
 v

ol
un

te
er

 a
ct

iv
iti

es
? 

 a
. Y

es
 
 

 
 b

. N
o 

 N
ot

e)
 N

o 
di

sa
dv

an
ta

ge
 to

 y
ou

 ir
re

sp
ec

tiv
e 

of
 y

ou
r a

ns
w

er
 a

bo
ve

. 

・上
記

の
設

問
で

a.
 と

答
え
た
方

に
尋

ね
ま
す
。
 

* 
O

nl
y 

to
 th

os
e 

w
ho

 s
el

ec
te

d 
“a

” i
n 

ab
ov

e 
qu

es
tio

n.
 

６
）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
を

行
っ

た
場

所
に

つ
い

て
答

え
て

下
さ

い
。

 
 

a.
 津

波
の

被
災

地
（

岩
手

，
宮

城
，

福
島

の
沿

岸
等
）
 

 
b.

 大
学

病
院

 
 

 
c. 

津
波

被
災

地
の

医
療
機

関
 

 
d.

 津
波
被

災
地

だ
が
医

療
機

関
以

外
（

具
体

的
に

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

e.
 そ

の
他

（
具
体

的
に

：
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
6)

 P
le

as
e 

an
sw

er
 w

he
re

 y
ou

 w
en

t a
s 

a 
vo

lu
nt

ee
r?

 
 a

. T
su

na
m

i a
ffe

ct
ed

 a
re

as
 (I

w
at

e,
 M

iy
ag

i, 
Fu

ku
sh

im
a)
 

 b
. U

ni
ve

rs
ity

 H
os

pi
ta

l 
 c

. H
os

pi
ta

ls
 a

t t
su

na
m

i a
ffe

ct
ed

 a
re

as
. 

 d
. P

la
ce

s 
ot

he
r t

ha
n 

ho
sp

ita
ls

 a
t t

su
na

m
i 

af
fe

ct
ed

 a
re

as
 (s

pe
ci

fy
: 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 e
. O

th
er

 (s
pe

ci
fy

: 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 

７
）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

内
容

に
関

し
て

答
え

て
下

さ
い

。
 

 
a.

 瓦
礫
の

除
去

な
ど

 
b.

 避
難

所
・

避
難
場

所
の

運
営

（
衣

食
住

の
補

助
な

ど
）

 
 

c. 
救

援
物

資
の

仕
分
け

・
配

布
な

ど
 

d.
 医

療
補

助
 

e.
 そ

の
他

（
具
体

的
に

：
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
7)

 W
ha

t d
id

 y
ou

 d
o 

as
 a

 v
ol

un
te

er
?. 

a.
 I 

m
ai

nl
y 

re
m

ov
ed

 d
eb

ri
s.
 

 b
. I

 h
el

pe
d 

at
 e

va
cu

at
io

n 
sh

el
te

rs
 (m

ai
nl

y 
lif

e 
su

pp
or

t o
r 

so
). 

 c
. I

 m
ai

nl
y 

so
rt

ed
 a

nd
/o

r d
is

tr
ib

ut
ed

 re
lie

f s
up

pl
ie

s.
 

 d
. I

 h
el

pe
d 

th
e 

m
ed

ic
al

 
su

pp
or

tin
g 

te
am

. 
 e

. O
th

er
 (s

pe
ci

fy
: 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 ８
）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
に

参
加

し
た

期
間

に
つ

い
て

答
え

て
下

さ
い

。
 

 
a.

 数
日
以

内
 

b.
 1

週
間
前

後
 

c. 
2
週

間
前

後
 

d.
 こ

れ
以

上
 

8)
 P

le
as

e 
an

sw
er

 th
e 

pe
ri

od
 a

s a
 v

ol
un

te
er

. 
a.

 W
ith

in
 a

 fe
w

 d
ay

s 
b.

 A
bo

ut
 o

ne
 w

ee
k 

c. 
Ab

ou
t 2

 w
ee

ks
 

d.
 M

or
e 

th
an

 2
 w

ee
ks

 

・以
下

は
全

員
へ
の
質

問
で
す
。
 “

回
答

し
た
く
な
い
”部

分
は
無

回
答
で
結

構
で
す
。
 

T
he

 f
ol

lo
w

in
g
s 

ar
e 

qu
es

ti
on

s 
to

 e
v
er

y
on

e.
 

P
le

as
e 

le
av

e 
b
la

nk
 i
f 

y
ou

 d
o 

n
ot

 w
a
nt

 t
o 

a
ns

w
er

. 

９
）

現
在

の
体

調
（
そ

の
１

）
に

つ
い

て
答

え
て

下
さ

い
。

 

 
a
.
 
頭

痛
，

腹
痛

，
吐

き
気

，
下
痢

，
便

秘
，

め
ま

い
等

の
症

状
が

持
続

的
ま

た
は

時
々

あ
る
 

 
（

有
す

る
症

状
に

○
，

他
の

症
状
：
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 
b
.
 
特

に
異

常
は

感
じ

て
い

な
い
 

９
）

Yo
ur

 cu
rr

en
t c

on
di

tio
ns

 (p
ar

t 1
). 

 a
. I

 h
av

e 
so

m
et

im
es

 o
r p

er
si

st
en

tly
 h

ea
da

ch
e,

 a
bd

om
in

al
 p

ai
n,

 n
au

se
a,

 d
ia

rr
he

a,
 

co
ns

tip
at

io
n 

or
 d

iz
zi

ne
ss

 (c
ir

cl
e 

yo
ur

 s
ym

pt
om

s)
? I

f y
ou

 h
av

e 
ot

he
r s

ym
pt

om
s, 

sp
ec

ify
 

he
re

: 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 
 b

. N
o 

ab
no

rm
al

iti
es

. 

1
0
）

現
在

の
体

調
（
そ

の
２

）
に

つ
い

て
答

え
て

下
さ

い
。
（

複
数

回
答

可
）
 

 
a
.
 
震

災
に

関
連

し
て

，
思

い
出
し

た
く

な
い

記
憶

が
時

々
出

て
く

る
，

悪
夢

を
見

る
 

 
b
.
 
急

に
不

安
や

恐
怖

を
覚

え
る
事

が
あ

る
 

 
c
.
 
震

災
後

に
特

定
の

所
に

行
け
な

く
な

っ
た
 

 
d
.
 
震

災
時

の
体

験
で

思
い

出
せ
な

い
事

，
考

え
る

の
を

避
け

て
い

る
事

な
ど

が
あ

る
 

 
e
.
 
不

眠
が

続
い

て
い

る
，

少
し
の

物
音

な
ど

で
す

ぐ
に

覚
醒

す
る
 

 
f
.
 
自

分
を

責
め

る
よ

う
な

考
え
が

浮
か

ぶ
（

自
分

は
何

も
で

き
な

い
等

）
 

 
g
.
 
否

定
的

な
考

え
方

が
増

え
た
（

誰
も

私
を

助
け

ら
れ

な
い

，
何

を
し

て
も

意
味

が
無

い
等

）
 

 
h
.
 
特

に
（

上
記

の
様

な
）

異
常
は

感
じ

て
い

な
い
 

10
) Y

ou
r c

ur
re

nt
 co

nd
iti

on
s 

(p
ar

t 2
, m

ul
tip

le
 a

ns
w

er
s)

 
a.

 I 
ex

pe
ri

en
ce

 fl
as

hb
ac

k(
s)

 re
la

te
d 

to
 th

e 
di

sa
st

er
 a

nd
/o

r n
ig

ht
m

ar
es

 
b.

 I 
so

m
et

im
es

 fe
el

 a
nx

ie
ty

 a
nd

 fe
ar

 s
ud

de
nl

y/
 

c. 
Th

er
e 

is
 a

 p
ar

tic
ul

ar
 p

la
ce

 w
he

re
 I 

ca
nn

ot
 g

o 
af

te
r t

he
 q

ua
ke

. 
d.

 T
he

re
 is

 s
om

et
hi

ng
 th

at
 I 

ca
n 

no
t r

em
em

be
r o

r s
om

et
hi

ng
 I 

de
cl

in
e 

to
 co

ns
id

er
. 

e.
 In

so
m

ni
a 

co
nt

in
ue

s,
 a

nd
/o

r s
m

al
l s

ou
nd

 w
ok

e 
m

e 
up

. 
f. 

Id
ea

s 
flo

at
 li

ke
 b

la
m

in
g 

m
ys

el
f (

su
ch

 a
s 

“I
 ca

nn
ot

 d
o 

an
yt

hi
ng

”) 
g.

 N
eg

at
iv

e 
th

in
ki

ng
 in

cr
ea

se
d.

 (s
uc

h 
as

 “I
 ca

nn
ot

 h
el

p 
an

yo
ne

.” 
“E

ve
ry

th
in

g 
I d

o 
ha

s 
no

 m
ea

ni
ng

.”)
 

h.
 N

o 
pa

rt
ic

ul
ar

 a
bn

or
m

al
iti

es
. 
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 1
1
） 

体
調

や
経

済
的

事
情

な
ど
で
（そ

の
他
で
も
結

構
で
す
），

何
ら
か
の
相

談
を
希

望
し
ま
す
か
。
 

 
a
.
 
相

談
を

希
望

す
る

 
 

b
.
 
既
に

相
談

し
て

い
る

 
 

c
.
 
希

望
し

な
い
 

11
) D

o 
yo

u 
w

is
h 

an
y 

co
ns

ul
ta

tio
n 

on
 y

ou
r m

en
ta

l, 
ph

ys
ic

al
, a

nd
/o

r f
in

an
ci

al
 (m

ay
 b

e 
ot

he
rs

) i
ss

ue
s?

  
a.

 Y
es

. 
 

b.
 I 

al
re

ad
y 

vi
si

te
d 

co
ns

ul
ta

tio
n.
 

 
 c

. N
o.

 

1
2
）

現
在

困
っ

て
い
る

事
等

が
あ

れ
ば

，
自

由
記

載
欄

に
記

載
し

て
下

さ
い

。
 

12
) I

f y
ou

 h
av

e 
an

y 
pr

ob
le

m
s 

on
 co

nc
er

ns
, p

le
as

e 
fe

el
 fr

ee
 to

 d
es

cr
ib

e 
be

lo
w.

 

 [
自

由
記

入
欄

Fr
ee

 e
nt

ry
 co

lu
m

n]
 




震
災
後

震
災
後

震
災
後

震
災
後

の ののの
学
生
状
況
把
握

学
生
状
況
把
握

学
生
状
況
把
握

学
生
状
況
把
握

に ににに
向 向向向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
 

 ＊
記
入

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
，
綴
じ
ら
れ
て
い
る

３
ペ
ー
ジ
ま
で
を
教
務
係
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

 ＊
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
は

E
AS
T
に
て
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

で
す
。
 

 ＊
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
後
に
，
体
調

の
異
常
な
ど
が
生
じ
た
場
合

に
も

，
学
生

厚
生
委
員

会
，

教
務

，

医
学
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー

、
学
生

な
ん
で
も

相
談
室
、
学
生
相
談
所

、
相
談

し
や
す
い
窓
口

や
先
生

な

ど
に

気
軽
に
相
談
し
て

下
さ
い
。


 ＊
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
質
問
が
あ
れ
ば

，
医
学
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー

（
7
1
7-
8
2
2
2
）、

あ
る
い
は

教

務
係

に
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て

下
さ
い
。
 

   
学
生
厚
生
委
員
会
 
委
員
長
 
堀
井

 
明
 

 
 
 
 
 
 
 
 
副

委
員
長
 
斉
藤

 
秀
光
 

 
医
学
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
 
 
金
塚

 
完
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学
生
な
ん

で
も

相
談

室
 

 
   【
対

象
者
】

 
東

北
大

学
医
学

部
・
医

学
系

研
究
科

の
学

生
と
そ

の
家

族
 

 【
開

設
日
】

 
祝

祭
日

及
び
年

末
年
始

を
除

く
毎
週

水
曜

日
１
１

時
～

１
５
時

（
要
予

約
）
 

 【
申

込
み
】
 

予
約

は
電
話

、
電
子
メ

ー
ル

を
原
則

と
す
る

。
相
談
室

開
室
の

当
日

に
直
接

来
所

も
可

。
（

当
日
、

空
枠
が

無
い
場

合
も
あ

り
ま

す
。
）

 
 

 
 
 

Te
l：

02
2-

71
7-

85
95

（
受
付
時
間

9:
00

～
17

:0
0〔

土
日

祝
祭

日
及

び
年

末
年

始
を

除
く
〕
）
 

 
 
 
 

E
-m

ai
l：

so
ud

an
@

m
ed

.to
ho

ku
.a

c.j
p 

（
受
付
時
間

9:
00

～
17

:0
0〔

土
日

祝
祭

日
及

び
年

末
年

始
を

除
く
〕
）
 

 【
開
設
場

所
】

 
星
陵

会
館
２

階
保

健
室

 
 【
相

談
員
】

  
臨
床
心

理
士

の
カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
 

 【
相
談
時

間
】

 
原
則

と
し
て

１
回

５
０
分

 
 【

注
意
事

項
】
・

 電
話

、
電
子

メ
ー

ル
で
の

相
談

は
一
切

行
い

ま
せ
ん

。
 

・
 電

子
メ
ー

ル
で

の
申
込

み
は
、
ど
の
ア

ド
レ
ス

か
ら

発
信
し

て
も

結
構

で

す
。
ま
た

、
件

名
に
は

「
学
生

相
談

」
と

記
入
し

て
く
だ

さ
い

。
 

・
 電

子
メ
ー

ル
で

の
申
込

み
に
つ

い
て
、
す
ぐ
に

返
事

を
差
し

上
げ

ら
れ
な

い
こ
と
が

あ
り

ま
す
。

 
・
 や

む
得
な

い
事

情
で
面

接
予
約

を
変

更
し
た

い
場

合
、
電

話
、
電

子
メ
ー

ル
、
直
接

来
所

の
い
ず

れ
か
の

方
法

で
そ
の

旨
を

お
伝
え

く
だ

さ
い
。

 
・
 初

め
て
の

方
は
、
予
約
時

間
の

１
０
分

前
に
星

陵
会

館
２
階

第
２

集
会
室

で
、
相
談

申
込
票

を
記

入
す
る

と
と
も

に
、
相

談
室

利
用
上

の
注

意
事
項

を
確
認
し

て
く

だ
さ
い

。
 

  
 医

学
部

・
医
学

系
研
究

科
 
学

生
厚

生
委
員

会
 

 

学
生
な
ん
で
も
相
談
室
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

 
  
医
学
部
・
医
学
系
研
究
科
「
学
生
な
ん
で
も
相
談
室
」
へ
よ
う
こ
そ
。
以
下
に
、
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
手
続
き
や
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
疑
問
や
心
配
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
尋
ね
て
く
だ
さ
い
。

 
 １
．
 サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者

 
 
学
生
な
ん
で
も
相
談
室
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
東
北
大
学
医
学
部
・
医
学
系
研
究
科
の
学
生
と
そ
の
家
族
で

す
。

 
 ２
．
 相

談
サ
ー
ビ
ス

 
学
生
な
ん
で
も
相
談
室
で
は
、
専
門
の
相
談
員
（
臨
床
心
理
士
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
、
皆
さ
ん
の
相
談
内
容
に
応
じ
て
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
皆
さ
ん
の
考
え
や
気
持
ち
の
整
理
や
問
題
解
決
を
模
索
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
）
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
（
皆
さ
ん
の
周
り
の
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
助
言
す
る
）
等
の
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
東
北
大
学
「
学
生
相
談
所
」
や
、
よ
り
適
切
な
機
関
や
窓
口
、
教
員
等
を
紹
介
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
悩
み
や
問
題
も
解
決
す
る
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
問
題
解
決
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。
な
お
、
相
談
日
は
祝

祭
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
毎
週
水
曜
日
１
１
時
～
１
５
時
と
し
、
相
談
時
間
は
原
則
と
し
て
１
回
５
０
分
で
す
。
 

 
 ３
．
 相

談
内
容
の
守
秘
に
つ
い
て

 
 
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
密
に
守
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
学
生
な
ん
で
も
相
談
室
の
相
談
員
は
、
東
北
大
学
「
学

生
相
談
所
」
と
連
携
を
図
っ
て
お
り
、
学
生
相
談
所
の
相
談
員
と
で
情
報
の
共
有
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
よ

り
適
切
な
助
言
を
提
供
す
る
た
め
に
、
細
か
な
個
人
情
報
を
伏
せ
た
形
で
他
の
専
門
家
に
相
談
の
経
過
を
報
告
し
、
コ
メ
ン

ト
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 
 
ま
た
、
以
下
の
場
合
、
例
外
的
に
本
人
の
同
意
が
得
ら
れ
な
く
と
も
関
係
者
に
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 
●
 
切
迫
し
た
自
殺
の
危
険
が
あ
る
場
合

 
●
 
他
者
を
傷
つ
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

 
 ４
．
 相

談
記
録

 
 
学
生
な
ん
で
も
相
談
室
で
は
、相

談
記
録
を
と
り
、学

籍
番
号
や
連
絡
先
等
の
個
人
情
報
と
あ
わ
せ
て
厳
重
に
保
管
さ
れ
、

相
談
員
以
外
は
相
談
記
録
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
せ
ん
。
こ
の
情
報
は
、
学
生
な
ん
で
も
相
談
室
が
よ
り
適
切
に
皆
さ
ん
の
状
況

を
理
解
し
て
援
助
を
提
供
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
学
生
相
談
の
記
録
が
成
績
等
の
他
の
目
的
に
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
相
談
記
録
は
原
則
と
し
て
卒
業
す
る
ま
で
保
管
さ
れ
ま
す
。

 
 ５
．
 予

約
と
予
約
の
変
更
に
つ
い
て

 
 
相
談
の
予
約
は
直
接
来
所
、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。
電
話
（

02
2-

71
7-

85
95

）
は
原
則
と
し
て

平
日
の
９
時
～
１
７
時
で
す
。
受
付
時
間
内
で
も
、
担
当
者
が
在
室
で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
再
度
電
話

す
る
か
、
電
子
メ
ー
ル

(ｓ
ｏ
ｕ
ｄ
ａ
ｎ
＠
ｍ
ｅ
ｄ
．
ｔ
ｏ
ｈ
ｏ
ｋ
ｕ
．
ａ
ｃ
．
ｊ
ｐ

)を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
は
ど

の
ア
ド
レ
ス
か
ら
発
信
し
て
も
結
構
で
す
。
す
ぐ
に
返
事
を
差
し
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
置
き
く

だ
さ
い
。

 
 
や
む
得
な
い
事
情
で
面
接
予
約
を
変
更
し
た
い
場
合
、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
、
直
接
来
所
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
そ
の
旨

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
予
約
し
た
面
接
の
当
日
に
急
に
来
所
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
を
再
度
取
り
た
い
場
合
、
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
、
直
接
来
所
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
 ６
．
 電

子
メ
ー
ル
に
つ
い
て

 
 
電
子
メ
ー
ル
は
そ
の
性
質
上
、
秘
密
を
十
分
確
保
で
き
な
い
た
め
、
学
生
な
ん
で
も
相
談
室
で
は
電
子
メ
ー
ル
を
用
い
た

相
談
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 
 以
上
の
１
～
６
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
学
生
な
ん
で
も
相
談
室
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
疑
問
や
心
配
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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か
ら
だ
に
起
こ
り
や
す
い
変
化

 


疲
れ
が
と
れ
な
い

 


眠
れ
な
い
、
悪
夢
を
み
る

 


朝
は
や
く
目
覚
め
る

 


集
中
力
が
な
く
な
る

 


吐
き
気
、
食
欲
不
振
、
胃
痛

 


下
痢
、
便
秘
、
頭
痛

 

 

 

・
・
・
学
生
相
談
所
か
ら
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
へ
・
・
・

 
 

震
災
後
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化
に
つ
い
て

 
   
今
回
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
大
地
震
の
よ
う
な
大
災
害
に
遭
っ
た
後
に
は
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に

い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
常
と
は
か
け
離
れ
た
大
き
な
出
来
事
に
対
す
る
正

常
な
反
応
で
す
。
災
害
後
、
約
２
～
３
週
間
は
体
調
の
変
化
が
お
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
が
、

 

多
く

の
症
状
は
、
時
間
と
と
も
に
自
然
に
回
復
し
て
い
き
ま
す
。

 

 こ
こ
ろ
に
起
こ
り
や
す
い
変
化

 
 

 
怖
い
体
験
を
何
度
も
思
い
出
す

 


自
分
を
と
て
も
無
力
な
も
の
に
感
じ
る

 


怒
り
や
い
ら
い
ら
を
感
じ
る

 


助
か
っ
た
こ
と
を
後
ろ
め
た
く
思
う

 


将
来
に
希
望
が
持
て
ず
、
不
安
に
な
る

 


何
事
に
も
無
関
心
、
無
感
動
に
な
っ
て
し

ま
う

 

 対
応
は
…

 


気
持
ち
や
体
験
を
こ
と
ば
に
す
る
と
落
ち
着
き
ま
す
。

 


睡
眠
、
休
息
、
食
事
、
運
動
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

 


リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
こ
と
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
（
深
呼
吸
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
気
分
が
落
ち
着
く
音
楽
を
聞
く
）
。

 


不
注
意
に
よ
る
事
故
や
怪
我
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
、
普
段
よ
り
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

 


心
身
の
苦
痛
が
強
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
長
す
ぎ
る
と
感
じ
た
時
は
、
学
生
相
談
所
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

 
 

 
 

 
 

東
北
大
学
学
生
相
談
所

 

 
 
電
話
：

02
2-

79
5-

78
33

 

 
 
メ
ー
ル
：

ga
ku

so
@

bu
re

au
.t

oh
ok

u.
ac

.j
p 

 
＊
資
料
作
成
に
あ
た
っ
て
、
宮
城
県
お
よ
び
岩
手
大
学
が
作
成
し
た
資
料
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

学
生

相
談

所
学

生
相

談
所

学
生

相
談

所
学

生
相

談
所

    

E
-
m

ai
l:g

ak
u
so

@
b
u
re

au
.t
o
h
o
ku

.a
c
.jp

(受
付

の
み

) 

U
R

L
:h

tt
p
:/

/
w

w
w

.u
c
c
.h

e
.t
o
h
o
ku

.a
c
.jp

/
in

d
e
x.

h
tm

l 

さ
ま

ざ
ま

な
問

題
に

ぶ
つ

か
っ

て
悩

ん
だ

り
不

安
に

な
っ

た
と

き
,こ

こ
ろ

が
疲

れ
た

と
感

じ
た

と
き

, 

そ
ん

な
と

き
気

軽
に

相
談

に
い

ら
し

て
く
だ

さ
い

。
(詳

細
は

学
生

相
談

所
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

)  

そ
の

他
ど

ん
な

こ
と

で
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
専

門
の

ス
タ

ッ
フ

〔
臨

床
心

理
士

〕
が

相
談

に
の

り
ま

す
。

 

必
要

に
応

じ
て

,他
の

窓
口

や
サ

ー
ビ

ス
機

関
、

専
門

家
の

方
を

紹
介

す
る

こ
と

も
で

き
ま

す
。

 
 

相
談

内
容

に
つ

い
て

の
秘

密
は

厳
重

に
守

ら
れ

ま
す

の
で

安
心

し
て

相
談

し
て

く
だ

さ
い

。
 

学
生

相
談

所
に

直
接

お
い

で
く
だ

さ
る

か
、

あ
ら

か
じ

め
電

話
で

面
談

時
間

を
予

約
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

〒
9
8
0
-
8
5
7
6
 
仙

台
市

青
葉

区
川

内
4
1
 

場
 
所

 
: 

川
内

北
キ

ャ
ン

パ
ス

 
保

健
管

理
セ

ン
タ

ー
隣

 

相
談

申
込

 
: 

学
生

相
談

所
受

付
 
0
2
2
-
7
9
5
-
7
8
3
3
 
 

相
談

時
間

 
: 

月
～

金
 
午

前
9

時
3
0

分
～

午
後

5
時

 
(祝

日
お

よ
び

年
末

年
始

は
休

み
で

す
。

) 


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1 
 

震
災

後
の

学
生

状
況

把
握

に
向

け
た

第
２

回
ア

ン
ケ

ー
ト

 
 

 
本

ア
ン

ケ
ー

ト
は
以

下
の

2
点

を
目

的
と
し

て
実

施
し
ま

す
。

こ
れ

に
同

意
し
た
学
生

諸
君

に
記

入

を
お
願

い
し
ま
す
。
但

し
，
同

意
で

き
な

か
っ

た
場

合
で

も
体

調
の

異
常

や
，
そ

の
他

震
災

に
関

連
す

る

問
題

な
ど

が
出

た
場
合

は
，
厚
生

委
員

会
，
教

務
，
医
学
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
な

ど
に

遠
慮

な
く

相
談

し
て

下
さ

い
。

ま
た
，

 “
回

答
し
た
く
な
い
”
 
部

分
は
無
回
答

で
結

構
で
す
。

 

１
. 
東

日
本

大
震

災
及

び
こ
れ

に
関

連
し
た
事
項

に
よ
っ
て
，
学

生
諸

君
に
身

体
・精

神
的

・経
済

的
に
何

ら

か
の
問

題
が
生

じ
て
い
な
い
か
，
ま
た
は
こ
れ

か
ら
生

じ
得

な
い
か
を
早

期
に
発
見

し
，
希

望
者

に
は

 （
設

問
1
0
. 
参

照
） 

必
要

に
応

じ
て
こ
れ

に
対

応
す
る
，
ま
た
は
諸

君
に
対

応
の
た
め
の
情

報
を
提

供
す
る
。
 

２
. 
こ
の
様

な
震

災
が
，
学

生
諸

君
に
今

後
ど
の
様

な
影

響
を
与

え
る
の
か
を
把

握
す
る
た
め
の
基

礎
資

料
と
し
て
用

い
，
今
後

，
同

様
の
災

害
が
起

こ
っ
た
場

合
の
望
ま
し
い
対

応
策

を
考

え
る
資

料
と
す
る

＊
。
 

＊
公

開
資
料

・
学

会
発

表
等

に
用

い
る
場

合
，

情
報

に
関
す

る
匿

名
性

は
必

ず
守

り
ま

す
。

 

・
上

記
の
目

的
を
理

解
し
，
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記

入
に

( 
 

a.
 
同
意

し
ま
す
。
 
 

 
 
ｂ
. 
同

意
し
ま
せ

ん
。
 

 
) 

・以
下

の
設

問
に
は
，
上

記
に
お
い
て

 
a.

 を
選

択
し
た
場

合
の
み

に
記

入
し
て
下

さ
い
。
 

学
年

：
 

 
 

 
年
，

学
籍

番
号

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

，
名

前
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
）

東
日

本
大

震
災
を

受
け

た
場

所
に

つ
い

て
記

入
し

て
下

さ
い

。
 

 
a.

 本
学
の

講
義

棟
 

 
b.

 大
学

病
院

 
 

c. 
地

域
の
病

院
（

場
所

：
 

 
 

 
）

 
d.

 自
宅

 
 

e.
 郷

里
に

戻
っ
て

い
た
（
県

名
：
 

 
 

 
 
）
 

 
f. 

そ
の

他
（

具
体
的

に
：
 

 
 

 
 

 
 
）
 

２
）

上
記

に
お

い
て
，

被
災

時
の

状
況

を
記

入
し

て
下

さ
い

。
（

複
数

選
択

可
）

 
 

a.
 建

物
が

半
壊

以
上

で
あ

っ
た

 
 

b.
 家

屋
内

の
備
品
・
家

具
の

み
が

被
災
 

 
c. 

自
分

に
外
傷

 
 

な
ど

の
人

的
な

被
災

が
あ

っ
た

。（
具

体
的

に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

d.
 自

分
以

外
に

人
的
被

災
が

あ
っ

た
（

具
体

的
に
：
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

 
e.

 ほ
と

ん
ど

被
災

は
無

か
っ
た

。
 

f. 
そ

の
他
（

具
体
的

に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

３
）

家
族

や
自

分
に
近

い
方

の
被

災
状

況
に

つ
い

て
。
（
複

数
選

択
可

）
 

 
a.

 人
的
な

被
災

が
あ

っ
た
（

被
災

を
受

け
た
方

は
：
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
，

 
 

ど
の

様
な

被
災

か
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ）

 
 

b.
 家

屋
等

に
被

災
が

あ
っ

た
（

具
体

的
に
：
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
 )

 
 

c. 
家

計
を

支
え

る
手
段

に
障

害
が

生
じ

た
（

具
体

的
に
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

d.
 被

災
は

無
か

っ
た
。

 

４
）

上
記

２
）
，

３
）
の

被
災

状
況
に

つ
い

て
，

そ
の

後
の

変
化

を
記

入
し

て
下

さ
い

。
 

カ
ッ

コ
内

記
載

例
（

2-
a
，

3
-
a
）
 

 
a.
 
問

題
は

な
く

な
っ

た
（
 

）
 

 
b.
 
軽

減
し

た
（
 

）
 

 
c. 

変
わ

ら
な

い
（
 

）
 

 
d.
 
強

ま
っ

て
い

る
（
 

）
 

 
e.
 
新

た
に

出
現
し

た
（
 

）
 

2 
 ５

）
今

回
の

震
災

に
関

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

ま
し

た
か

。
 

 
a.

 参
加
し

た
 

 
b.

 参
加

し
な

か
っ

た
 

６
）

被
災

か
ら

現
在
ま

で
の

体
調

（
そ

の
１

）
に

つ
い

て
答

え
て

下
さ

い
。
 

 
a.
 
頭

痛
，

腹
痛

，
吐

き
気

，
下

痢
，

便
秘

，
め

ま
い
等
の

症
状

が
持

続
的

ま
た

は
時

々
あ

る
 

 
（

有
す

る
症

状
に

○
，

他
の

症
状
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

 
b.
 
特

に
異

常
は

感
じ

て
い

な
い
 

７
）

被
災

か
ら

現
在
ま

で
の

体
調

（
そ

の
２

）
に

つ
い

て
答

え
て

下
さ

い
。
（

複
数

回
答

可
）
 

 
a.
 
震

災
に

関
連

し
て

，
思

い
出

し
た

く
な

い
記

憶
が
時
々

出
て

く
る

，
悪

夢
を

見
る
 

 
b.
 
急

に
不

安
や

恐
怖

を
覚

え
る

事
が

あ
る
 

 
c. 

震
災

後
に

特
定

の
所

に
行

け
な

く
な

っ
た
 

 
d.
 
震

災
時

の
体

験
で
思

い
出

せ
な

い
事

，
考

え
る
の
を

避
け

て
い

る
事

な
ど

が
あ

る
 

 
e.
 
不

眠
が

続
い
て

い
る

，
少
し

の
物

音
な

ど
で

す
ぐ

に
覚

醒
す

る
 

 
f. 

自
分

を
責

め
る

よ
う

な
考

え
が
浮

か
ぶ

（
自

分
は

何
も

で
き

な
い

等
）
 

 
g.
 
否

定
的
な

考
え

方
が

増
え

た
（

誰
も
私

を
助

け
ら

れ
な

い
，

何
を

し
て

も
意

味
が

無
い

等
）
 

 
h.
 
特

に
（

上
記
の

様
な

）
異

常
は

感
じ

て
い

な
い
 

８
）

上
記

の
症

状
に
つ

い
て

，
4
月

・
5
月

と
比

較
し

て
ど

う
変

化
し

て
い

ま
す

か
。
 

カ
ッ

コ
内

記
載

例
（

6-
頭

痛
，

7
-
a）

 

a.
 
症

状
は
な

く
な

っ
た

（
 

）
 

b.
 
軽

減
し
た

（
 

）
 

c. 
変

わ
ら

な
い

（
 

）
 

d.
 
強

ま
っ

て
い

る
（
 

）
 

e.
 
新

た
に

出
現

し
た

（
 

）
 

９
）
 
体

調
や

経
済

的
事
情

な
ど
で
（そ

の
他

で
も
結

構
で
す
），

何
ら
か
の
相

談
を
希

望
し
ま
す
か
。
 

 
a.
 
相

談
を

希
望

す
る

 
 

b.
 既

に
相

談
し
て

い
る

 
 

c. 
希

望
し

な
い
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3 
  1
0
）

現
在

困
っ

て
い
る

事
等

が
あ

れ
ば

，
自

由
記

載
欄

に
記

載
し

て
下

さ
い

。
 

[
自

由
記

入
欄

] 

 

               

 
 

震
災

後
の

学
生

状
況

把
握

に
向

け
た

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
 

 ＊
記

入
し

た
ア

ン
ケ
ー

ト
は

，
綴

じ
ら

れ
て

い
る

３
ペ

ー
ジ

ま
で

を
教

務
係

に
提

出
し

て
下

さ
い

。
 

保
健

学
科

の
学

生
は
、

保
健

学
科

総
務

係
に

提
出

し
て

も
結

構
で

す
。
 

 ＊
ア

ン
ケ

ー
ト

用
紙

は
E
A
S
T
に

て
も

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

が
可

能
で

す
。
 

 ＊
ア

ン
ケ

ー
ト

の
提
出

後
に

，
体

調
の

異
常

な
ど

が
生

じ
た

場
合

に
も

，
学

生
厚

生
委

員
会

，
教

務
，

医
学

教
育

推
進

セ
ン
タ

ー
、
学
生

な
ん

で
も

相
談

室
、
学
生

相
談

所
、
相

談
し

や
す

い
窓
口

や
先

生
な

ど
に

気
軽

に
相

談
し
て

下
さ

い
。

 
 ＊

ア
ン

ケ
ー

ト
に

関
す

る
質

問
が

あ
れ

ば
，

医
学

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

（
7
1
7
-
82
2
2
）
、

あ
る
い

は
教

務
係

に
気

軽
に

問
い
合

わ
せ

て
下

さ
い

。
 

   
学

生
厚

生
委

員
会

 
委

員
長

 
堀

井
 

明
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
委

員
長

 
斉

藤
 

秀
光
 

 
医

学
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
 

 
金

塚
 

完
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4 

Q
ue

st
io

nn
ai

re
 fo

r s
tu

de
nt

s 
to

 u
nd

er
st

an
d 

th
e 

si
tu
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io

n 
 4

 m
on

th
s 

af
te

r t
he

 e
ar

th
qu

ak
e 

Th
is

 q
ue

st
io

nn
ai

re
 is

 to
 u

nd
er

st
an

d 
th

e 
pr

es
en

t s
itu

at
io

n 
of

 s
tu

de
nt

s 
af

te
r t

he
 

ea
rt

hq
ua

ke
 o

n 
M

ar
ch

 1
1.

 P
le

as
e 

fil
l a

nd
 e

nc
lo

se
 th

e 
fo

rm
 in

 a
n 

en
ve

lo
pe

 a
nd

 p
os

t i
t i

n 
th

e 
bo

x 
at

 th
e 

St
ud

en
t A

ffa
ir

s 
O

ffi
ce

 (K
yo

um
us

hi
ts

u)
, o

nl
y 

w
he

n 
yo

u 
un

de
rs

ta
nd

 a
nd

 a
gr

ee
 

th
e 

pu
rp

os
e 

of
 th

is
 q

ue
st

io
nn

ai
re

. E
ve

n 
th

ou
gh

 y
ou

 d
o 

no
t a

gr
ee

 to
 a

ns
w

er
 th

e 
qu

es
tio

nn
ai

re
, d

o 
no

t h
es

ita
te

 to
 te

ll 
an

d/
or

 a
sk

 u
s 

fo
r h

el
p 

w
he

ne
ve

r y
ou

 h
av

e 
an

y 
ph

ys
ic

al
, m

en
ta

l, 
an

d/
or

 fi
na

nc
ia

l p
ro

bl
em

s. 
W

e 
ar

e 
w

ill
in

g 
to

 h
el

p 
yo

u.
 If

 th
er

e 
ar

e 
an

y 
qu

es
tio

ns
 th

at
 y

ou
 d

o 
no

t w
an

t t
o 

an
sw

er
, p

le
as

e 
le

av
e 

th
em

 a
s 

bl
an

ks
. P

ur
po

se
s 

of
 th

is
 

qu
es

tio
nn

ai
re

 a
re

 a
s 

fo
llo

w
s: 

1.
 H

av
e 

G
re

at
 E

as
t J

ap
an

 E
ar

th
qu

ak
e 

an
d 

re
la

te
d 

m
at

te
rs

 in
flu

en
ce

d 
on

 s
tu

de
nt

s 
an

y 
of

 
ph

ys
ic

al
, m

en
ta

l a
nd

/o
r f

in
an

ci
al

 p
ro

bl
em

s?
 If

 s
o,

 w
e 

w
is

h 
to

 fi
nd

 th
em

 e
ar

lie
r a

nd
 h

el
p 

th
os

e 
w

ho
 w

is
h 

ou
r h

el
p 

(s
ee

 a
ls

o 
Q

ue
st

io
n 

10
) b

y 
tr

ea
tm

en
t a

nd
/o

r p
ro

vi
di

ng
 re

le
va

nt
 

in
fo

rm
at

io
n.

 
2.

 T
he

 co
lle

ct
ed

 in
fo

rm
at

io
n 

w
ith

 th
is

 q
ue

st
io

nn
ai

re
 w

ill
 b

e 
us

ed
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 u
nd

er
st

an
d 

th
e 

fu
tu

re
 

ef
fe

ct
s 
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 s
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nt
s,

 a
nd

 t
o 

ut
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s 
th

e 
va
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ab

le
 in

fo
rm
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io
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fo

r 
th

e 
si

m
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r 
di
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er
 in

 
th
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fu

tu
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en
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r 

pu
bl
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 w
e 

w
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co

nf
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en
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lit
y 

of
 th

e 
in

fo
rm

at
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n.
  

I u
nd

er
st

an
d 

th
e 

ab
ov

e 
m

en
tio

ne
d 

pu
rp

os
e,

 a
nd

 
a.

 I 
ag

re
e 

to
 fi

ll 
ou

t t
he

 q
ue

st
io

nn
ai

re
. 

 
 

b.
 I 

do
 n

ot
 a

gr
ee

 to
 fi

ll 
ou

t t
he

 u
es

tio
nn

ai
re

. 

Pl
ea

se
 fi

ll 
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e 

fo
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w
in

g 
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es
tio
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 o

nl
y 

if 
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u 
ch
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G
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St
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be
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N
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 W
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 E
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a.
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 U
ni
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 L

ec
tu
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ui
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in
g 

 
 

b.
 U
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ve
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 H
os
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ta
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c. 

Lo
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os

pi
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) 
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 Y
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r h
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e:
 H

om
et

ow
n 

(C
ou
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) 

f: 
O

th
er
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) 

2)
 T

he
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itu
at
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1 
 

震
災

後
の

学
生

状
況

把
握

に
向

け
た

第
３

回
ア

ン
ケ

ー
ト

 
  
本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
以
下
の

2
点
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
同
意
し
た
学
生
諸
君
に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

但
し
，
同
意
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
体
調
の
異
常
や
，
そ
の
他
震
災
に
関
連
す
る
問
題
な
ど
が
出
た
場
合
は
，
厚
生

委
員
会
，
教
務
，
医
学
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
遠
慮
な
く
相
談
し
て
下
さ
い
。
ま
た
，
“
回
答
し
た
く
な
い
”
部
分
は

無
回
答
で
結
構
で
す
。

 

１
. 
東
日
本
大
震
災
及
び
こ
れ
に
関
連
し
た
事
項
に
よ
っ
て
，
学
生
諸
君
に
身
体
・
精
神
的
・経

済
的
に
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ

て
い
な
い
か
，
ま
た
は
こ
れ
か
ら
生
じ
得
な
い
か
を
早
期
に
発
見
し
，
希
望
者
に
は

 
（
設
問
６
. 
参
照
）
 必

要
に
応
じ
て
こ
れ
に

対
応
す
る
，
ま
た
は
諸
君
に
対
応
の
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
。
 

２
. 
こ
の
様
な
震
災
が
，
学
生
諸
君
に
今
後
ど
の
様
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
，
今

後
，
同
様
の
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
望
ま
し
い
対
応
策
を
考
え
る
資
料
と
す
る

＊
。
 

＊
公

開
資
料

・
学

会
発

表
等

に
用

い
る
場

合
，

情
報

に
関
す

る
匿

名
性

は
必

ず
守

り
ま

す
。

 
本
ア
ン
ケ
ー
ト
は

20
11

年
4~

5
月
と

7
月
に

2
回
実
施
し
、
被
災
学
生
の
精
神
的
支
援
や
経
済
的
支
援
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
震
災
後

1
年
を
前
に
し
て
、
第

3
回
目
を
実
施
し
ま
す
。

 

・
上

記
の

目
的

を
理
解

し
，

ア
ン

ケ
ー

ト
の

記
入

に
( 

 
a.

 同
意

し
ま
す
。
 
 

 
ｂ
. 
同

意
し
ま
せ

ん
。
 
 

) 

※
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
例
：

 

O
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

 

所
属

：
O
 
医

学
科
 

O
 
保

健
学

科
 

O
 
大

学
院
 

学
年

：
 

 
 

 
年
，

学
籍

番
号

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

，
名

前
：

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

１
）

家
族

や
自

分
に
近

い
方

の
被

災
状

況
に

つ
い

て
。
（
複

数
選

択
可

）
 

O
 1

.人
的

な
被

災
が

あ
っ

た
 

O
 2

.家
屋
等

に
被
災

が
あ

っ
た

 
O

 3
.家

計を
支え

る手
段に

障害
が生

じた
 

O
 4

.被
災
は
無
か
っ
た

 

２
）

上
記

１
）

で
，

”被
災

は
無

か
っ

た
”以

外
の
い

ず
れ
か

を
選

択
し

た
場

合
，

該
当

す
る

被
災

状
況

に
つ

い
て

，

そ
の

後
の

変
化

を
記
入

し
て

下
さ

い
。

 
カ

ッ
コ

内
記

入
例

（
2，

3
）
 

O
 
問
題
は
な
く
な
っ
た
（
 

）
 

O
 
軽
減
し
た
（
 

）
 

O
 
変
わ
ら
な
い
（
 

）
 

O
 
強
ま
っ
て
い
る
（
 

）
 

O
 
新
た
に
出
現
し
た
（
 

）
 

３
）

被
災

か
ら

現
在
ま

で
の

体
調

（
そ

の
１

）
に

つ
い

て
答

え
て

下
さ

い
。
 

下
記

の
症

状
が

持
続
的

ま
た

は
時

々
あ

る
 

O
 
a.
頭
痛
 

O
 
b.
腹
痛
 

O
 
c.
吐
き
気
 

O
 
d.
下
痢
 

O
 
e.
便
秘
 

O
 
f.め

ま
い
 

O
 
g.
不
眠
 

O
 
h.
そ
の
他
の
症
状
：（

 
）
 

O
 
i.特

に
異
常
は
感
じ
て
い
な
い
 

４
）

被
災

か
ら

現
在
ま

で
の

体
調

（
そ

の
２

）
に

つ
い

て
答

え
て

下
さ

い
。
（

複
数

回
答

可
）
 

O
 a

.震
災
に
関
連
し
て
，
思
い
出
し
た
く
な
い
記
憶
が
時
々
出
て
く
る
，
悪
夢
を
見
る
 

O
 b

.急
に
不
安
や
恐
怖
を
覚
え
る
事
が
あ
る
 

O
 c

.震
災
後
に
特
定
の
所
に
行
け
な
く
な
っ
た
 

O
 d

.震
災
時
の
体
験
で
思
い
出
せ
な
い
事
，
考
え
る
の
を
避
け
て
い
る
事
な
ど
が
あ
る
 

O
 e

.不
眠
が
続
い
て
い
る
，
少
し
の
物
音
な
ど
で
す
ぐ
に
覚
醒
す
る
 

O
 f.
自
分
を
責
め
る
よ
う
な
考
え
が
浮
か
ぶ
（
自
分
は
何
も
で
き
な
い
等
）
 

O
 g

.否
定
的
な
考
え
方
が
増
え
た
（
誰
も
私
を
助
け
ら
れ
な
い
，
何
を
し
て
も
意
味
が
無
い
等
）
 

O
 h

.そ
の
他
 
カ
ッ
コ
内
記
入
例
（
意
欲
が
わ
か
な
い
，
疲
れ
が
と
れ
な
い
，
飲
酒
量
が
増
え
た
）
 

（
 

）
 

O
 i.
特
に
（
上
記
の
様
な
）
異
常
は
感
じ
て
い
な
い

良
い

例

●
✓

・
-

悪
い

例
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2 

５
）

上
記

３
）
，

４
）
の

症
状

に
つ
い

て
，

以
前

と
比

較
し

て
ど

う
変

化
し

て
い

ま
す

か
。
 

カ
ッ

コ
内

記
入

例
（

3-
a
，

4
-
a
）
 

O
 症

状
は
な
く
な
っ
た
（
 

）
 

O
 軽

減
し
た
（
 

）
 

O
 変

わ
ら
な
い
（
 

）
 

O
 強

ま
っ
て
い
る
（
 

）
 

O
 新

た
に
出
現
し
た
（
 

）
 

６
） 

体
調
や

経
済

的
事
情

な
ど
で
（そ

の
他

で
も
結

構
で
す
），

何
ら
か
の
相

談
を
希

望
し
ま
す
か
。
 

O
 
相
談
を
希
望
す
る
 
 

O
 既

に
相
談
し
て
い
る
 
 

O
 相

談
を
希
望
し
な
い
 

７
）

現
在

困
っ

て
い
る

事
等

が
あ

れ
ば

，
下

記
の

記
載

欄
に

記
載

し
て

下
さ

い
。
 

・
経

済
的

な
面

で
心
配

な
こ

と
 

※
震
災

育
英

奨
学

金
等

に
つ

い
て

は
現

在
検

討
中

で
す

が
，

本
ア

ン
ケ
ー

ト
の

内
容

も
参

考
に

し
ま

す
。
 

         ・
精

神
的

な
面

で
不
安

な
こ

と
 

         ・
そ

の
他

自
由

記
載
欄
 

         

 

3 
 

震
災

後
の

学
生

状
況

把
握

に
向

け
た

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
 

 ＊
記

入
し

た
ア

ン
ケ
ー

ト
は

，
医

学
部
・
医

学
系

研
究
科
の

教
務

室
内

に
あ

る
提

出
箱

に
提

出
し

て
下

さ
い

。
 

保
健

学
科

の
学

生
は
、

保
健

学
科

総
務

係
の

提
出

箱
に

提
出

し
て

も
結

構
で

す
。
 

 ＊
ア

ン
ケ

ー
ト

用
紙

は
E
A
S
T
で

も
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
が

可
能

で
す

。
 

 ＊
ア

ン
ケ

ー
ト

の
提
出

後
に

，
体

調
の

異
常

な
ど

が
生

じ
た

場
合

に
も

，
学

生
厚

生
委

員
会

，
教

務
，

医
学

教
育

推
進

セ
ン
タ

ー
、
学
生

な
ん

で
も

相
談

室
、
学
生

相
談

所
、
相

談
し

や
す

い
窓
口

や
先

生
な

ど
に

気
軽

に
相

談
し
て

下
さ

い
。

 
 ＊

ア
ン

ケ
ー

ト
に

関
す

る
質

問
が

あ
れ

ば
，

医
学

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

（
7
1
7
-
85
0
8
）
、

あ
る
い

は
教

務
係

に
気

軽
に

問
い
合

わ
せ

て
下

さ
い

。
 

   
学

生
厚

生
委

員
会

 
委

員
長

 
堀

井
 

明
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
委

員
長

 
斉

藤
 

秀
光
 

 
医

学
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
 

 
金

塚
 

完
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*T
he

 E
ng

lis
h 

ve
rs

io
n 

of
 th

is
 q

ue
st

io
nn

ai
re

 is
 a

va
ila

bl
e 

fr
om

 p
p.

 4
 to

 6
. P

le
as

e 
us

e 
it 

if 
yo

u 
pr

ef
er

. 
 

1 
 

震
災

後
の
学

生
状

況
把

握
に
向

け
た

第
３

回
ア
ン
ケ

ー
ト

 
  
本
ア

ン
ケ
ー
ト
は
以
下
の

2
点
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
同
意
し
た
学
生
諸
君
に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

但
し
，
同
意
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
体
調
の
異
常
や
，
そ
の
他
震
災
に
関
連
す
る
問
題
な
ど
が
出
た
場
合
は
，
厚
生

委
員
会
，
教
務
，
医
学
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
遠
慮
な
く
相
談
し
て
下
さ
い
。
ま
た
，
“回

答
し
た
く
な
い
”部

分
は

無
回
答

で
結
構
で
す
。

 

１
. 
東
日
本
大
震
災
及
び
こ
れ
に
関
連
し
た
事
項
に
よ
っ
て
，
学
生
諸
君
に
身
体
・精

神
的
・経

済
的
に
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ

て
い
な
い
か
，
ま
た
は
こ
れ
か
ら
生
じ
得
な
い
か
を
早
期
に
発
見
し
，
希
望
者
に
は

 （
設
問
６
. 
参
照
） 
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
に

対
応
す
る
，
ま
た
は
諸
君
に
対
応
の
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
。
 

２
. 
こ
の
様
な
震
災
が
，
学
生
諸
君
に
今
後
ど
の
様
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
，
今

後
，
同
様
の
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
望
ま
し
い
対
応
策
を
考
え
る
資
料
と
す
る

＊
。
 

＊
公

開
資
料
・
学
会
発
表
等
に
用
い
る
場
合
，
情
報
に
関
す
る
匿
名
性
は
必
ず
守
り
ま
す
。

 
本
ア
ン

ケ
ー
ト
は

20
11

年
4~

5
月
と

7
月
に

2
回
実
施
し
、
被
災
学
生
の
精
神
的
支
援
や
経
済
的
支
援
に
役
立
て
る

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
、
震
災
後

1
年
を
前
に
し
て
、
第

3
回
目
を
実
施
し
ま
す
。

 

・
上

記
の
目
的
を
理
解
し
，
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
に

( 
 

a.
 同

意
し
ま
す
。
 
 

 
ｂ
. 
同
意
し
ま
せ
ん
。
 
 

) 

※
本
ア
ン
ケ

ー
ト
の

記
入
例

：
 

O
を
塗

り
つ
ぶ

し
て
く

だ
さ
い

。
 

所
属

：
O
 
医
学
科
 

O
 
保
健
学
科
 

O
 
大
学
院
 

学
年

：
 
 
 
 
年
，

学
籍
番
号
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
名
前
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
）

家
族
や
自
分
に
近
い
方
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
。
（
複

数
選
択
可
）

 
O

 1
.人

的
な

被
災

が
あ

っ
た

 
O

 2
.家

屋
等

に
被
災

が
あ

っ
た

 
O

 3
.家

計を
支え

る手
段に

障害
が生

じた
 

O
 4

.被
災
は
無
か
っ
た

 

２
）

上
記
１
）
で
，

”被
災
は
無
か
っ
た

”以
外
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
た
場
合
，
該
当
す
る
被
災
状
況
に
つ
い
て
，

そ
の

後
の
変
化
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

 
カ

ッ
コ
内
記
入
例
（
2，

3
）
 

O
 
問
題
は
な
く
な
っ
た
（
 

）
 

O
 
軽
減
し
た
（
 

）
 

O
 
変
わ
ら
な
い
（
 

）
 

O
 
強
ま
っ
て
い
る
（
 

）
 

O
 
新
た
に
出
現
し
た
（
 

）
 

３
）

被
災
か
ら
現
在
ま
で
の
体
調
（
そ
の
１
）
に
つ
い
て
答
え
て
下
さ
い
。
 

下
記

の
症
状
が
持
続
的
ま
た
は
時
々
あ
る
 

O
 
a.
頭
痛
 

O
 
b.
腹
痛
 

O
 
c.
吐
き
気
 

O
 
d.
下
痢
 

O
 
e.
便
秘
 

O
 
f.め

ま
い
 

O
 
g.
不
眠
 

O
 
h.
そ
の
他
の
症
状
：（

 
）
 

O
 
i.特

に
異
常
は
感
じ
て
い
な
い
 

４
）

被
災
か
ら
現
在
ま
で
の
体
調
（
そ
の
２
）
に
つ
い
て
答
え
て
下
さ
い
。
（
複
数
回
答
可
）
 

O
 a

.震
災
に
関
連
し
て
，
思
い
出
し
た
く
な
い
記
憶
が
時
々
出
て
く
る
，
悪
夢
を
見
る
 

O
 b

.急
に
不
安
や
恐
怖
を
覚
え
る
事
が
あ
る
 

O
 c

.震
災
後
に
特
定
の
所
に
行
け
な
く
な
っ
た
 

O
 d

.震
災
時
の
体
験
で
思
い
出
せ
な
い
事
，
考
え
る
の
を

避
け
て
い
る
事
な
ど
が
あ
る
 

O
 e

.不
眠
が
続
い
て
い
る
，
少
し
の
物
音
な
ど
で
す
ぐ
に
覚
醒
す
る
 

O
 f.
自
分
を
責
め
る
よ
う
な
考
え
が
浮
か
ぶ
（
自
分
は
何
も
で
き
な
い
等
）
 

O
 g

.否
定
的
な
考
え
方
が
増
え
た
（
誰
も
私
を
助
け
ら
れ
な
い
，
何
を
し
て
も
意
味
が
無
い
等
）
 

O
 h

.そ
の
他
 
カ
ッ
コ
内
記
入
例
（
意
欲
が
わ
か
な
い
，
疲
れ
が
と
れ
な
い
，
飲
酒
量
が
増
え
た
）
 

（
 

）
 

O
 i.
特
に
（
上
記
の
様
な
）
異
常
は
感
じ
て
い
な
い

良
い

例

●
✓

・
-

悪
い

例

 

2 

５
）

上
記

３
）
，

４
）
の

症
状

に
つ
い

て
，

以
前

と
比

較
し

て
ど

う
変

化
し

て
い

ま
す

か
。
 

カ
ッ

コ
内

記
入

例
（

3-
a
，

4
-
a
）
 

O
 症

状
は
な
く
な
っ
た
（
 

）
 

O
 軽

減
し
た
（
 

）
 

O
 変

わ
ら
な
い
（
 

）
 

O
 強

ま
っ
て
い
る
（
 

）
 

O
 新

た
に
出
現
し
た
（
 

）
 

６
）
 
体

調
や

経
済

的
事
情

な
ど
で
（そ

の
他

で
も
結

構
で
す
），

何
ら
か
の
相

談
を
希

望
し
ま
す
か
。
 

O
 
相
談
を
希
望
す
る
 
 

O
 既

に
相
談
し
て
い
る
 
 

O
 相

談
を
希
望
し
な
い
 

７
）

現
在

困
っ

て
い
る

事
等

が
あ

れ
ば

，
下

記
の

記
載

欄
に

記
載

し
て

下
さ

い
。
 

・
経

済
的

な
面

で
心
配

な
こ

と
 

※
震
災

育
英

奨
学

金
等

に
つ

い
て

は
現

在
検

討
中

で
す

が
，

本
ア

ン
ケ
ー

ト
の

内
容

も
参

考
に

し
ま

す
。
 

         ・
精

神
的

な
面

で
不
安

な
こ

と
 

         ・
そ

の
他

自
由

記
載
欄
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3 
 

震
災

後
の

学
生

状
況

把
握

に
向

け
た

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
 

 ＊
記

入
し

た
ア

ン
ケ
ー

ト
は

，
医

学
部
・
医

学
系

研
究
科
の

教
務

室
内

に
あ

る
提

出
箱

に
提

出
し

て
下

さ
い

。
 

保
健

学
科

の
学

生
は
、

保
健

学
科

総
務

係
の

提
出

箱
に

提
出

し
て

も
結

構
で

す
。
 

 ＊
ア

ン
ケ

ー
ト

用
紙

は
E
A
S
T
で

も
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
が

可
能

で
す

。
 

 ＊
ア

ン
ケ

ー
ト

の
提
出

後
に

，
体

調
の

異
常

な
ど

が
生

じ
た

場
合

に
も

，
学

生
厚

生
委

員
会

，
教

務
，

医
学

教
育

推
進

セ
ン
タ

ー
、
学
生

な
ん

で
も

相
談

室
、
学
生

相
談

所
、
相

談
し

や
す

い
窓
口

や
先

生
な

ど
に

気
軽

に
相

談
し
て

下
さ

い
。

 
 ＊

ア
ン

ケ
ー

ト
に

関
す

る
質

問
が

あ
れ

ば
，

医
学

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

（
7
1
7
-
85
0
8
）
、

あ
る
い

は
教

務
係

に
気

軽
に

問
い
合

わ
せ

て
下

さ
い

。
 

   
学

生
厚

生
委

員
会

 
委

員
長

 
堀

井
 

明
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
委

員
長

 
斉

藤
 

秀
光
 

 
医

学
教

育
推

進
セ

ン
タ

ー
 

 
金

塚
 

完
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貴重な生物試料などの被害状況

　東日本大震災とその後の停電により、程度の差はあれ、医

学系研究科・医学部の全分野が甚大な被害を被った。2011

年 7 月に実施したアンケート調査（東日本大震災記録集・編

集委員会が実施）により、生物試料等の被害状況の全容が明

らかにされた。本資料では、被害状況の一端を紹介する。

　深刻な被害は、高層建造物である医学部 1号館（11階建て）、

2 号館（9 階建て）、3 号館（12 階建て）、及び 5 号館（10 階

建て）に集中した。特に、3.12（土）の昼頃に電気が復旧し

た 1 号館と 5 号館などと異なり、2 号館と 3 号館（臨床系分

野の研究室が存在）では、建物内部の損傷のため、電気が復

旧するまでに 1 週間以上かかった。その結果、凍結臨床検体

の被害が甚大であった。一方、低層建造物である医学部 4 号

館（6 階建て）と医学部保健学科棟（4 階建ての A 棟、及び

3 階建ての B 棟）の被害は比較的軽微であった。なお、1 日

足らずで電気が復旧した 1 号館の基礎系分野の冷凍庫に凍結

試料を一時避難させ、検体の融解を免れた臨床系分野もあり、

今後の震災対応を策定する際の参考となる。

　震災による機器の倒壊と停電による冷凍庫（－20°C 及び

－80°C）などの機能喪失による被害が多発した。その殆どは、

貴重な凍結臨床検体の喪失であり、二度と入手できない腫瘍

組織、稀少疾患の種々組織、血液、尿、脳脊髄液などの生体

試料が含まれ、その損失は計り知れない。事実、長年（数十

年）にわたり収集してきた臨床検体を失ってしまった分野も

少なくない。

震災による被害

・世界で唯一の稀少疾患を含め数多くの貴重な病理組織標本

（ガラス標本）の喪失

震災後の停電による試料の喪失（凍結試料の融解による被害）

・貴重な臨床検体（1,000 以上の生検組織および患者血清・

脳脊髄液 3,000 検体、剖検から得た脳・脊髄サンプル 100

検体）

・希少疾患の検体ライブラリー

・凍結切片用包埋手術組織（約 5,000 検体）、及びその一部

症例からの抽出ゲノム DNA と RNA 約 1,000 検体

・凍結摘出腫瘍組織（卵巣癌、子宮体癌、骨軟部腫瘍、乳が

ん、前立腺がんなど）。当該分野を集計すると 10,000 検体

を超える。

・約 300 件の試料（凍結脳、切片）

・種々ヒト由来培養細胞（7,000 本のチューブ）

・種々動物実験組織・血液、その調整試料多数

　以上のような逆境の中、教職員と大学院生は立ち上がり、

研究を再開すると共に、津波被災地域における医療支援にも

貢献した。彼らの情熱と行動力に敬意を表する。

（文責 : 柴原茂樹）

被害の実例
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様式１

法人名　国立大学法人　東北大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ 災 害 の 種 類 地震（三陸沖を震源とする地震）

２ 災 害 発 生 日 平成２３年３月１１日(水)　１４：４６

及 び 概 況

３ 被 害 状 況 １８日１７：００現在

所在地
学部・団地名

（高専は学校名）
被害の状況

星陵団地（医学部） 建物 １号館 内部２階RC壁他剥落多数発生

建物 １号館 内部各階RC壁クラック発生

１号館 ボード壁破損

建物 １号館 EXP.J（内部：各階）金属カバー脱落

建物 １号館 EXP.J（外部）破損

建物 １号館 屋上高架水槽破損

建物 １号館 エレベーター２基破損

建物 １号館 大会議室照明カバー脱落

建物 １号館 屋上DC用ダクト脱落　４系統

建物 １号館 ８～１１階廊下スラブ不陸発生

建物 １号館 窓ガラス破損　

建物 １号館 コンセント・スイッチ類破損

建物 １号館 天井スピーカ脱落

建物 １号館 水道配管破損

宮城県仙台市青葉区星陵町 星陵団地（医学部） 建物 １号館 １号館(331)２階大会議室照明カバー脱落

１号館 １階ポンプ室呼水槽漏水

１号館 １階ピロティー給水管破損

１号館 ２階防火戸閉鎖不良

１号館 屋上ドラフト用ダクト破損

１号館 屋上補給水槽ボールタップ破損

１号館 実習棟５階廊下壁剥落

追加（４月１３日） １号館 実習棟４階窓ガラス破損

１号館 １階ロビー天井一部脱落

１号館 ２階大会議室天井からの雨漏り

１号館 実習棟２・５階ボード壁剥落が大幅に増加

追加（４月１５日） １号館 ガス管破損（破損時期不明）

追加（４月２０日） １号館 電気室北側地面陥没

建物 ４号館 内部各階RC壁クラック発生

建物 ４号館 ボード壁破損

建物 ４号館 間仕切り壁変形

建物 ４号館 外壁タイル脱落

４号館 ６階廊下照明脱落

４号館 ４階室名表示脱落

建物 ５号館 階段ボード壁クラック発生

５号館 屋上ドラフト用ダクト破損

建物 ５号館 RC壁、ボード壁クラック発生

建物 ５号館 各階WCドア開閉不良

建物 ５号館 排煙操作ハンドル変形　３ヶ所

建物 ５号館 Pタイル破損

建物 ５号館 外部ポーチ及び建物廻りAS舗装段差発生

建物 ５号館 窓ガラス他破損

建物 ５号館 窓ガラス開閉障害

建物 ５号館 ボード壁破損

建物 ５号館 コンセント・スイッチ類破損

５号館 ガス管破損（破損時期不明）

建物 厚生施設 内部RC壁クラック発生、１階床亀裂発生

施設名
（要求有り○印）

災　　害　　報　　告　　書　（速　報）　第１報
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建物 厚生施設 ２階床Pタイル破損

建物 厚生施設 窓ガラス破損　１カ所

建物 厚生施設 ドア破損　１カ所

建物 厚生施設 空調吹出し口脱落　３カ所

建物 厚生施設 漏電発生（調査中）

建物 保健学科 Ａ棟内部各階RC壁クラック発生

建物 保健学科 Ａ棟EXP.J部開口

建物 保健学科 Ｂ棟内部各階RC壁クラック発生

建物 保健学科 Ｂ棟２階廊下スラブ不陸発生

保健学科 外部マンホール蓋破損

保健学科 Ａ棟廊下巾木脱落

保健学科 Ａ棟ロビー天井破損

保健学科 Ｂ棟増築部分との隙間拡大

土地 医学部北門付近　AS舗装沈下（50cm×6m程度)

建物 動物実験施内部各階RC壁クラック発生

建物 動物実験施空調吸気口脱落　２ヶ所

建物 動物実験施空調チャンバー脱落　２系統

建物 動物実験施排気口ダクト脱落　４ヶ所

建物 動物実験施空調ダクト破損

建物 RI星陵サ
ブセン

ブースターファン動作異常

建物 RI星陵サ
ブセン

照明器具脱落　　１ヶ所

建物 RI星陵サ
ブセン

非常扉開閉障害　　２ヶ所

建物 RI星陵サ
ブセン

ヒートポンプエアコン不作動

建物 RI星陵サ
ブセン

コンセント破損　１ヶ所

建物 体育館 体育館(356)玄関ホール部分RC壁クラック発生

建物 艮陵会館 ２階EXP.J（内外部）金属カバー脱落　４枚

建物 艮陵会館 内部各階RC壁クラック発生、一部脱落発生

建物 艮陵会館 ピロティー部分外壁タイル剥落及び床クラック発生　約５ｍ

建物 艮陵会館 ２階EXP.J周辺天井破損　約１㎡

建物 艮陵会館 ２階大会議室照明器具脱落　２ヶ所

建物 艮陵会館 ピロティー照明器具脱落　１ヶ所

建物 艮陵会館 記念ホール照明器具脱落（高所にて未確認）

建物 艮陵会館 窓ガラスシーリング脱落

建物 艮陵会館 １階床木パネル脱落

建物 艮陵会館 避難誘導灯表示パネル脱落　１ヶ所

建物 艮陵会館 ５階機械室給水配管からの漏水　１ヶ所

建物 艮陵会館 記念ホールスピーカー脱落　１ヶ所

建物 艮陵会館 機械室内冷温水管漏水発生　１ヶ所

工作物 艮陵会館 外部内庭灯篭破損（11基）

艮陵会館 ２階小会議室窓ガラス破損

艮陵会館 ２階記念ホールロビー床破損

艮陵会館 ２階記念ホールスピーカー脱落（２台）

艮陵会館 ２階記念ホールロビー照明脱落

艮陵会館 ２階記念ホールロビー壁変形

追加（４月２５日） 艮陵会館 ２階記念ホール天井ガラス破損

追加（５月１１日） 艮陵会館 ピロティーＥＸＰ．Ｊ脱落

艮陵会館 ２階トイレドア開閉不良

建物 課外活動室 内部RC壁クラック発生

建物 課外活動室 コンクリート落下、鉄筋露出　２ヶ所

建物 標本倉庫 窓ガラス破損　１２ヶ所

建物 COE研究棟 ボード壁クラック発生

建物 医学部研究棟 ボード壁破損　５ヶ所
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【震災被害状況一覧】

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 教育用PET分子イメージング装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 疾患モデル動物保存システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 疾患モデル動物飼育システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 疾患モデル動物作製システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 疾患モデル動物解析システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 探索医療用遺伝子・細胞検定システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 探索医療用遺伝子・細胞調整システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 核磁気共鳴イメージング装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学系） 次世代型高速シーケンシングシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） CO2インキュベーター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 透過型電子顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ウルトラミクロトーム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） レーザー顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） フローサイトメーター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 光学蛍光万能顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 3130ジェネティックアナライザ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） パッチクランプシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） nCounter遺伝子解析システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 分離用超遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超遠心機用ローター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 分光光度計

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 微量天秤　は-002-54

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超純水製造装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） CO2インキュベーター　P-008-306

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ドラフトチャンバー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACSキャリバー(2レーザー搭載、セルソーター装置付)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACSキャリバー(2レーザー搭載)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） レーザー操作共焦点顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高感度タンパク質同定用質量分析装置（LTQ-LX）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高感度タンパク質同定用質量分析装置（LTQ-Orbitrap Velos ETD）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Fuji LAS4000

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） nanodrop ND-1000

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ステリサイクルCO2インキュベータ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） CO2インキュベータ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） SANYO バイオロジカルセイフ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） SANYO バイオクリーンベンチ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Leica顕微鏡DM1RB

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Leica顕微鏡DM1RBE

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） NikonデジタルサイトDS5ML1

部局名 学部 設備名
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06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） eppendorfマイクロインジェクター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） TOYOBO MagExtractor MFX2000

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Leica顕微鏡DMHRC

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Leica顕微鏡GFP2

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 遺伝子導入装置Nucleofector2Device

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 遺伝子導入装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ステージインキュベーション

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光イメージングシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ライカ　インテリジェント倒立顕微鏡　DMI 6000B（位相差、微分干渉仕様）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） カールツァイス共焦点顕微鏡(LSM510)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） オリンパス　2人用並列型ディスカッション正立顕微鏡　BX50、デジタルカメラ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ライカ蛍光実体顕微鏡（MZ 16FA）M205FAオリンパス　デジタルカメラDP72-SET-B-2

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超低温槽　ULT-1386-5B (REVCO)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） アプライドバイオシステムズDNAシーケンサー(PRISM3100-100C)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） カールツァイツロータリーミクロトーム(HM360)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ライカ　マニピュレーターシステム5台

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ミリポア　純水装置精製装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Bio Rad Chemi DOC XRS Plus

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ニコン共焦点顕微鏡A1R

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） プレクソン多チャンネルアンプシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 活性炭ユニット上置型ドラフトチェンバー（DFV-12DE-12BA1）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） パッチクランプシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） マウス非観血血圧測定装置一式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 膜電固定法装置一式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高速液体クロマトグラフ（日立 LaChrom）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 実験台(ダルトン)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） CO2インキュベーター（アステック）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 安全キャビネット（三洋）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FISH/CGHシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） LAS1000

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） PCR9600

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ベックマン遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Alamae Blue測定用パソコン一式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ベックマン高速遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 光学顕微鏡＋画像取り込みシステム一式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 実験台

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ドラフト

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） CO2 インキュベーター
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06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 吸光度計

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 実験棚

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） サーマルサイクラー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） プロジェクター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 遠心濃縮装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ゲル撮影装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） パラフィン熔融機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） パラフィン伸展機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 純水装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ベンチレーター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 麻酔機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 吸光度計

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超純水製造装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 顕微鏡用デジタルカメラシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） レーザーキャプチャーマイクロダイセクションシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 顕微鏡用デジタルカメラシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） CO2培養器

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 粒子計数分析装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 顕微鏡用デジタルカメラシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） バイオクリーンベンチ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 倒立顕微鏡蛍光位相差セット（KSオリンパス）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 環境制御飼育装置エバックCL-5351-S

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部）
ライカマイクロシステムズ社実体顕微鏡　M651
M001-682

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ADVANTEC　P008-149

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Illumiuna BeadStastion

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超純水製造装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 水銀専用原子蛍光分析装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 筋電図誘発電位検査装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） レール可動式書架システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 移動書架　ｲﾄｰｷ：EMG-7520D

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ユニット収納システム　ｵｶﾑﾗ:FS-9

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超低温フリーザー　SANYO MDF-U72V

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超低温フリーザー　SANYO MDF-U481AT

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超低温ﾌﾘｰｻﾞｰ　SANYO MDF-592AT

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高速液体クロマトグラフタンデム型質量分析計(LC-MS/MS)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ガスクロマトグラフ質量分析計(GC-MS)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 自動固定包埋装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蒸留水発生装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） DNA抽出装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） リアルタイムPCR装置
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06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） インキュベーター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 310ジェネティックアナライザー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 3500ジェネティックアナライザー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） システム生物顕微鏡：，オリンパス顕微鏡デジタルカメラ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 恒温水槽

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 実験台

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 位相差顕微鏡（オリンパス）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Apple Mac Pro　Apple Zoem 2x3.2GHz Quad-Core Intel Xenon

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ミクローム社製クリオスタット

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超純水製造装置GRADIENT本体

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 動物個別飼育装置　LP-80CCFL-6AR

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高速データ取り込み解析　システムMP150WSW

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 顕微鏡・デジタルカメラシステム　DFC-480

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ポリグラフHR　8チャンネル　SYNMED-93-7800

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） NEC (PC)、G&J Electronics （刺激装置）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ﾏｲｸﾛﾃﾞｨｽﾍﾟﾝｻｰ HYDRAII96ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ100μ 109610STD

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） EICOM社製PUSH PULL SAMPLING UNIT ES-70(神経ペプチド解析システム）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） EICOM社製PUSH PULL PUMP UNIT EP-70（神経ペプチド解析システム）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） EICOM社製CB-100（電気化学検出器）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） TAITEC社製COOLPUMP CP-80（分析機器への循環クーラー）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） psynectics社製消化管運動解析用PC液晶ディスプレイ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 遺伝子改変動物用ベントラック

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） マイクロマニュピレーター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 長焦点実体顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ボックス型顕微鏡装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部）
蛍光および位相差顕微鏡装置
M001 762

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 液体クロマトグラフィー AKTA explorer

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Leica蛍光実体顕微鏡と付属のカメラシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Zeiss正立型蛍光顕微鏡Axioplanと付属のカメラシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Zeiss倒立型蛍光顕微鏡Axiovertと付属のカメラ、細胞培養システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 実体顕微鏡インジェクションシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） サーカディアンリズム測定解析システム　ClockLab

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） カメラ＆モニター付Leica実体顕微鏡M165

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） CO2インキュベーター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） クリーンベンチ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ダルトン試薬棚付サイド実験台３台+ユニット流し台+薬品戸棚

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ディープフリーザー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Elix＆MilliQ超純水装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Leica実体顕微鏡顕M165　4台

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Real-time PCR装置（Bio-Rad iCycler)一式
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06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超低温フリーザMDF-542AT

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） メディカルフリーザーMDF-U536D

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光光度計制御用コンピュータ PowerMacG3

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 島津クロマトパックCR7A plus

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 島津HPLC用ポンプLC-10AD

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光眼底カメラ（コーワ、GENESIS-Df）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 共焦点レーザー顕微鏡装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部）
分子間相互解析装置ビアコア
資産番号なし

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ディスカション顕微鏡装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 動物飼育用安全空調システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） リアルタイムPCRシステム一式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 低温インキュベーター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） β線計測装置一式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高感度冷却ＣＣＤｶﾒﾗ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高速波長切替装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Ai用ワークステーションサーバー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光顕微鏡ＭＺＦＬⅢ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） β線計測装置一式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光量計　EY-1002D

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 放射線モニタ　9015型

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 人体ファントム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） TLD線量計　KYOKK02500型

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） カラープリンタ／増設カセット

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） １分子蛍光イメージングセット

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Perkin Elmer Gene Amp PCR System 9600

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Bio-rad Immuno Wash

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Perkin Elmer Gene Amp PCR System 9600

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） パーティション

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） エクストルーダー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 1µL 分光光度計

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） マスターサイクラｰ　ep gradient S

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ジェット式洗浄機　MJW-9020

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ゼータサイザーナノ　ZS

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） フリーザー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ポリメイト

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） マスターサイクラー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） オートウェルガンマシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 液体シンチレーションカウンター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 低バックグランド液体シンチレーションカウンター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ２次元表面汚染測定装置
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06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ガンマカウンター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） オートウェルガンマシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 遠赤外線動物乾燥装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 放射線監視システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACS Aria

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACS Aria Special Order System

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACS Canto II

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） XENOGEN IVIS

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） BIACORE X100

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ABI PRISM310

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ABI PRISM3100

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） XL-90 超遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） L-80 超遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） L-70 超遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） TL-100 超遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Optima TLX 超遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） EM UC7 ウルトラミクロトーム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 超遠心用ローター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FACS LSR Fortessa

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 7900HT Fast Real Time PCR system

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） セロミクス細胞イメージ解析装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） IVIS spectrum

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） MRI

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Latheta laboratory CT

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 多光子励起レーザー走査方顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Takeru for Sequencer II system

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Takeru DB-GB-WEB Server

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部）
次世代型DNAシーケンサー
Genome Analyzer Iix

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） X線回折計

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 質量分析計

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 恒温恒湿室

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） タンパク質精製装置(2台)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 円二色性分光測定装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ドラフト排気廃棄装置（SHIMADZU）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ロータリー式ティッシュプロセッサー（Leica）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ティッシュプロセッサー（ライカ製）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ミクロトーム（ヤマト製）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） パラフィン融解器（アズワン製）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光顕微鏡（オリンパス製）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 顕微鏡観察システム（オリンパス製）
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06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 組織封入用安全キャビネット

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 実験台（ヤマト製）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 実験台（小畑ラボテック）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 計算サーバー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高速遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） アプライドバイオシステム3500XLジェネティックアナライザシーケンスシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） FUJIルミノイメージアナライザLAS-1000

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Nikon　レーザー操作共焦点顕微鏡システムＣ１

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ソフテックス軟X線非破壊検査装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） サイファージェン　プロテインチップシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） HITACHI分離用超遠心機CP70MX

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） MoleculeerDevice高性能マイクロプレート分光光度計

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ＵＶＰ　Bio-Doc It System

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） サーマルサイクラー（Takara TP-600）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部）
オリンパス社共焦点顕微鏡
ＦＶ１０００

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） シグマ光機社レーザーピンセット装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） バイオラッド社蛍光イメージャー装置（Pharos FX Plusシステム）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） バイオラッド社Bio-Plexサスペンジョンアレイシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Molecular Device社マルチプレートリーダーＭ５

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ロシュ社リアルタイムＰＣＲ測定装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 細胞培養用ＣＯ２インキュベータ（３台）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） フローサイトメーター

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） HPLC

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ミクロトーム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ドラフト

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） パラフィン置換機

06医学系研究科･医学部
青葉山キャンパス
サイクロトロンRIセンター

ポジトロンプラナーイメージング装置

06医学系研究科･医学部
青葉山キャンパス
サイクロトロンRIセンター

小動物PET/CT装置

06医学系研究科･医学部
青葉山キャンパス
サイクロトロンRIセンター

分析用高速液体クロマトグラフィー装置

06医学系研究科･医学部
青葉山キャンパス
サイクロトロンRIセンター

RIキャリブレーター(放射能測定装置)

06医学系研究科･医学部
青葉山キャンパス
サイクロトロンRIセンター

ロータリーエバポレーター(溶媒濃縮装置)

06医学系研究科･医学部
青葉山キャンパス
サイクロトロンRIセンター

ドーズキャリブレータ

06医学系研究科･医学部
青葉山キャンパス
サイクロトロンRIセンター

島津PETシステム用血中RI濃度測定システム用データ処理装置

06医学系研究科･医学部
青葉山キャンパス
サイクロトロンRIセンター

RIシリンジホルダ(Magic Holder)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高速冷却遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 共焦点顕微鏡M-002-83

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） クライオトーム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ABI社製ｼﾞｪﾆﾃｨｯｸｱﾅﾗｲｻﾞｰPRISM3100

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） マイクロマニピュレータ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 次世代型高速ｼｰｹﾝｼﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
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06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部）
自動細胞解析分離ｼｽﾃﾑ
（BD社Ariall)

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 小動物用・運動量計測システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光倒立顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） iXonワークステーション

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 紫外可視分光解析システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ドラフトチャンバー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） マイクロ冷却遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 倒立顕微鏡（ライカ）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ディスカッション顕微鏡（オリンパス）

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 包埋装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ゲル撮影装置AX310B

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ﾃﾞｰﾀｻｰﾊﾞｰHDL-XR8.0

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高速冷却遠心機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ゲル撮影装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） クライオトーム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） Nalシンチレーション計測装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 管電圧管電流計

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 共焦点顕微鏡ｼｽﾃﾑ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） UVゲルドキュメンテーションシステム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） BioDoc-it Imaging systemゲル撮影装置

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 倒立型共焦点レーザー顕微鏡C1R

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 倒立型共焦点レーザー顕微鏡C1ｓ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 倒立型共焦点レーザー顕微鏡A1R

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 大型滑走式ﾐｸﾛﾄｰﾑ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 安全キャビネット

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 制御用PC

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） パラフィン溶融機

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） ティーチング顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） サーマルサイクラー

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） リアルタイムＰＣＲ解析システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部）
BioRad ProteinCip SELDI Personal Edition PCS4000P
資産番号

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 安全キャビネットKS15

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 蛍光量計　EY-1002D

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 書架

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 電気生理学計測装置システム

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） バイオクリーンベンチ

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） オリンパス研究用ステージ固定式正立顕微鏡

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） エイコム社　EP-700M  ポンプシステム　１式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） CO2インキュベーター　1式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） 高速液体クロマトグラフ
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部局名 学部 設備名

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） (米)ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ社製　超低温槽　ULT-1390-10D 一式

06医学系研究科･医学部 星陵団地（医学部） γ線用ポータブルスペクトロメータ JSM-112B　1台
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1.　医学系研究科　寄付申出　受付状況について

 ・ 受付件数： 171 件

 ・ 受入れ総額： 27,748,569 円

2.　医学系研究科　寄付金の活用状況について

 ・ 被災した医学部・医学系研究科学生へ対する奨学金

支援

※現在まで、医学部学生・医学系研究科大学院生の被

災学生合計 56 名に対して支援を行いました。

※残額につきましては、対象学生の卒業・修了までを

考慮し、計画的に運用させていただきます。

寄付申出受付状況と活用状況などについて（平成 24 年 1 月現在）

http://www.med.tohoku.ac.jp/emg/support.html より
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御支援への御礼
(http://www.med.tohoku.ac.jp/emg/appreciate.html より）

　平成 23 年 3 月 11 日に発生しました東日本大震災に際し、当方の研

究科に対して、非常に多くの方々から、心温まる救援物資、人的な支

援、情報・連絡の面での支援、輸送面への支援などをお寄せいただき

ました。心より御礼申し上げます。

　また、特に地震発生当初におきましては、物流のためのルートが極

端に限られたために、御支援の手配を頂いたにも関わらず、活かしき

れなかったこともございます。そして、通信の事情もあり、御礼の御

連絡にも不備があった可能性もございます。お詫び申し上げます。諸

事情斟酌の上、御海容頂きますようお願い申し上げます。

　下記、御支援頂いた皆様、一部ではございますが、御名前をあげて

感謝の意を表します。

　なお、掲載を様々な理由から固辞されるなど、ここに御名前をあげ

られなかった団体・個人の方々もいらっしゃること、申し添えます。

 ・岡山県立高松農業高等学校様

 ・岡山県立興陽高等学校様

 ・医療法人社団　松和会　甲斐信一様、井上憲子様

 ・株式会社メディカル東友様

 ・小山株式会社　小山智士様

 ・ユニ・チャーム株式会社　高原豪久様、別所映子様

 ・三ツ矢製菓株式会社　栗本寿江様、山田智恵子様、荒木美代子様、

ほかの皆様

 ・東京理科大学生命科学研究所分子病態学研究部門　久保允人先生

 ・公益財団法人　北海道科学技術総合振興センター（ノーステック財

団）　山中芳朗様

 ・株式会社明治　健康栄養ユニット　栄養事業本部　栄養食品事業部

　飯泉千寿子様

 ・熊本大学生命資源研究・支援センター動物資源開発研究部門

（CARD）資源開発分野　中潟直己先生

 ・日本クレア株式会社　田口福志社長

 ・筑波大学生命科学動物資源センター　高橋智先生、八神健一先生

 ・日本 SLC 株式会社　髙木博義社長　

 ・有限会社熊谷重安商店　熊谷隆社長

 ・マーシャル・バイオリソーシス・ジャパン株式会社　安倍宏明社長

 ・新潟大学脳研究所生命科学リソース研究センター　横山峯介先生

 ・神戸大学大学院医学研究科附属動物実験施設　塩見雅志先生　教職

ご支援・ご協力をいただいた皆様（順不同）
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員の皆様

 ・慶應義塾救援医療団の皆様

 ・大阪大学大学院生命機能研究科・村上富士夫先生

 ・株式会社ルシール　幸村裕治社長

 ・東北薬科大学様

 ・東北大学生協星陵店様

 ・明日可薬局様

 ・オリエンタル酵母工業株式会社様

 ・三井物産株式会社東北支社様

 ・鈴木忍様

 ・（財）がんの子供を守る会様

 ・フクミ薬局様

また、国内外の多くの研究機関から、大学院生の実験場所の提供やサ

ンプル退避の受入れのお申し出を頂いています。あわせて感謝申し上

げます。

東北大学大学院医学系研究科・医学部
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　2011.3.11 に発生した東日本大震災と津波による犠牲者・行方不明

者は、約 20,000 人にも達します。この悲惨な現実に言葉もありませ

んが、ここに、改めて、犠牲者の皆様の御冥福をお祈りいたします。

特に、津波被害は甚大であり、死亡者の 9 割以上は津波による犠牲者

です。しかも、震災から 1 年が経ちましたが、津波被災地域の復旧は

前途多難といった状況です。今後、長期間にわたる支援が不可欠です。

広大な被災地域に対して、医学系研究科・医学部及び東北大学病院で

は余りにも微力ですが、私達はできる限りの努力をしてきました。3.11

の震災直後には、食料調達にも苦労する状況でしたが、多くの構成員

は各所属分野の復旧に務め、さらに、津波被災地域における医療支援

にも尽力しました。

　東日本大震災により、歴史書「日本三代実録」に記された大地震と

大津波（西暦 869 年に発生した貞観津波）に関する記述の正しさが証

明されました。また、今回のような大津波が約 1,000 年周期で仙台平

野と福島県の相馬平野を襲っていることが、東北大学理学研究科・箕

浦幸治教授らにより報告されていました。しかし、一部の専門家を除

き、このような大津波の危険を認識している人は殆どいませんでした。

災害の記録を後世に残し、かつ記録を周知する事の重要性を痛感しま

した。従って、本東日本大震災記録集の目的は、このような大災害時

における被害と対応の記録を残し、将来、必要な時に役立ててもらう

事です。特に、被災地に存在する医学教育研究機関としての記録は貴

重であると考えています。さらに、医学系研究科・医学部の東日本大

震災記録集を多くの方々に読んで頂くため、記録集のすべてを電子媒

体として web 上で公開します。その際、本記録集に掲載できなかっ

た医学系研究科・医学部の全分野の活動を追加資料として web 上で

紹介する予定です。

　東北大学大学院医学系研究科・医学部は、山本雅之医学系研究科長・

医学部長のリーダーシップの下、東北大学病院と協力し、広大な被災

地域における医療体制の復旧・復興、及び新たな医療体制の構築など、

被災地域を活性化させるべく種々取り組みを計画・実践しています。

今こそ、東北大学大学院医学系研究科・医学部の真価が問われる時で

す。気概のある人材が集結し、それぞれの夢を追い求め、目的を達成

することこそ、多くの人々の幸福に資することになると信じています。

　創造的復興に向けての今後の活動は、平成 24 年度に就任される大

内憲明医学系研究科長・医学部長に引き継がれていきます。また、平

成 24 年度大学院（医学系研究科）博士課程に、多くの若者が参集し

てくれます（定員 151 名を満たす）。さらに、被災地域における医療

状況を勘案し、平成 24 年度東北大学医学部医学科の入学定員を 5 名

増員し、125 名としました（AO 入試Ⅲ期で 15 名、一般選抜入学試験

おわりに

柴原茂樹
東日本大震災記録集編集委員会・委員長
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（前期日程試験）110 名）。なお、東北大学の理念に基づき、地域枠入

学制度は導入していません。嬉しいことに、平成 24 年度東北大学医

学部の志願者は昨年度実績を超え、4 月には多くの気概ある新入生が

本学医学部に入学します。新たに加わる院生及び学部学生諸君の情熱

を糧に、構成員一同、東北大学医学系研究科・医学部の創造的復興を

推進していきます。

　東北大学（井上明久総長）としても、災害科学国際研究所を設立す

るなど、復興計画を着々と実践しています。平成 24 年度には、里見

進東北大学病院長が東北大学総長に、下瀬川徹教授（東北大学病院・

副病院長）が東北大学病院長に就任されます。このように、平成 24

年度には、新たな執行部が本学の復興計画をさらに推進していきます。

　最後に、被災地域及び東北大学に対する国内外の多くの方々のご支

援と激励に心より御礼申し上げます。多くの皆様に支えて頂き、微力

ながら、東北大学大学院医学系研究科・医学部は被災地域の復興に貢

献できるようさらに努力して参ります。

　笹氣出版印刷企画課・新野真里恵氏に心より感謝します。彼女の熱

意により、本記録集を平成 23 年度内に刊行することができました。

また、一條　肇氏（広報室）には貴重な記録写真と種々情報を提供し

て頂きました。高橋信野・附属図書館医学分館事務長（当時）は医学

分館の早期開館（震災 3 日後の 3 月 14 日に開館）に大活躍しました。

さらに、医学系研究科・医学部の復旧・復興にご尽力頂いた齋藤嘉信・

事務長、大場得志・総務室長、土井弘也・教務室長、渡邉芳男・財務

室長をはじめ多くの事務職員の皆様に感謝します（一覧参照）。特に、

3.11 震災直後の混乱期に安否確認や救援物資の運搬等で奮闘された佐

藤龍彦・庶務係長（当時）、佐々木律・人事係長、高田宏行・研究協

力係長（当時）、伊藤和・管理係長、木村宙・管理係主任らの勇姿が

脳裏に焼き付いています。最後に、本震災記録集で紹介できなかった

多くの教職員がいることを忘れることはできません。各人が所属分野

の復旧に務めた結果、研究をいち早く再開することができました。震

災後の混乱期に共に奮闘したすべての皆様に感謝致します。

謝辞
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事務長 : 齋藤嘉信、（吉田隆幸）

総務室 : 大場得志

　係長　下山真樹、（佐藤龍彦）、佐々木律、佐藤　豪、（高田宏行）、佐藤恵美子

　主任　高橋雄一、片平久美子

　係員　田中友紀、星道代、千葉智子、田中菜津子、安達みつ江、及川史絵、（元木亜紀）、菊田博子、

　　　　藤代二葉、滝田知香、熊谷千晶、内田孝義、法師濱宏子、（阿部沙織）、田部恵久子、佐々木淳、（川本美智子）

　　　　佐藤真由美、大沼里志、岡　　亨、（伊藤幸恵）

　　　　保健学科秘書 : 千葉真由美、鹿野美紀、寺尾典子

教務室長 : 土井弘也、（菅原昇一）

　係長　松嶋邦明、齋藤康博、（原子智裕）、兼子順子、（相澤光義）

　主任　星野千晶、斉藤裕彦　　　

　係員　加藤　純、和田英哲、前田和美、西脇直子、南雲圭太、中田花林、青木節子、阿部華子、青木美緒

　　　　水木梨絵、濱野玲子、鎌田　茂、成澤勇太

医学教育推進センター

　　　　高橋文恵、荒田悠太郎、荒田彩香、田中克典、小熊絵美

財務室長 : 渡邉芳男

　係長　永野桂一、三浦　博、伊藤　和

　主任　遊佐文晴、深谷元季、（鳥光典子）、平エリナ、庄司由佳、（小野未来）、木村　宙

　係員　小澤菜央、佐々木明里、影山順子、（佐々木芳奈子）、佐藤　充、菅谷弘子、加藤麻里、本郷弘武、（柴田千尋）

　　　　（八木大輔）、鈴木秀一、松田弘子、木村吉和、松川克義、阿部喜子、沼田正敏、菱沼正一、伊藤正志

　　　　（氏家寿則）

復旧・復興に奮闘した事務職員一覧

(　) は 3.11 震災当時に在籍し、既に退職あるいは異動されたことを示す。


